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はじめに

このガイドには、GlobalGeocodingモジュールの使用方法に関する情報が含まれています。Global
Geocodingモジュールには、120を超える国のジオコーディングサポートが組み込まれており、
次のステージが含まれています。
• ジオコード サービス: 入力住所を使用してフォワード ジオコーディングを実行し、位置情報な
どの情報を返します。

• リバース ジオコード サービス: 入力座標値を使用してリバース ジオコーディングを実行し、そ
のポイントに最も適切に一致する住所情報を返します。

• インタラクティブ ジオコード サービス: 入力中に入力内容に応じて住所や場所の名前の候補を
返します。

• キー検索サービス: ユニーク キーが指定された場合に、ジオコーディングされた候補を返しま
す。キーは住所に対してユニークなので、住所でマッチングを行うよりも効率的です。Global
Geocoding モジュール は米国のデータに対しては pbKey™ ユニーク ID を、オーストラリアの
データに対しては G-NAF をサポートします。

Global Geocodingモジュールは Spectrum™ Technology Platformモジュールとして提供され、他
のコンポーネントと同様にステージに組み込むことができます。Spectrum™TechnologyPlatform
が先にインストールされている必要があります。
これらのステージには、ジオコーディングデータセットリソース、検索およびマッチング条件、
その他の優先設定をグラフィカル インターフェイスで制御できるオプションがあります。
Global Geocodingモジュールのインストールと展開が終わったら、Management Consoleを使用
して各機能をひととおり試し、返される候補を確認してください。Enterprise Designer で GGM
ステージをデータフローに含めることもできます。
追加の機能や優先設定は、REST API を介して使用できます。グローバル ジオコーディング API
の概要 を参照してください。

Global Geocoding モジュール ワークフロー

以下の手順は、Spectrum™ Technology Platform で Global Geocoding モジュール のインストー
ル、セットアップ、実装を行うための抽象レベルの高いワークフローを示しています。Management
Consoleを使用して、データセットを追加および設定し、グローバルジオコーディングデータフ
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ローに適用されるデフォルト設定とオーバーライドを作成します。Enterprise Designer を使用し
て、実際のデータフローを作成および編集します。
あらかじめ、インストールに付属するリリースノートに目を通しておいてください。
1. Spectrum™ Technology Platformおよび Global Geocodingモジュール を先にインストールし

ておく必要があります。手順については、使用するプラットフォーム向けの『Spectrum™

Technology Platform インストール ガイド』を参照してください。
2. Web ブラウザで Management Console にアクセスするには、次の URL にアクセスします。

http://server:port/managementconsole

ここで server は、Spectrum™ Technology Platform サーバーの名前または IP アドレスで、
port は Spectrum™ Technology Platform が使用する HTTP ポートです。デフォルトの HTTP
ポートは 8080 です。

3. 有効なユーザ名とパスワードを入力します。
管理ユーザ名は "admin" で、そのデフォルトのパスワードは "admin" です。
重要 : システムに対して不正な管理者アクセスが行われることを回避するために、Spectrum™

Technology Platform をインストールした後すぐに admin パスワードを変更してください。

4. Enterprise Designer クライアント ツールをインストールします。これは、Windows アプリ
ケーションです。
a) Enterprise Designerをダウンロードするには、ブラウザにSpectrumサーバーとポート番

号を入力し、ログインします。例: myserver:8080。
Spectrum™ Technology Platform ホーム ページが開きます。

b) Enterprise Designer のインストーラを取得するには、[プラットフォーム クライアント
ツール] > [デスクトップ] を選択します。このページに記載されている手順に従って、こ
れらのツールをダウンロードしてインストールします。

この他に、Job Executor、Process Executor、管理ユーティリティなど、スクリプトの作成や
タスクの自動化に便利なオプションのコマンド ライン ツールもあります。コマンド ライン
ツールをダウンロードするには、Spectrum™ Technology Platformホームページで [プラット
フォーム クライアント ツール] > [コマンド ライン] を選択します。

5. ジオコーディング データセットをダウンロードし、インストールします。手順については、
使用するプラットフォーム向けの『Spectrum™ Technology Platform インストール ガイド』
を参照してください。

6. Management Console で Spectrumデータベース リソースを使って、ジオコーディング デー
タセットをデータベースリソースとして追加します。手順については、「GlobalGeocoding
モジュールのデータベース リソースの追加（29ページ）」を参照してください。

7. Management Consoleのすべてのグローバルジオコードステージのデフォルト値、オーバー
ライド、データセット オプションを入力します。
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グローバル デフォルト値、オーバーライド、データセット設定オプションにより、各データ
フローを必要に応じてカスタマイズできます。Management Console にあるこれらの設定と
オーバーライドは、Enterprise Designer で作成するすべてのグローバル ジオコーディング
データフローに適用されます。これらの設定は Enterprise Designer でもオーバーライドでき
ます。
GeoCompleteモジュールから Global Geocodingモジュールに移行するユーザは、「GCMお
よび GGM の Enterprise Designer マッピング」を参照してください。

8. ステージで使用する入力レコードを作成します。入力フィールドと入力レコードのフォーマッ
ト要件については、各ステージのセクションを参照してください。

9. Enterprise Designer でジオコーディング データフローを作成します。データフローは、ソー
スからデータを受け取り、そのデータを処理し、デスティネーションに出力を書き込むとい
う一連の操作です。Enterprise Designer の使い方とデータフローのセットアップ方法の詳細
については、『Spectrum™ Technology Platform Dataflow Designer ガイド』を参照してくだ
さい。

10. それぞれのGlobalGeocodingモジュールステージには、検索、マッチング、ジオコーディン
グを行ったり、Management Console で作成したデフォルト設定やオーバーライドよりも優
先される戻り値を設定したりするための Enterprise Designer のオプションがあります。詳細
については、各ステージのセクションを参照してください。

11. データフローを保存して実行します。
• 各ステージの入力、優先設定、出力については次を参照してください。ジオコーディング
「入力、優先設定、および出力フィールド」、リバース ジオコーディング「入力、優先設
定、出力フィールド（70ページ）」、インタラクティブ 「入力、優先設定、および出力
フィールド（92ページ）」、グローバル キー検索「」 入力、優先設定、および出力フィー
ルド（98ページ）

GCM および GGM 用の Enterprise Designer マッピング

GeoCompleteモジュールが非推奨となり、製品から削除されました。同じ機能はGlobalGeocoding
モジュールで使用できます。GCMのデータフローがある場合は、以下の入力住所および優先設定
に関する表を参照して、GGM への移行を行ってください。
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表 1 : 入力住所マッピング

説明Global Geocoding モ
ジュール

GeoCompleteモジュー
ル

単一行入力住所MainAddressLineAddressLine1

州または省AreaName1StateProvince

検索する都市。AddressLine1 と組み合わせることによっ
て、ターゲット エリア内の候補を返します。

AreaName3City

郵便番号PostCode1PostalCode

3桁の ISO国コードまたは国の名前。すべての国を対象と
した検索を行うためのダイレクトマッピングはGGMには
ありません。

CountryCountry

X 座標の原点OriginXOriginLatitude

Y 座標の原点OriginYOriginLongitude

表 2 : 優先設定マッピング

説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

実
行
す
る
マッ
チ
ン
グ
の
タ
イ
プ。

マッチ モード

• 標準 (デフォルト)
• 閉じる
• 緩和

ファジー マッチ設定

• Hard_Match
• Soft_Match
• なし (デフォルト)
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

検索タイプ

• 住所 (デフォルト)
• ALL
• POI (ポイント情報)
• POI (ポイント情報) カテゴリ

検索タイプ

• 住所をジオコンプリート
• POI をジオコンプリート
• ジオコンプリートのカテゴリ
• すべてジオコンプリート (デフォルト)
• 最も近い POI を検索
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

実
行
す
る
検
索
の
タ
イ
プ。
候
補
を
検
索
し
て
返
す
に
は、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
つ
イ
ン
ス
トー
ル
済
み
の
POI
デー
タ
が
必
要
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

で
す。
[最
も
近
い
POI
を
検
索]
は
GGM
で
は
サ
ポー
ト
さ
れ
て
い
ま
せ
ん。
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

検
索
を
制
限
す
る
管
理
上
の
境
界
(郵
便
番
号
エ
リ
ア
な
ど)。
こ
れ
は
オ
プ
ショ
ン
で
す。

管理エリア検索未サポート
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

住
所
番
号
に
対
す
る
一
致。
こ
れ
は
オ
プ
ショ
ン
で
す。

住所番号の一致住所番号の一致
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

検索距離検索距離
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

与
え
ら
れ
た
原
点
か
ら
候
補
を
検
索
す
る
距
離
(半
径)
を
指
定
し
ま
す。
こ
の
距
離
は、
検
索
距
離
の
制
限
に
も
使
用
さ
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

れ
ま
す。

XY
検
索
中
心
点
か
ら
の
最
大
距
離
で
指
定
す
る
検
索
エ
リ
ア
範
囲。

検索距離テキスト ボックス検索中心点からの距離

検
索
距
離
の
距
離
単
位。

距離単位の選択リスト

• フィート
• キロメートル
• メートル
• マイル

距離単位

• キロメートル
• マイル
• メートル
• フィート
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

使
用
す
る
座
標
系。
現
在、
EPSG:4326
が
サ
ポー
ト
さ
れ
て
い
ま
す。

座標系座標系

デー
タ
セッ
ト
検
索。

追加/ユーザ データベース制約

• すべてのデータセットを検索 (デフォルト)
• 住所データセットを検索
• ユーザ データセットのみを検索する

制約なし (検索)
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

データセット マッチの優先設定

• 優先設定なし (デフォルト)
• 住所辞書の一致を優先
• ユーザ辞書の一致を優先

データベースの優先設定

• 両方の辞書を使用 (デフォルト)
• ユーザ辞書のみを使用
• 標準辞書のみを使用
• ユーザ辞書を優先
• 標準辞書を優先
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

追
加/
ユー
ザ
デー
タ
ベー
ス
制
約
が
[す
べ
て
の
デー
タ
セッ
ト
を
検
索
す
る]
に
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は、
各
国
の
標
準
住
所
辞

19Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

はじめに



説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

書
ま
た
は
ユー
ザ
辞
書
を
優
先
す
る
よ
う
に
設
定
で
き
ま
す。
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

デー
タ
セッ
ト
の
検
索
順
序。
デ
フォ
ル
ト
設
定
は、
読
み
込
ま
れ
た
順
序
で
す。

未サポートインストールされているデータベース リソースを並べ替
え
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

候
補
に
関
し
て
使
用
可
能
な
す
べ
て
の
情
報
を
返
し
ま
す。
こ
れ
は
オ
プ
ショ
ン
で
す。

すべての使用可能な情報を返す未サポート
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

返
す
候
補
の
最
大
数
(1
～
100)。
ま
た
は、
許
容
さ
れ
る
最
大
数
の
候
補
(100)
を
返
す
場
合
は
-1
を
指
定
し
ま
す。

MaxResults が返ります

デフォルトは 5 です。
最大候補数
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

検
索
を
境
界
ボッ
ク
ス
の
座
標
に
限
定
し
ま
す。

優先設定としてはサポートされていません。入力フィール
ドとしての OriginX、OriginY を参照してください。

境界ボックス内

境
界
ボッ
ク
ス
の
東
側
の
境
界
を
表
す
座
標。

優先設定としてはサポートされていません。入力フィール
ドとしての OriginX、OriginY を参照してください。

右上経度フィールド
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

境
界
ボッ
ク
ス
の
北
側
の
境
界
を
表
す
座
標。

優先設定としてはサポートされていません。入力フィール
ドとしての OriginX、OriginY を参照してください。

左下経度フィールド

境
界
ボッ
ク
ス
の
南
側
の
境
界
を
表
す
座
標。

優先設定としてはサポートされていません。入力フィール
ドとしての OriginX、OriginY を参照してください。

右上緯度フィールド
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

境
界
ボッ
ク
ス
の
西
側
の
境
界
を
表
す
座
標。

優先設定としてはサポートされていません。入力フィール
ドとしての OriginX、OriginY を参照してください。

左下緯度フィールド
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説
明

Global Geocoding モジュールGeoComplete モジュール

GCM
の
[最
も
近
い
POI
を
検
索]
で
有
効
で
す。
こ
の
機
能
は
GGM
で
は
サ
ポー
ト
さ
れ
て
い
ま
せ
ん。

未サポートロケール
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Global Geocoding モジュールのデータベース リソース
の追加

新しいデータベースリソースをインストール、または既存のデータベースリソースを変更するた
びに、Management Console で定義して、システム上で使用できるようにする必要があります。
以下では、GlobalGeocodingモジュールのデータベースリソースを追加または変更する手順につ
いて説明します。
• 複数のデータベース リソースを設定する前に、GGM の REST API を使用しているアプリケー
ションがないかどうかを確認します。該当のデータベース名を含めるように REST API コール
を変更して、新しいデータベース リソースと矛盾しないようにする必要があります。

• この機能を使用する際に、既存のデータ フローがある場合、データ フローのすべてのデータ
ベース リソースを確認して更新してください。ない場合は、データ フローのデータベース リ
ソースを変更する必要はありません。

注 : 下位互換性という点では、古いフローをインポートすると、2019.1 で作成された最
新のデータベースのデフォルト値が設定されます。

1. そのようなインポートを行っていない場合は、コマンド ライン インターフェイス (CLI) コマ
ンドを使用して、データセットファイルをシステムにインストールしてください。データベー
スのインストール手順については、『Spectrum™Technology Platformインストールガイド』
を参照してください。

2. Management Console で、[リソース] の下の [Spectrum データベース] を選択します。
3. 新しいデータベース リソースを作成する場合は、追加ボタン をクリックします。既存の

データベース リソースを変更する場合は、それを選択してから編集ボタン をクリックし
ます。データベースリソースを削除する場合は、それを選択してから削除ボタン をクリッ
クします。

注 : Global Geocodingデータベースリソースは、コピーして、インストールされてい
る別のモジュールで使用することができます。ただし、Global Geocoding モジュール
は1つしかデータベースリソースを持つことができないため、これに対してデータベー
ス リソースをコピーすることはできません。

4. 新しいデータベースリソースを作成する場合は、[データベースの追加]ページで、データベー
ス リソースの名前を [名前] フィールドに入力します。

5. [プールサイズ]フィールドで、このデータベースで処理する同時要求の最大数を指定します。
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最適なプール サイズはモジュールによって異なります。一般的には、サーバーが搭載する
CPUの数の半分から 2倍のプールサイズを設定すると、最適な結果が得られます。ほとんど
のモジュールに最適なプール サイズは CPU 数と同数です。例えば、サーバーが 4 つの CPU
を搭載している場合は、プール サイズを 2 (CPU 数の半分) ～ 8 (CPU 数の 2 倍) の間で試す
ことができ、多くの場合、最適なサイズは 4 (CPU 数と同数) です。
ヒント : さまざまな設定でパフォーマンステストを行って、環境にとって最適なプールサイ
ズと実行時インスタンスの設定を特定してください。

6. [モジュール] フィールドで [GlobalGeocode]を選択します。[タイプ] フィールドで、表示
されたデフォルトの [Global Geocode データセット] を使用します。
.SPDファイルを展開して \server\app\dataimportフォルダに配置した場合、Spectrum
はこれらのファイルを自動的に\repository\datastorageフォルダに追加します。[デー
タベースの追加] 画面にデータセットのリストが表示されます。

7. データベースにリソースとして追加するデータセットを選択します。長いリストからデータ
セットを検索するには、[フィルタ] テキスト ボックスを使用します。

8. データベースを保存します。
9. ジオコーディングで照合するカスタム辞書がある場合は、追加ボタン をクリックし、辞

書の名前、国、およびパスを指定します。追加ボタンは、標準データベースへのデータセッ
トの追加に使用しないでください。
カスタムデータベースとは、ジオコーディングに使用可能な住所および緯度/経度座標を含む
ユーザ定義のデータベースです。

注 : カスタム辞書の設定およびジオコードを行うためには、ライセンスのある標準デー
タベースがシステムになければなりません。

10. 起動中の Enterprise Designer セッションがある場合は、[更新] ボタンをクリックすると、新
しいステージが表示されます。

注 : リソース不足でデータベースを設定できない場合は、Java 仮想マシン (JVM) の初期
ヒープサイズ (Xms)の拡大、および最大ヒープサイズ (Xmx)の追加が java.vmargsファ
イルで必要になる可能性があります。このファイルは、
SpectrumDirectory\server\modules\GlobalGeocodeフォルダにあります。ここ
で、SpectrumDirectory は Spectrum のインストール ディレクトリです。
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データベース リソース変更後のジオコーディング デー
タフローのリセット

確立されているデータフローがあり、その後、ジオコーディングデータセットの追加または削除
によってデータベース リソースを変更した場合は、Enterprise Designer を終了して再起動する
か、データフローをリセットするために次の手順を実行する必要があります。
1. Enterprise Designer のジオコーディング データフローで、グローバル ジオコードまたはグ

ローバル リバース ジオコード ステージと出力ステージとの間の出力ポート チャネルを選択
します。次の例では、これが ファイルに書きこみ ステージになっています。

2. チャネルを削除します。
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3. グローバル ジオコードまたはグローバル リバース ジオコード ステージ上の出力ポートを出
力ステージに再接続します。

4. データフローを保存します。
データフローはリセットされ、設定および実行する準備が整います。
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入力住所に関するガイドライン

最適なパフォーマンスを得るために、住所に関する以下のガイドラインに従ってください。
• できる限り完全で正確な住所を入力します。入力住所に誤りがあっても、Global Geocoding モ
ジュール はその住所をジオコーディングできる場合がありますが、複数の一致候補が得られる
可能性が生じます。

• 郵便番号がわかる場合は、それを入力住所に含めます。これは必須ではありませんが、郵便番
号があれば、Global Geocodingモジュールは郵便番号ジオコーディングを実行できます。これ
によって、国や、他の住所コンポーネントの完全性と精度にも依存しますが、一部の住所に対
してより正確な結果が得られる場合があります。

• 入力住所を一貫した形式でフォーマットします。 Global Geocoding モジュール は、多様な
フォーマットの入力住所を処理でき、また、フォーマットされていない (単一行の) 入力も処理
できます。しかし、入力住所が一貫した形式でフォーマットされており、国固有の住所規約に
従っているならば、より正確かつ高速に結果を得ることができます。住所が単一行に入力され
ている (フォーマットされていない) 場合でも、住所コンポーネントが一貫した順序で並んでい
れば、より良い結果とパフォーマンスが得られる可能性があります。

• 国に特有の詳細な住所ガイドラインについては、付録 A - 国固有の情報を参照してください。

グローバル ジオコードの入力フィールド

以下の表は、ジオコーディング入力フィールドを定義したものです。
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説明タイプフィールド名

注 : 次の住所要素の意味、有効値、サポートの有無は、国によって異なります。
• placeName
• mainAddress
• lastLine
• areaName1
• areaName2
• areaName3
• areaName4
• postCode1
• postCode2
• country

各国に固有の情報を確認することが重要です。各国の情報については、付録にある国固有の情報セクション
を参照してください。

入力住所に関連する建物名、場所名、POI (ポイント情報)、会社ま
たは企業名。これはオプションです。例:

Pitney Bowes
4750 Walnut St.
Boulder, CO 80301

文字列placeName

単一行入力 — 他のフィールドが全く入力されていない場合、
mainAddressの内容は単一行入力として処理され、複数の住所
フィールド要素をまとめて入力することができます。住所フィール
ドの入力順序は、その国の通常の住所書式に従う必要があります。
これはオプションです。例:

4750 Walnut St., Boulder CO, 80301

複数行入力 住所フィールド (placeName、lastLine、postalCode な
ど)が個別に入力されている場合、このフィールドの内容は通り住所
として処理され、会社名、家番号、建物名、および通り名を含める
ことができます。これはオプションです。
交差点の入力—交差点を入力するには、2個のアンパサンド (&&)で
区切られた 2 つの通り名を指定します。

文字列POST: mainAddressLine

GET: mainAddress

住所の最終行。これはオプションです。文字列POST: addressLastLine

GET: lastLine
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説明タイプフィールド名

最大の地理的エリアを指定します。通常は、州または省です。これ
はオプションです。

文字列areaName1

二次的な地理的エリアを指定します。通常は、郡または地区です。
これはオプションです。

文字列areaName2

都市または町の名前を指定します。これはオプションです。文字列areaName3

都市の下位区分、または地方を指定します。これはオプションです。文字列areaName4

各国の標準フォーマットで表記された郵便番号。これはオプション
です。

文字列POST: postCode1

GET: postalCode

各国の標準フォーマットで表記された郵便番号。これはオプション
です。

文字列POST: postCode2

ISO 3166-1 Alpha-3 国コード。必須国コードについては、国参照一
覧と ISO 3166-1 国コード（235ページ）を参照してください。

文字列country

グローバル リバース ジオコードの入力フィールド

以下の表は、リバース ジオコーディング入力フィールドを定義したものです。

説明タイプフィールド名

緯度 (単位: 度)。必須例: -79.391165Doublex

経度 (単位: 度)。必須例: 43.643469Doubley

3文字の ISO国コード。例: CAN。これはオプションです。ISOコードの一
覧は、国参照一覧と ISO 3166-1 国コード（235ページ）を参照してくださ
い。

Stringcountry
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入力レコードのフォーマット

Enterprise Designerでは、使用中のデータフローのタイプで許容される入力ファイルフォーマッ
トが指定されます。通常、データフローは入力レコードの読み込みをテキスト、データベース、
または XML ファイルのいずれかとして行います。これらの入力ファイル タイプのそれぞれに特
定のフォーマット要件があります。詳細については、『Spectrum™TechnologyPlatformデータフ
ロー デザイナーズ ガイド』を参照してください。例えば、入力テキスト ファイルについては、
許可されるレコードタイプ、文字エンコーディング、フィールド区切り文字などをこのガイドで
取り上げています。
以下に、入力レコード テキスト ファイルの 2 つの例を示します。これらの入力レコードの例に
は、オプションのヘッダー行や、オプションの入力フィールドが含まれています。

ジオコーディング入力レコードの例
次の図に、米国の住所が記されているテキスト入力レコード ファイルの例を示します。

mainAddress;areaName3;areaName1;postalCode;country
26 EDISON DR;NISKAYUNA;NY;12309;USA
92 MCCRACKEN RD;MILLBURY;MA;01527;USA
22 CARRIAGE LN;NEWARK;DE;19711;USA
8 HARBOR VIEW RD; S BURLINGTON;VT;05403;USA
124 VERNON RD;GREENVILLE;PA;16125;USA
31 FORD ST;MAUMEE;OH;43537;USA
155 WINTER ST;S WALPOLE;MA;02071;USA

リバース ジオコーディング入力レコードの例
次の図に、入力座標が記されているテキスト入力レコード ファイルの例を示します。

X|Y|Country
-72.672229|42.076406|USA
-82.436915|34.870463|USA
-95.7849|42.1603|USA
-113.532|53.5421|CAN
-71.2577|46.8461|CAN
-115.423|32.6561|MEX
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グローバル ジオコード オプション

Global Geocoding モジュール は入力住所を受け取り、ロケーション データやその他の情報を返
します。マッチングおよびジオコーディング条件、戻り値、その他の優先設定を制御できるオプ
ションを使用できます。

ジオコーディングでのグローバル デフォルト値

グローバル デフォルト値の設定は Management Console と Enterprise Designer の両方で行うこ
とができます。 Management Console でオプションを設定するときに保存した設定は、 Global
Geocodeステージを使用するすべてのデータフローに適用されます。Enterprise Designerでオプ
ションを設定する場合は、 Global Geocode ステージの特定のインスタンスに設定が適用されま
す。

Management Console でのグローバル デフォルトの設定

グローバル デフォルト値の入力
次に説明する手順は、Management Consoleでグローバルデフォルト値を入力する方法です。多
くの場合、グローバルデフォルト値を入力することは、既存のデフォルト値をそのまま使用する
ことです。
1. [サービス] タブで、[GlobalGeocode] を選択します。
2. リストから [Global Geocode] ステージを選択します。
3. [Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで [Global Defaults (グローバル デフォルト)]

を選択します。
4. グローバル デフォルトを入力するタブをクリックします。

選択したタブによっては、いくつかの設定があり、選択したり有効化することができます。
ドロップダウン コントロールでは複数のオプションを選択でき、チェックボックスを使用す
ると、別のオプションを有効化できます。また、値を手動で入力できるフィールドもいくつ
かあります。複数のオプションについて国固有のオーバーライドを作成することもできます。
詳細については、「国オーバーライドの設定（40ページ）」を参照してください。

5. [保存] をクリックします。
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Enterprise Designer でのグローバル デフォルトの設定

グローバル デフォルト値の入力
次に説明する手順は、Enterprise Designerでグローバルデフォルト値を入力する方法です。多く
の場合、グローバルデフォルト値を入力することは、既存のデフォルト値をそのまま使用するこ
とです。Enterprise Designer で設定するすべてのオプションは、Global Geocoding ステージの 1
つのインスタンスに特有のものであり、Management Console で行われた設定をオーバーライド
することに注意してください。
1. Enterprise Designer を起動します。
2. [Tasks (タスク)]パネルで、作成する新しいタイプのデータフローを選択します。また、既存

のデータフローを開いて、変更することもできます。
3. [Palette (パレット)] パネルの [Stages (ステージ)] リストで、[Global Geocode (グローバル

ジオコード)] ステージ アイコンを選択し、[New Dataflow (新しいデータフロー)] パネルにド
ラッグします。

4. そのステージ アイコンをダブルクリックして、[Global Geocode Options (グローバル ジオ
コードのオプション)] ウィンドウを開きます。

5. [Filters (フィルタ)]パネルで [Global Defaults (グローバル デフォルト)]をクリックします。
6. グローバル デフォルトを入力するカテゴリを開くために、矢印をクリックします。

選択したカテゴリによっては、いくつかの設定があり、選択したり有効化することができま
す。ドロップダウン コントロールでは複数のオプションを選択でき、チェックボックスを使
用すると、別のオプションを有効化できます。また、値を手動で入力できるフィールドもい
くつかあります。

7. 選択が終わったら、[OK] ボタンをクリックし、[保存] ボタンをクリックしてデータ
フローを保存します。

国オーバーライドの設定

グローバ ジオコーディングの値を設定するとき、いくつかのグローバル デフォルト値を 国単位
でオーバーライドすることができます。Management Console で設定したオーバーライドは、基
本的な設定であり Enterprise Designer で Global Geocoding ステージを使用するすべてのデータ
フローへの適用に 使用します。

注 : このオーバーライドの機能は、Management Console によってのみ使用できます。
Enterprise Designer ではサポートされていません。
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Management Console での国オーバーライドの設定

国オーバーライドの入力
以下の手順では、国固有のオーバーライドを入力、表示、および削除する方法を説明します。
1. [サービス] タブで、[Global Geocode] を選択します。
2. Global GeoCode モジュールで、リストから [Global Geocode] ステージを選択します。
3. [Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで [Global Defaults (グローバル デフォルト)]

を選択します。
4. 国オーバーライドを作成するタブをクリックします。
5. オーバーライドを作成するオプションの横にある [追加] アイコンをクリックします。

[Override Value (オーバーライド値)] ポップアップが表示されます。

6. このポップアップで、[追加] アイコンをクリックして、オーバーライドを追加します。

ドロップダウンが表示され、このオプションの [国]列にある [追加] アイコンが、数字を強
調表示した アイコンに変わります。これは、そのオプションに1つオーバーライドがある
ことを示しています。オーバードライブは、データセットで利用可能なすべて国に対して作
成できます。数字のアイコンは、オーバーライドを追加するごとに数字が増やされます。

7. ドロップダウンで、オーバーライドを作成する国を選択します。
8. チェックボックスをオンにして、オーバーライドを有効化します。
9. ポップアップを閉じるには、グレーの [閉じる] アイコンをクリックします。
10. [保存] をクリックします。

すべての国オーバーライドの表示
1. [Country Filter (国フィルタ)]ドロップダウンで [Overrides (オーバーライド)]を選択します。
2. オーバーライドを表示するタブをクリックします。

そのタブに、オプションのすべてのオーバーライドが初期のグローバル設定とともに表示さ
れます。初期のグローバル設定では、[Country (国)] 列に [ALL (すべて)] が設定されていま
す。さらにこのオプションに関連付けられたオーバーライドの数を示す数字が強調表示され
たアイコン が表示されます。デフォルトのグローバル設定の下に、各オーバーライドが一
覧表示され、[Country (国)] 列には対応する国コードが表示されます。[国] 列の横に、赤い
[削除] アイコンも表示されます。[Setting (設定)]列に各オーバーライドのチェックボック
スが表示され、オーバーライドが有効かどうかが示されます。
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国オーバーライドを国別に表示
1. [Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで、オーバーライドを表示する国を選択しま

す。
2. オーバーライドを表示するタブをクリックします。

初期のグローバル設定に加えて、選択した国固有のオーバーライドが表示されます。初期の
グローバル設定では、[Country (国)]列に [ALL (すべて)]が設定されています。さらにこのオ
プションに関連付けられたオーバーライドの合計数を示す数字が強調表示されたアイコン
が表示されます。デフォルトのグローバル設定の下に、国固有のオーバーライドが一覧表示
され、[Country (国)]列には対応する国コードが表示されます。[国]列の横に、赤い [削除]
アイコンも表示されます。[Setting (設定)] 列に各オーバーライドのチェックボックスが表示
され、オーバーライドが有効かどうかが示されます。

国オーバーライドの削除
1. [Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで、オーバーライドを削除する国を選択しま

す。
2. 国オーバーライドを削除するタブをクリックします。

国固有のオーバーライドがその横の赤い [削除] アイコンとともに表示されます。

3. 削除するオーバーライドの削除アイコンをクリックします。
オーバーライドがリストから消えて、強調表示された数字の数が減ります。

4. [保存] をクリックします。

フィルタ

フィルタはオプションと設定の表示を制御します。

Management Console でのフィルタ

[Country Filter (国フィルタ)]ドロップダウン内のオプションは、タブでのオプションおよび設定
の表示をフィルタします。
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グローバル デフォルト
[Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウン内の [グローバル デフォルト] を選択すると、タブ
にはすべての国に共通のオプションが表示されます。グローバルデフォルトオプションを変更し
た場合、特定の国へのオーバーライドを入力しない限り選択内容はすべての国に適用されます。
オーバーライドは、ジオコーディング データセットがインストールされていて、カスタム オプ
ションや戻り値を持つ特定の国に設定することができます。ほとんどの国はグローバルデフォル
トによって処理されます。

オーバーライド
[Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで [Overrides (オーバーライド)] を選択すると、入
力したすべてのオーバーライドを確認できます。

国の一覧
ここでは、ジオコーディングデータセットがインストールされていて、国固有の追加のマッチン
グオプションや戻り値を持つ国の一覧が示されます。国を選択すると、その国固有のオプション
や戻り値がタブに表示されます。ほとんどの国はグローバルデフォルトによって処理されます。

Enterprise Designer でのフィルタ

[フィルタ] パネル内のオプションは、右側のパネルでのオプションおよび設定の表示をフィルタ
します。

グローバル デフォルト
[フィルタ]パネル内の [グローバル デフォルト]をクリックすると、右側のパネルにはすべての国
に共通のオプションが表示されます。
グローバルデフォルトオプションを変更した場合、選択内容はすべての国に適用され、国ごとに
は変更できません。その後、ある国を選択してそのオプションを表示した場合、変更されたグロー
バル デフォルト オプションは GUI で非アクティブになります。
このケースの例外は、米国の [マッチ モード] 設定です。すべての国に適用されるグローバル デ
フォルトとしてマッチモードを設定できます。その後、米国については、グローバルデフォルト
のマッチ モードを使用することも、米国用の 2つの追加マッチ モード オプション ([CASS]およ
び [インタラクティブ]マッチモード)を選択することもできます。これらのマッチモードの詳細
については、「」を参照してください。
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国の一覧
ジオコーディングデータセットがインストールされていて、カスタムオプションや戻り値を持つ
国の一覧を示します。国をクリックすると、選択された国のカスタムオプションや戻り値が右側
のパネルに表示されます。ほとんどの国はグローバル デフォルトによって処理されます。

マッチングの優先設定

マッチ条件および制約の設定により、必要に応じてマッチングの基準を厳しくしたり緩めたりで
きるようにする場合に使用する優先設定です。以降のセクションでは、すべての国で使用可能な、
マッチングのグローバルデフォルトオプションについて説明します。国固有の優先設定について
は、一部の国々に適用されるカスタム優先設定およびフィールドを参照してください。
ManagementConsoleでのグローバルデフォルト値の設定手順については、ManagementConsole
でのグローバル デフォルトの設定（39ページ）を参照してください。
Enterprise Designer でのグローバル デフォルト値の設定手順については、Enterprise Designer
でのグローバル デフォルトの設定（40ページ）を参照してください。
Management Consoleでは、国単位で、マッチングのグローバルデフォルトにオーバーライドを
追加できます。オーバーライドを設定して有効にすると、Global Geocodingステージを使用する
すべてのデータフローに適用されます。この機能は、Enterprise Designer ではサポートされてい
ません。詳細については、国オーバーライドの設定（40ページ）を参照してください。
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マッチングの優先設定

説明優先設定

マッチ モードにより、入力住所と参照データとの間のマッチングに適用され
る柔軟性が決まります。入力と求める出力の品質に応じて、マッチ モードを
選択します。以下のマッチ モードがあります。

近似一致が求められ、適度な数の一致候補が生成されます。デ
フォルト

標準

非常に厳格な一致を要求します。一致候補の数が最小となる制
限の厳しいモードです。処理時間は短くなります。このモード
を使用する際には、入力に綴りの間違いや不完全な住所などの
問題がないことを確認してください。

完全一致

あいまいな一致を許し、生成される一致候補数は最も多くなり
ます。処理時間は長くなりますが、結果としてより多くの一致
が得られます。入力に綴りの間違いや不完全な住所などの問題
がないと確信できない場合は、このモードを使用します。

緩和

[カスタム モードの必須一致フィールド] の設定により、マッチ
ング条件を定義できます。

カスタム

マッチ モード

米国には次の追加マッチ モードがあります。これらは、グローバル デフォル
ト オプションが上記のマッチ モードのいずれかに設定されている場合でもオ
プションとして使用できます。

単一行住所マッチングに対してのみ使用可能です。このモード
は、インタラクティブ マッチングにおける特定のマッチング問
題に適切に対処することを目的に設計されています。インタラク
ティブ モードでは、より柔軟なマッチング パターンが可能で、
緩和検索モードよりも多くの一致候補が返される場合もありま
す。

インタラ
クティブ

USPSCASS規格を確実に遵守するために追加ルールを適用しま
す。このマッチ モードの目的は、USPS の料金割引を受けるた
めに、配達可能な住所を作成することです。郵送用に入力を正規
化する場合にこのモードを使用します。このモードでは、多数の
一致候補が生成されます。

CASS
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説明優先設定

これらのオプションは、マッチ候補を決定するためのマッチ条件を設定しま
す。これらのオプションを有効にするには、[マッチモード]を[カスタム]
に設定する必要があります。デフォルトでは、これらのオプションは無効で
す。

注 : 米国の場合、カスタム モードの必須一致フィールドは、単一行
処理に使用できません。

Management Console では、これらのオプションに国固有のオーバーライド
を作成できます。これは、[マッチ モード] オーバーライドが [カスタム] に設
定された国のみに作成できます。

入力住所番号が一致する必要があります。住所番号

入力通り名、タイプ、方位記号の各フィールドが一致す
る必要があります。

Street

入力住所郵便番号が一致する必要があります。郵便番号

入力住所の都市/町の下位区分が一致する必要がありま
す。

都市/町の下位区分

注 : このオプションは、米国ではサポートされ
ていません。

入力住所の都市/町が一致する必要があります。都市/町

入力住所の州/省の下位区分が一致する必要があります。州/省の下位区分

注 : このオプションは、米国ではサポートされ
ていません。

入力住所の州/省が一致する必要があります。州/省

カスタムモードの必須一致フィールド

ジオコーディングの優先設定

ジオコーディングカテゴリ内の優先設定を使用すると、場所の座標がどのように決定されるかを
制御できます。以降のセクションでは、ジオコーディングのグローバル デフォルト優先設定 (す
べての国で使用できます)と国固有のジオコーディングオプション (一部の国にのみ適用されます)
について説明します。
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Management Console のグローバル デフォルト
いくつかのグローバルデフォルトオプションには、国ごとにオーバーライドを作成できます。そ
れらのオプションには、[Country (国)] 列の値の横に が表示されます。オーバーライドの作成
方法については、「国オーバーライドの設定（40ページ）」を参照してください。

Enterprise Designer のグローバル デフォルト
グローバルデフォルトオプションを変更した場合、選択内容はすべての国に適用され、国ごとに
は変更できません。その後、ある国を選択してそのオプションを表示した場合、変更されたグロー
バル デフォルト オプションは GUI で非アクティブになります。

説明優先設定

住所のジオコーディングを行う方法は複数あります。以下にジオコーディング
タイプを、精度の高いものから低いものへの順に示します。
これらのジオコード タイプのサポートは、設定されているジオコーディング
データセット内で使用可能なデータのタイプに依存します。ジオコーディング
レベルのサポート情報については、該当する国のセクションを参照してくださ
い。

ジオコードは通り住所になります。データとマッチの品質に
よっては、通り セントロイド、補間された家住所、または
ポイント住所になる可能性があります。デフォルト

住所

ジオコードは、郵便番号エリアのセントロイドになります。郵便番号

ジオコードは、地理的エリアのセントロイドです (例:都市、
郊外、または村)。

地理的レベル

ジオコードのタイプ
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説明優先設定

住所ポイント補間は、補間ポイントをより正確なものにする特許処理です。通
りセグメントだけを使用するのではなく、補間処理でポイント データを使用
することにより、通常の通りセグメント補間を向上させます。デフォルトは無
効です。

注 : 住所ポイント補間には、通りレベルとポイントレベルの両方の
ジオコーディング データセットが必要です。

注 : 米国の場合、この機能は補助ファイルのポイント住所に使用で
きません。

次の図に、住所ポイント補間の仕組みを示します。この例では、入力家番号は
71です。ジオコーディングデータベースには、67と 77の住所ポイントが含
まれています。通りセグメントの範囲は 11から 501です。住所ポイント補間
を利用した場合、入力家番号 71は、67と 77のポイントを使用して補間され
ます。住所ポイント補間を利用しない場合、補間は通り セグメントの終点 11
と 501 を使用して実行されるため、結果の精度ははるかに低くなります。

住所ポイント補間を使用

住所レベルのジオコードが決定できない場合は、ZIP Code (郵便番号) セント
ロイドを返すことを試みます。デフォルトでは有効です。

注 : 米国の場合 - [マッチ モード] を CASS に設定している場合、こ
のオプションは無視されます。

郵便番号セントロイドで代替

住所レベルのジオコードが決定できない場合は、地理的エリアのセントロイド
を返すことを試みます。ジオコーダは、入力に基づいた最も正確な地理的セン
トロイドを返します。例えば、入力に有効な都市と州が含まれる場合、都市セ
ントロイドが返されます。デフォルトでは有効です。

地理的セントロイドで代替

国固有のジオコーダで住所レベルのジオコードを決定できない場合でも、世界
のジオコーディングデータが設定されていれば、検索はWorldPlacesにフォー
ルバックされます。通常、ジオコーダがない国で使用されたり、該当する国の
データが存在しない場合に使用されたりします。デフォルトは無効です。

世界ジオコーダで代替

48Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

グローバル ジオコード



説明優先設定

Worldジオコーダに対するジオコーディングのみを行います。GGMでは 1つ
のデータベースしか設定できないので、すべてのデータをGGMに追加し、こ
の優先設定を使用すると個別の設定を行うことなく世界のデータを実行できて
便利です。この優先設定はフォワードジオコーディングでのみ使用可能です。

World ジオコーダのみ
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説明優先設定

通りオフセット

通りレベルのジオコーディングに使う通りセグメントからのオフセット距離を
指定します。オフセット距離は、ジオコードが通りの中央に位置付けられるの
を防ぐために、通りレベルのジオコーディングで使われます。通りレベルのジ
オコーディングを行うと、住所が位置する通りの中心点の緯度/経度が返され
ますが、これを補正するのがオフセットです。住所が指し示す建物は通りの真
上に建っているわけではないので、路上のポイントに相当する住所のジオコー
ドが返されるのは不都合です。ジオコードは、通りに面して建つ建物の場所を
表している必要があります。
例えば、50フィートのオフセットは、ジオコードが通りの中心から50フィー
ト離れた場所を表すことを意味します。距離は、住所の通りセグメントから垂
直方向に計算されます。また、オフセットは、通りをはさんで向かい合う住所
が同じポイントになるのを防ぐ目的にも使われます。デフォルト値は 7 メー
トルです。
以下に、オフセット ポイントと元のポイントとの比較図を示します。

距離単位には、フィートまたはメートルを選択できます。

ポイントの位置付け

コーナー オフセット

通りレベルでのマッチングに使う通りの終端からのオフセットを指定します。
この値は、通りの角の住所に交差点と同じジオコードが与えられるのを防ぐた
めに使われます。角に対するジオコード ポイントのオフセット位置を定義し
ます。デフォルト値は 7 メートルです。
以下に、通りの終点とオフセット終点の比較図を示します。

距離単位には、フィートまたはメートルを選択できます。
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データセット オプション

Enterprise Designer では、このオプションはデータセットと呼ばれ、カテゴリとして表示され
ます。Management Console では、[Dataset Options (データセット オプション)] というタブで
す。いずれの場合も、カスタムユーザデータセットと標準住所データセットの両方がインストー
ルされている場合に、検索およびデータセット マッチングの優先設定を設定できます。

説明国のサ
ポート

オプション名

カスタムユーザ辞書と標準住所データセットの両方をサポートしてい
る国については、マッチングにどちらのデータセットを使用するかを
指定できます。

インストールされているすべてのユーザ データ
セットと標準住所データセットを検索します。こ
ちらがデフォルトです。

すべてのデータ
セットを検索する

カスタム ユーザ データセットと標準データセッ
トの両方がインストールされている場合、標準住
所データセットでのみ検索を行います。標準住所
データセットがインストールされていない場合、
この設定は無視されます。

住所データセット
のみを検索する

カスタム ユーザ データセットと標準データセッ
トの両方がインストールされている場合、カスタ
ム ユーザ データセットでのみ検索を行います。
カスタム ユーザ データセットがインストールさ
れていない場合、この設定は無視されます。

ユーザデータセッ
トのみを検索する

すべて住所/ユーザ データセット制約
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説明国のサ
ポート

オプション名

該当する候補がどちらのタイプのデータセットにも見つかった場合、
候補のマッチ結果でどちらのデータセットを優先するかを指定できま
す。

データセット マッチのタイプを問わず、最高品質
のマッチを返します。こちらがデフォルトです。

優先設定なし

該当する候補がユーザ データセットと標準データ
セットの両方に見つかった場合は、標準住所デー
タセットの候補を優先します。ただし、最高品質
のマッチ候補は、たとえ優先されていないデータ
セットから見つかったものであっても返されます。

住所データセッ
ト マッチを優先
する

該当する候補がユーザ データセットと標準データ
セットの両方に見つかった場合は、ユーザ データ
セットの候補を優先します。ただし、最高品質の
マッチ候補は、たとえ優先されていないデータセッ
トから見つかったものであっても返されます。

ユーザ データ
セット マッチを
優先する

すべてデータセット マッチの優先設定
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戻り値

戻り値カテゴリでは、一致とともに返すフィールドを選択できます。以降のセクションでは、グ
ローバル デフォルト戻り値 (すべての国で使用できます) と国固有の戻り値 (一部の国にのみ適用
されます) について説明します。
Management Consoleでは、いくつかのグローバルデフォルトに国固有のオーバーライドをセッ
トアップできます。これらのオーバーライドのセットアップについては、国オーバーライドの設
定（40ページ） を参照してください。

グローバル デフォルト

説明国のサ
ポート

オプション名

有効になっている場合は、利用可能なすべてのリターンフィールドを
返し、国固有のオプションも含め、利用可能なすべてのオプションが
有効になります。無効になっている場合は、以下に示すものからリター
ン フィールドを選択できます。デフォルトは無効です。

結果コードを返します。結果コードは、入力住所と既知
の住所とのマッチングや入力住所への場所の割り当てが
どの程度適切に行われたかを示します。マッチング試行
の全体的なステータスも示します。すべての国について
は、「グローバル結果コード」を参照してください。米
国には追加の結果コードがあります。詳細については、
「米国のマッチコードとロケーションコード」を参照し
てください。

品質記述
子

mainAddressLine、areaName<1-4>、郵便番号、国など、
個別の住所フィールドを返します。これらのフィールド
のいくつかの意味は、国によって異なる場合があります。
返されるパース済み住所フィールドとその定義の一覧に
ついては、「 付録 A - 国固有の情報」の該当する国のセ
クションを参照してください。

パース済
み住所

入力住所の緯度/経度座標を返します。ポイント

すべてすべての使用可能な情報を返す
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国固有の戻り値

説明国のサ
ポート

オプション名

オーストラリアには、リターンフィールドに関する次の追加オプショ
ンがあります。

デフォルトである完全なスペルの通りタイプの代わり
に、省略形の通り タイプが返されます。

省略形を使
用

GNAFジオコーディングデータセットから返される座
標は、標準ポイントまたは通りの入り口ポイントとし
て返すことができます。標準ポイントは、使用できる
最も精度の高いポイントであり、デフォルトで返され
ます。このオプションは、候補の場所の入り口に配置
し直されたポイントを返します。通常、これはルーティ
ング アプリケーションに適しています。

通りの入り
口

GNAFの元の緯度/経度座標、またはユーザ辞書にある
元の緯度/経度座標 (該当する場合) を返します。

原点

住所のレベルタイプおよび番号と住所のロット識別子
を返します。

レベルおよ
びロット

GNAF (Geocoded National Address File)ジオコーディ
ングデータセットに対する一致から次のGNAF識別子
フィールドを返します。GNAF PID、Principal
PID、Meshblock ID、Geocontainment、
Geofeature、Address class、SA1、およ
び Parcel ID。

GNAF 識別
子

これらの出力フィールドの詳しい説明については、『オーストラリア
(AUS)（102ページ）』の「カスタム出力フィールド」セクションを参
照してください。

AUS
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説明国のサ
ポート

オプション名

カナダには、リターンフィールドに関する次の追加オプションがあり
ます。

住所のフォーマット済み範囲を返します。フォーマット
済み範囲

注 : このフィールドは、郵便番号セントロイ
ド候補に対してのみ返されます。

マッチングが行われた住所の場所について、次の
Censusフィールドを返します。Centrus Tract
(CT)、Census Metropolitan Area
(CMA)、Census Division (CD)、Census
Subdivision (CSD)、および Census
Dissemination Area (DA)。

Census

これらの出力フィールドの詳しい説明については、カナダ (CAN) の
「カスタム出力フィールド」セクションを参照してください。

CAN

インドには、リターンフィールドに関する次の追加オプションがあり
ます。

候補の住所が農村部 (村)にある場合に表示され
ます。

農村部ステータス

POI (ポイント情報) カテゴリ。銀行、ATM、レ
ストランといった POI の種類を表すリターン
フィールドです。

POI カテゴリ

ブロック情報を返します。ブロック

地方 (areaName4)の下のレベルの行政区分を返
します。

地方下位区分

これらの出力フィールドの詳しい説明については、インド (IND)の「カ
スタム出力フィールド」セクションを参照してください。

IND

イタリアには、リターンフィールドに関する次の追加オプションがあ
ります。

該当する場合には、住所の以前の郵便番号を
返します。

過去の郵便番号

ITA

55Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

グローバル ジオコード



説明国のサ
ポート

オプション名

日本には、リターンフィールドに関する次の追加オプションがありま
す。

一意の住所を表すポイント ID を返します。住所コード

chooaza (町・大字)、chomoku (丁
目)、go (号)および banchi (番地)住
所フィールドを返します。

住所データ

これらの出力フィールドの詳しい説明については、日本 (JPN)の「カ
スタム出力フィールド」セクションを参照してください。

JPN

ニュージーランドには、リターン フィールドに関する次の追加オプ
ションがあります。

ニュージーランドの UFI を返します。この一意識別子
(UFI)は、ジオコーディングされた住所が属する通りセ
グメントを識別します。UFIは、New Zealand Postに
よって割り当てられる最大 7 桁の数字列であり、各郵
便配達ポイントを一意に識別します。

UFI

ニュージーランドの Meshblock 識別子を返します。
Meshblock は、ニュージーランド統計局が統計データ
を収集するために作成した最も小さい地理的な単位で
す。Meshblock のサイズは、街区の一部から地方の広
いエリアまでさまざまです。

メッシュ ブ
ロック

ニュージーランドの郊外のエイリアスを返します。正
式に認識されている郊外名の代替名。

郊外のエイ
リアス

元の緯度および経度座標を返します。原点

これらの出力フィールドの詳しい説明については、ニュージーランド
(NZL)の「カスタム出力フィールド」セクションを参照してください。

NZL

出力データは大文字と小文字が混在する形で返されます。デフォルト
は無効です。選択されていない場合、出力データは大文字で返されま
す。[すべての使用可能な情報を返す] が選択されている場合は、有効
になりません。

USA大文字と小文字が混在する出力住
所

出力の最終行の要素を修正して、住所が一致しなかったり存在しなかっ
たりした場合でも、適切な ZIP Codeまたは Soundexによる近似一致
を提供します。デフォルトは無効です。[すべての使用可能な情報を返
す] が選択されている場合は、有効になりません。

USA最後の行を修正して出力
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説明国のサ
ポート

オプション名

緯度と経度の値を、小数フォーマットではなく、整数フォーマットで
返します。デフォルトは無効です。[すべての使用可能な情報を返す]
が選択されている場合は、有効になりません。

USA地図上のポイント（緯度と経度）
を integer 値として返す
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説明国のサ
ポート

オプション名

米国には、リターンフィールドに関する次の追加オプションがありま
す。

ジオコードの親セグメントについての追加情報が含まれ
ている中央線マッチに関する情報を返します。

中央線

交差点に対するマッチから結果として得られる情報を返
します。

交差

Census出力フィールドには、住所に関する米国国勢調査
情報が格納されます。

Census

DPV®データ出力フィールドには、DPV®データを使用し
て検出されたマッチに関する情報が格納されます。これ
らのフィールド値は、DPV® データに対するマッチング
時にのみ返されます。デフォルトは無効です。

DPV

USPS® Locatable Address Conversion System (LACS)の
結果を提供します。LACSは、地方配送路の住所の通り名
に沿った住所への変更、POBox番号の再割り当て、また
は通り名に沿った住所の変更に伴って変更された住所を
修正します。デフォルトは無効です。

LACS

SuiteLink は Postal Service™ によってメンテナンスされ
ている、企業住所を扱った情報のデータベースであり、
既知の補助的な (スイート) 情報を追加します。SuiteLink
は、入力企業名、通り番号の場所、および 9 桁の ZIP+4
を使用して、その企業のユニット タイプ ("STE") および
ユニット番号を返します。デフォルトは無効です。

Suite
Link

注 : 完全一致検索モードでは無視されます。

郵便データ出力フィールドには、標準都市名や米国の配
達ルートなど、住所の詳細な郵便情報が格納されます。

郵便

短い住所の出力フィールドには、省略形の住所フィール
ドが格納されます。

短い住所

セグメント出力フィールドには、データプロバイダによっ
て識別される通りセグメントに関する情報が格納されま
す。

セグメン
ト

マッチに関する追加情報を返します。Others

これらの出力フィールドの詳しい説明については、『米国 (USA)』の
「カスタム出力フィールド」セクションを参照してください。

USA
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説明国のサ
ポート

オプション名

WorldGeocoderには、リターンフィールドに関する次の追加オプショ
ンがあります。

1 (最高) から 10 (最低) までの都市ランクを返しま
す。ゼロ (0) はランクが使用できないことを意味し
ます。

都市ランク

XWG

デフォルト リターン フィールド

以下の表に、デフォルトで返されるフィールドを示します。特に記載のない限り、すべての国で
これらのフィールドが返されます。フィールドに国固有の戻り値がある場合は、注記にあるリン
クを参照してください。

説明出力フィールド名

フォーマット済みのメイン住所行。フォーマット済み通り住所

フォーマット済みの最後の住所行。フォーマット済みロケーション住所

企業、会社、組織、事業、または建物名。Place Name

家または建物番号。住所番号

通り名。通り
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説明出力フィールド名

精度コード

60Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

グローバル ジオコード



説明出力フィールド名

ジオコードの精度を表すコード。
一致カテゴリには、次のものがあります。

郵便番号 1 セントロイドとの郵便番号の一致。Z1

郵便番号 2 セントロイドとの郵便番号の部分的な一致。Z2

郵便番号 2 セントロイドとの郵便番号の一致。Z3

エリア名 1 セントロイドとの地理的な一致。G1

エリア名 2 セントロイドとの地理的な一致。G2

エリア名 3 セントロイドとの地理的な一致。G3

エリア名 4 セントロイドとの地理的な一致。G4

'S' カテゴリの一致は、レコードが単一の住所候補に一致したことを意味し
ます。

交差点に位置するポイント。SX

最も近いセグメントから予測された家レベルに位置するポイン
トと一致。

SC

座標はありませんが、住所の一部がソースデータと一致した可
能性があります。

S0

ジオコードは、通り セントロイドに位置します。S4

ジオコードは、通り住所に位置します。S5

ジオコードは、家の場所のポイント間を補間した通り住所に位
置します。

S7

家の場所に位置するポイントと一致。S8

追加のマッチ情報は、HPNTSCSZAという形式をとります。該当するコンポー
ネントが一致しなかった場合は、その文字の箇所にダッシュ (-) が表示され
ます。

家番号。H

通りの前置方位記号。P

通り名。N

通りタイプ。T

通りの後置方位記号。S

都市の名前。C

郵便番号。Z

ジオコーディング データセット。A
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説明出力フィールド名

U カスタム ユーザ辞書。

注 : 国固有の意味と値の詳細については、「グローバル結果コード
（223ページ）」を参照してください。

ジオコードの精度を表すコード。次のいずれかです。
この候補住所の座標情報はありません。0

補間された通り住所。1

通りセグメントの中間点。2

郵便番号 1 セントロイド。3

部分郵便番号 2 セントロイド。4

郵便番号 2 セントロイド。5

交差点。6

POI (point-of-interest)。(データベースに POI データが含まれる
場合)

7

州/省セントロイド。8

郡セントロイド。9

都市セントロイド。10

地方セントロイド。11

未指定のカスタム項目用に予約されています。12-15

結果は住所ポイント。16

住所ポイントデータを使って候補セグメントデータを修正する
ことによって、結果が生成されています。

17

結果は、中央線オフセット機能を使用して投影された住所ポイ
ント。中央線オフセット機能を使用するには、ポイントと通り
範囲の両方のデータベースが必要です。

18

注 : 米国ではこのフィールドは返されません。米国のジオコーディ
ングの精度情報については、ロケーションコード（206ページ）を
参照してください。

精度レベル

通りレベルまたはポイントレベルの候補の場合は通常、セグメント IDです。識別子

62Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

グローバル ジオコード



説明出力フィールド名

候補情報とデータのソースとなる辞書。ソースの辞書は、設定されているど
の辞書から候補が得られたかを 0 基準の整数値で示します。辞書が 1 つし
かない場合、この値は常に "0" になります。

ソース辞書

X (経度) および Y (緯度) 座標として指定された、候補のジオコードです。Point

マッチング試行の成功または失敗を報告します。
成功NULL

失敗F

Status

住所を処理できなかった場合、このフィールドはその理由を示します。
• Internal System Error
• No Geocode Found
• Insufficient Input Data

Status.Code

住所を処理できなかった場合、このフィールドは失敗に関する説明を提供し
ます。

Status.Code = Internal System Error の場合にこ
れが返されます。

Problem + explanation

Status.code = No Geocode Found の場合にこれ
が返されます。

Geocoding Failed

Status.code = No Geocode Found の場合にこれ
が返されます。

No location returned

Status.Description

ジオコーディングに使われるデータセット構成

[データセットの設定] では、一覧にあるそれぞれの国についてインストールされているジオコー
ディングデータセットに関する情報を表示できます。マッチング時や優先する検索順序の設定時
に含めるデータセットと除外するデータセットを選択できます。
[データセットの設定]は、Management Consoleと Enterprise Designerで動作が異なります。こ
れらの違いについては、次のセクションの情報を参照してください。
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Management Console でのデータセットの設定

ある国のデータセット構成を設定するには、[Country Filter (国フィルタ)]フィールドでその国を
選択し、[Dataset Configuration (データセットの設定)]タブをクリックして、目的の構成変更を
行います。

3文字の ISO国コード。列の一番上にある順序コントロール によって、国を
アルファベットの昇順または降順にソートできます。

Country

ジオコーディング データセットのベンダーです。列の一番上にあるソート コ
ントロール を使用して、表示をベンダー別に制限できます。すべてのベン

データソース

ダー データセットを再表示するには、[Clear all (すべてクリア)] を使用
します。
マッチング時にデータセットを含めたり除外したりできます。含める

データセットのタイプです。ジオコーディング データセット (AD) またはカス
タム ユーザ辞書 (UD) のどちらかになります。

Type

ジオコーディング データセットがリリースされた日付です。ヴィンテージ

国を表示する広範囲の領域。例えば、ヨーロッパ、アメリカなどがあります。
列の一番上にあるソート コントロール を使用して、表示を地域別に制限で

地域

きます。すべてのデータセットを再表示するには、[Clear all (すべてクリ
ア)] を使用します。

他に非表示の情報フィールドが 2 つあり、左側の列のデータセットの横にある矢印コントロール
をクリックすることにより表示できます。

ジオコーディング データセットの簡単な説明です。説明

ジオコーディング データセットのインストール場所のパス。Path

Enterprise Designer でのデータセットの設定

ある国のデータセット構成を設定するには、[国] パネルでその国を選択し、[検索順序] パネルで
適切な構成変更を行います。

ジオコーディング データセットのベンダーです。データソース

マッチング時にデータセットを含めたり除外したりできます。含める

データセットのタイプです。ジオコーディング データセット (AD) また
はカスタム ユーザ辞書 (UD) のどちらかになります。

タイプ
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ジオコーディング データセットがリリースされた日付です。ヴィンテージ

ジオコーディング データセットの簡単な説明です。説明

ジオコーディング データセットの検索順序を設定するには:

最初の検索順序は、ジオコーディングデータセットがインストールされた順序によって決まりま
す。
検索順序を設定する国をクリックします。次に、テーブル内のデータセットをクリックし、上下
の矢印を使用してその位置を移動します。先頭行にあるデータセットが検索とマッチングで最初
に使用され、一番下の行にあるものが最後に使用されます。順序を元の検索順序にリセットする

には、[更新] ボタンを使用します。

プレビュー

ManagementConsoleでは、GlobalGeocodingモジュールの [プレビュー]タブで、そのモジュー
ルのGlobalGeocodingステージの結果をプレビューできます。プレビューは、どのオプションを
指定するかを決める際に便利です。これは、モジュールから返されるデータに対して、それぞれ
のオプションがどのように影響するかを直ちに確認できるためです。
1. Management Console を開きます。
2. [サービス] メニューに移動し、[Global Geocoding] を選択します。
3. [Global Geocode] をクリックします。
4. [プレビュー] タブをクリックします。
5. テスト データを各フィールドに入力するか、ファイルからテスト データをインポートしま

す。
a) データを手動で入力する場合は、入力レコードの各フィールドにテスト データを入力し

ます。他のレコードを追加するには、[Input Records (入力レコード)]の下の [追加]ボタ
ン をクリックします。

b) データをインポートしている場合は、[Input Records (入力レコード)] の下の [インポー
ト] ボタン をクリックします。
[Import Data (データのインポート)} ポップアップが表示されます。
[File name (ファイル名)} フィールドで、データを取得するファイルを指定または参照で
きます。次に、ドロップダウンから [Field separator (フィールド区切り文字)] の記号を
選択します。[OK] をクリックして、インポート処理を完了します。
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データを入力する際は、次の点に注意してください。
• すべてのフィールドにデータを入力する必要はありません。フィールドを空のままにする
と、空の文字列がプレビューに使用されます。

• フィールドにnull値を渡した場合の影響をプレビューするには、フィールド名の上にカーソ
ルを合わせて、そのフィールドの横に表示される [無効化] アイコン をクリックします。
フィールドを再び有効にするには、フィールド名の上にカーソルを合わせて、[再有効化]ア
イコン をクリックします。

• 複数のレコードを同時にプレビューできます。
• 住所情報の入力方法に関係なく、[Country (国)]フィールドに 3文字の ISOコードを入力す
る必要があります。

• テスト データをファイルからインポートする場合は、次の点に注意してください。
• ファイルの最初の行は、ヘッダーレコードでなければなりません。ヘッダ内のフィールド
名は、モジュールで必要とされるフィールド名と一致する必要があります。

• レコードはいくつでもインポートできます。
• フィールドの区切り文字がスペースの場合、フィールド値を引用符で囲む必要がありま
す。スペースをフィールドの区切り文字に使うファイルの例を以下に示します。

AddressLine1 AddressLine2 City StateProvince PostalCode
"One Global View" "" "Troy" "NY" "12180"
"3001 Summer St" "" "Stamford" "CT" "06926"
"224 N Michigan Ave" "Suite 300" "Chicago" "IL" ""

• すべてのレコードを削除するには、プレビュー エリアの上部にある [削除] ボタン をク
リックします。

• 個々のレコードを削除するには、入力レコード名 ("Input Record 1"など)の上にカーソルを
合わせてレコード名の横に表示される [削除] ボタンをクリックします。

6. [プレビューを実行] をクリックします。
サービスによって入力レコードが処理され、表示された [Output Records (出力レコード)]列
に結果が表示されます。

7. 出力データをプレビューして、モジュールから適切な結果が得られることを確認します。必
要に応じて、モジュールの設定に変更を加えて、[プレビューを実行] を再度クリックするこ
とができます(データを再度入力する必要はありません)。
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プレビュー フィールド

テスト レコードは手動で入力するか、ファイルからデータをインポートすることで入力できま
す。一部のフィールドは必須ではありません。最も単純な入力方法は、多くの場合、住所全体を
[AddressLastLine]フィールドに入力し、さらに [Country (国)]フィールドに 3桁の ISO国コー
ドを入力することです。
例えば、[AddressLastLine]フィールドに「4750WalnutStBoulderCO80301」を、[Country

(国)] フィールドに「USA」を入力します。

説明フィールド名

主要な住所情報。通常は通り住所や交差点を入力します。MainAddressLine

追加の住所情報。通常は、都市、州または省、および郵便番号を入力します。
他のフィールドが全く入力されていない場合、AddressLastLineの内容は単一
行入力として処理され、複数の住所フィールド要素をまとめて入力することが
できます。住所フィールドの入力順序は、その国の通常の住所書式に従う必要
があります。

AddressLastLine

入力住所に関連する建物名、場所名、会社または企業名、POI (ポイント情報)
このフィールドの国固有のサポートについては、付録の項目を確認してくださ
い。
例えば、Empire State Building や Pitney Bowes などです。

PlaceName

最大の地理的地域を指定します。通常は、州または省です。このフィールドの
国固有の使用については、付録の項目を確認してください。

AreaName1

二次的な地理的地域を指定します。通常は、郡または地区です。このフィール
ドの国固有の使用については、付録の項目を確認してください。

AreaName2

都市または町の名前を指定します。このフィールドの国固有の使用について
は、付録の項目を確認してください。

AreaName3

都市の下位区分、または地方を指定します。このフィールドの国固有の使用に
ついては、付録の項目を確認してください。

AreaName4

各国の標準フォーマットで表記された主要郵便番号。PostCode1
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説明フィールド名

特定の国で使用される補助的な郵便番号。
例えば、米国では ZIP+4 コードの 4 桁部分が使用されます。このフィールド
の国固有の使用については、付録の項目を確認してください。

PostCode2

その国の 3 文字の ISO コード。
このフィールドは、すべてのレコードで必須です。

Country

家またはビルの番号。AddressNumber

通り名。StreetName

住所内のユニットのタイプの指定。例えばアパートメントやオフィス スイー
トなどです。

UnitType

ユニットの数。UnitValue
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5 - グローバル リバー
ス ジオコード

このセクションの構成
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入力、優先設定、出力フィールド

リバース ジオコード サービス ステージは、緯度/経度座標を入力として受け取り、そのポイント
に対する最良マッチとなる住所情報を返します。

グローバル リバース ジオコードの入力フィールド

以下の表は、リバース ジオコーディング入力フィールドを定義したものです。

説明タイプフィールド名

緯度 (単位: 度)。必須例: -79.391165Doublex

経度 (単位: 度)。必須例: 43.643469Doubley

3文字の ISO国コード。例: CAN。これはオプションです。ISOコードの一
覧は、国参照一覧と ISO 3166-1 国コード（235ページ）を参照してくださ
い。

Stringcountry

リバース ジオコーディングでのグローバル デフォルト値

グローバル デフォルト値の設定は Management Console と Enterprise Designer の両方で行うこ
とができます。 Management Console でオプションを設定するときに保存した設定は、 Global
Reverse Geocodeステージを使用するすべての手順に適用されます。Enterprise Designerでは、
Global ReverseGeocodeステージの特定のインスタンスに適用されるオプションを設定します。

Management Console でのグローバル デフォルトの設定

グローバル デフォルト値の入力
次に説明する手順は、Management Consoleでグローバルデフォルト値を入力する方法です。多
くの場合、グローバルデフォルト値を入力することは、既存のデフォルト値をそのまま使用する
ことです。
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1. [Services (サービス)]タブで、[Global GeocodingModule (グローバル ジオコーディング モ
ジュール)] を選択します。

2. [GlobalGeoCodingModule (グローバルジオコーディングモジュール)]で、リストから [Global
Reverse Geocode (グローバル リバース ジオコード)] ステージを選択します。

3. [Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで [Global Defaults (グローバル デフォルト)]
を選択します。

4. グローバル デフォルトを入力するタブをクリックします。
選択したタブによっては、いくつかの設定があり、選択したり有効化することができます。
ドロップダウン コントロールでは複数のオプションを選択でき、チェックボックスを使用す
ると、別のオプションを有効化できます。また、値を手動で入力できるフィールドもいくつ
かあります。詳細については、「国オーバーライドの設定（72ページ）」を参照してくださ
い。

5. [Save(保存)] をクリックします。

Enterprise Designer でのグローバル デフォルトの設定

グローバル デフォルト値の入力
次に説明する手順は、Enterprise Designerでグローバルデフォルト値を入力する方法です。多く
の場合、グローバルデフォルト値を入力することは、既存のデフォルト値をそのまま使用するこ
とです。Enterprise Designer で設定するすべてのオプションは、Global Reverse Geocoding ス
テージの 1 つのインスタンスに特有のものであり、Management Console で行われた設定をオー
バーライドすることに注意してください。
1. Enterprise Designer を起動します。
2. [Tasks (タスク)]パネルで、作成する新しいタイプのデータフローを選択します。また、既存

のデータフローを開いて、変更することもできます。
3. [Palette (パレット)] パネルの [Stages (ステージ)] リストで、[Global Reverse Geocode (グ

ローバル リバース ジオコード)]ステージアイコンを選択し、[New Dataflow (新しいデータフ
ロー)] パネルにドラッグします。

4. そのステージ アイコンをダブルクリックして、[Global Reverse Geocode Options (グロー
バル リバース ジオコードのオプション)] ウィンドウを開きます。

5. [Filters (フィルタ)]パネルで [Global Defaults (グローバル デフォルト)]をクリックします。
6. グローバル デフォルトを入力するカテゴリを開くために、矢印をクリックします。

選択したカテゴリによっては、いくつかの設定があり、選択したり有効化することができま
す。ドロップダウン コントロールでは複数のオプションを選択でき、チェックボックスを使
用すると、別のオプションを有効化できます。また、値を手動で入力できるフィールドもい
くつかあります。
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7. 選択が終わったら、[OK] をクリックし、[保存] ボタンをクリックしてデータフローを保存
します。

国オーバーライドの設定

グローバ ジオコーディングの値を設定するとき、いくつかのグローバル デフォルト値を 国単位
でオーバーライドすることができます。Management Console で設定したオーバーライドは、基
本的な設定であり Enterprise Designer で Global Geocoding ステージを使用するすべてのデータ
フローへの適用に 使用します。

注 : このオーバーライドの機能は、Management Console によってのみ使用できます。
Enterprise Designer ではサポートされていません。

リバース ジオコーディング用の国オーバーライドの設定

国オーバーライドの入力
以下の手順では、国固有のオーバーライドを入力、表示、および削除する方法を説明します。
1. [サービス] タブで、[Global Geocode] を選択します。
2. Global GeoCodeモジュールで、リストから Global Reverse Geocodeステージを選択しま

す。
3. [Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで [Global Defaults (グローバル デフォルト)]

を選択します。
4. 国オーバーライドを作成するタブをクリックします。
5. オーバーライドを作成するオプションの横にある [追加] アイコンをクリックします。

[Override Value (オーバーライド値)] ポップアップが表示されます。

6. このポップアップで、[追加] アイコンをクリックして、オーバーライドを追加します。

ドロップダウンが表示され、このオプションの [国]列にある [追加] アイコンが、数字を強
調表示した アイコンに変わります。これは、そのオプションに1つオーバーライドがある
ことを示しています。オーバードライブは、データセットで利用可能なすべて国に対して作
成できます。数字のアイコンは、オーバーライドを追加するごとに数字が増やされます。

7. ドロップダウンで、オーバーライドを作成する国を選択します。
8. チェックボックスをオンにして、オーバーライドを有効化します。
9. ポップアップを閉じるには、グレーの [閉じる] アイコンをクリックします。
10. [保存] をクリックします。
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すべての国オーバーライドの表示
1. [Country Filter (国フィルタ)]ドロップダウンで [Overrides (オーバーライド)]を選択します。
2. オーバーライドを表示するタブをクリックします。

そのタブに、オプションのすべてのオーバーライドが初期のグローバル設定とともに表示さ
れます。初期のグローバル設定では、[Country (国)] 列に [ALL (すべて)] が設定されていま
す。さらにこのオプションに関連付けられたオーバーライドの数を示す数字が強調表示され
たアイコン が表示されます。デフォルトのグローバル設定の下に、各オーバーライドが一
覧表示され、[Country (国)] 列には対応する国コードが表示されます。[国] 列の横に、赤い
[削除] アイコンも表示されます。[Setting (設定)]列に各オーバーライドのチェックボック
スが表示され、オーバーライドが有効かどうかが示されます。

国オーバーライドを国別に表示
1. [Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで、オーバーライドを表示する国を選択しま

す。
2. オーバーライドを表示するタブをクリックします。

初期のグローバル設定に加えて、選択した国固有のオーバーライドが表示されます。初期の
グローバル設定では、[Country (国)]列に [ALL (すべて)]が設定されています。さらにこのオ
プションに関連付けられたオーバーライドの合計数を示す数字が強調表示されたアイコン
が表示されます。デフォルトのグローバル設定の下に、国固有のオーバーライドが一覧表示
され、[Country (国)]列には対応する国コードが表示されます。[国]列の横に、赤い [削除]
アイコンも表示されます。[Setting (設定)] 列に各オーバーライドのチェックボックスが表示
され、オーバーライドが有効かどうかが示されます。

国オーバーライドの削除
1. [Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで、オーバーライドを削除する国を選択しま

す。
2. 国オーバーライドを削除するタブをクリックします。

国固有のオーバーライドがその横の赤い [削除] アイコンとともに表示されます。

3. 削除するオーバーライドの削除アイコンをクリックします。
オーバーライドがリストから消えて、強調表示された数字の数が減ります。

4. [保存] をクリックします。
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フィルタ

フィルタはオプションと設定の表示を制御します。

Management Console でのフィルタ

[Country Filter (国フィルタ)]ドロップダウン内のオプションは、タブでのオプションおよび設定
の表示をフィルタします。

グローバル デフォルト
[Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウン内の [グローバル デフォルト] を選択すると、タブ
にはすべての国に共通のオプションが表示されます。グローバルデフォルトオプションを変更し
た場合、特定の国へのオーバーライドを入力しない限り選択内容はすべての国に適用されます。
オーバーライドは、ジオコーディング データセットがインストールされていて、カスタム オプ
ションや戻り値を持つ特定の国に設定することができます。ほとんどの国はグローバルデフォル
トによって処理されます。

オーバーライド
[Country Filter (国フィルタ)] ドロップダウンで [Overrides (オーバーライド)] を選択すると、入
力したすべてのオーバーライドを確認できます。

国の一覧
ここでは、ジオコーディングデータセットがインストールされていて、国固有の追加のマッチン
グオプションや戻り値を持つ国の一覧が示されます。国を選択すると、その国固有のオプション
や戻り値がタブに表示されます。ほとんどの国はグローバルデフォルトによって処理されます。

Enterprise Designer でのフィルタ

フィルタ パネル内のオプションは、右側のパネルでのオプションおよび設定の表示を決定しま
す。

グローバル デフォルト
フィルタ パネル内の [グローバル デフォルト] をクリックすると、右側のパネルにはすべての国
に共通のオプションが表示されます。
グローバルデフォルトオプションを変更した場合、選択内容はすべての国に適用され、国ごとに
は変更できません。その後、ある国を選択してそのオプションを表示した場合、変更されたグロー
バル デフォルト オプションは GUI で非アクティブになります。
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国の一覧
ジオコーディングデータセットがインストールされていて、カスタムオプションや戻り値を持つ
国の一覧を示します。国をクリックすると、選択された国のカスタムオプションや戻り値が右側
のパネルに表示されます。ほとんどの国はグローバル デフォルトによって処理されます。
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リバース ジオコーディング オプション

リバースジオコーディングカテゴリは、検索およびマッチング条件を設定できるオプションを提
供します。以降のセクションでは、リバースジオコーディングのグローバルデフォルトオプショ
ン (すべての国で使用できます)と国固有のリバース ジオコーディング オプション (一部の国にの
み適用されます) について説明します。

Management Console のグローバル デフォルト
グローバルデフォルトオプションには、国ごとにオーバーライドを作成できます。それらのオプ
ションには、[Country (国)]列の値の横に が表示されます。オーバーライドの作成方法について
は、「国オーバーライドの設定（40ページ）」を参照してください。

Enterprise Designer のグローバル デフォルト
グローバルデフォルトオプションを変更した場合、選択内容はすべての国に適用され、国ごとに
は変更できません。その後、ある国を選択してそのオプションを表示した場合、変更されたグロー
バル デフォルト オプションは GUI で非アクティブになります。

表 3 : オプション

説明国のサ
ポート

オプション名

入力座標に対するマッチを検索する半径の距離を設定します。この値
は、フィートまたはメートルの単位で指定できます。デフォルトは
150 メートルです。最大値は 5280 フィート (1 マイル)、1609 メート
ルです。

すべて検索距離

76Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

グローバル リバース ジオコード



説明国のサ
ポート

オプション名

通りオフセット

通りレベルのジオコーディングに使う通りセグメントからのオフセッ
ト距離を指定します。オフセット距離は、ジオコードが通りの中央に
位置付けられるのを防ぐために、通りレベルのジオコーディングで使
われます。通りレベルのジオコーディングを行うと、住所が位置する
通りの中心点の緯度/経度が返されますが、これを補正するのがオフ
セットです。住所が指し示す建物は通りの真上に建っているわけでは
ないので、路上のポイントに相当する住所のジオコードが返されるの
は不都合です。ジオコードは、通りに面して建つ建物の場所を表して
いる必要があります。
例えば、50 フィートのオフセットは、ジオコードが通りの中心から
50フィート離れた場所を表すことを意味します。距離は、住所の通り
セグメントから垂直方向に計算されます。また、オフセットは、通り
をはさんで向かい合う住所が同じポイントになるのを防ぐ目的にも使
われます。デフォルト値は 7 メートルです。
以下に、オフセットポイントと元のポイントとの比較図を示します。

距離単位には、フィートまたはメートルを選択できます。

すべて通りオフセット
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説明国のサ
ポート

オプション名

コーナー オフセット

通りレベルでのマッチングに使う通りの終端からのオフセットを指定
します。この値は、通りの角の住所に交差点と同じジオコードが与え
られるのを防ぐために使われます。角に対するジオコードポイントの
オフセット位置を定義します。デフォルト値は 7 メートルです。
以下に、通りの終点とオフセット終点の比較図を示します。

距離単位には、フィートまたはメートルを選択できます。

すべてコーナー オフセット

ジオメトリの変換先の座標系を指定します。形式は、European
Petroleum Survey Group (EPSG) コードまたは SRID コードである必
要があります。デフォルトは EPSG:4326 です。

すべて座標系
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国固有のリバース ジオコーディング オプション

説明国のサ
ポート

オプション名

これらのオプションは、マッチング時に使用する制約を設定します。
最も近い住所に対するマッチングを試みます。デ
フォルトでは有効です。

最も近い住所

最も近い交差点に対するマッチングを試みます。
デフォルトは無効です。

最も近い交差点

最も近い範囲外セグメントに対するマッチングを
試みます。デフォルトは無効です。

範囲に該当しな
い最も近いセグ
メント

最も近いフィーチャ (通りのセグメントまたは交
差点や、ポイント住所) ではなく、検索範囲内の
最も近いポイント住所へのマッチングを試みます。
デフォルトは無効です。

最も近いポイン
トへの一致を優
先

注 : この機能では、少なくとも 1つのポ
イント データ セットと 1 つの通り デー
タセットがロードされている必要があり
ます。この条件が満たされていない場合
は、最も近いフィーチャに対してマッチ
ングが行われます。

USA検索オプション

返される候補の最大数を設定します。
すべてのマッチ候補を返します。有効

最良のマッチ候補のみを返します。こちらがデフォル
トです。

無効

USA複数の一致を保持

戻り値

戻り値カテゴリでは、マッチと共に返すフィールドを選択できます。以降のセクションでは、グ
ローバル デフォルト戻り値 (すべての国で使用できます) と国固有の戻り値 (一部の国にのみ適用
されます) について説明します。
Management Consoleでは、グローバルデフォルトに国固有のオーバーライドをセットアップで
きます。これらのオーバーライドのセットアップについては、国オーバーライドの設定（40ペー
ジ） を参照してください。
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グローバル デフォルト

説明国のサ
ポート

オプション名

有効になっている場合は、利用可能なすべてのリターンフィールドを
返し、国固有のオプションも含め、利用可能なすべてのオプションが
有効になります。無効になっている場合は、以下に示すものからリター
ン フィールドを選択できます。デフォルトは無効です。

mainAddressLine、areaName<1-4>、郵便番号、国な
ど、個別の住所フィールドを返します。これらのフィー
ルドのいくつかの意味は、国によって異なる場合があり
ます。返されるパース済み住所フィールドとその定義の
一覧については、「 付録 A -国固有の情報」の該当する
国のセクションを参照してください。

パース済
み住所

すべてすべての使用可能な情報を返す
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国固有の戻り値

説明国のサ
ポート

オプション名

オーストラリアには、リターンフィールドに関する次の追加オプショ
ンがあります。

GNAFの元の緯度/経度座標、およびユーザ辞書にある
元の緯度/経度座標 (該当する場合) を返します。

原点

住所のレベルタイプおよび番号と住所のロット識別子
を返します。

レベルおよ
びロット

GNAF (Geocoded National Address File)ジオコーディ
ング データセットに対する一致から次の GNAF 識別
子フィールドを返します。GNAF PID、
Principal PID、Meshblock ID、
Geocontainment、Geofeature、Address
class、SA1、および Parcel ID。

GNAF 識別
子

デフォルトである完全なスペルの通りタイプの代わり
に、省略形の通り タイプが返されます。

通り タイプ
の略語

GNAFジオコーディングデータセットから返される座
標は、標準ポイントまたは通りの入り口ポイントとし
て返すことができます。標準ポイントは、使用できる
最も精度の高いポイントであり、デフォルトで返され
ます。このオプションは、候補の場所の入り口に配置
し直されたポイントを返します。通常、これはルー
ティング アプリケーションに適しています。

通りの入り
口

これらの出力フィールドの詳しい説明については、『オーストラリア
(AUS)（102ページ）』の「カスタム出力フィールド」セクションを参
照してください。

AUS
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説明国のサ
ポート

オプション名

カナダには、リターンフィールドに関する次の追加オプションがあり
ます。

住所のフォーマット済み範囲を返します。フォーマット
済み範囲

注 : このフィールドは、郵便番号セントロイ
ド候補に対してのみ返されます。

マッチングが行われた住所の場所について、次の
Censusフィールドを返します。Centrus Tract
(CT)、Census Metropolitan Area
(CMA)、Census Division (CD)、Census
Subdivision (CSD)、および Census
Dissemination Area (DA)。

Census

これらの出力フィールドの詳しい説明については、カナダ (CAN) の
「カスタム出力フィールド」セクションを参照してください。

CAN

インドには、リターンフィールドに関する次の追加オプションがあり
ます。

候補の住所が農村部 (村)にある場合に表示され
ます。

農村部ステータス

POI (ポイント情報) カテゴリ。銀行、ATM、レ
ストランといった POI の種類を表すリターン
フィールドです。

POI カテゴリ

ブロック情報を返します。ブロック

地方 (areaName4)の下のレベルの行政区分を返
します。

地方下位区分

これらの出力フィールドの詳しい説明については、インド (IND)の「カ
スタム出力フィールド」セクションを参照してください。

IND

日本には、リターンフィールドに関する次の追加オプションがありま
す。

一意の住所を表すポイント ID を返します。住所コード

chooaza (町・大字)、chomoku (丁
目)、go (号)および banchi (番地)住
所フィールドを返します。

住所データ

これらの出力フィールドの詳しい説明については、日本 (JPN)の「カ
スタム出力フィールド」セクションを参照してください。

JPN
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説明国のサ
ポート

オプション名

ニュージーランドには、リターン フィールドに関する次の追加オプ
ションがあります。

ニュージーランドの UFI を返します。この一意識別子
(UFI)は、ジオコーディングされた住所が属する通りセ
グメントを識別します。UFIは、New Zealand Postに
よって割り当てられる最大 7 桁の数字列であり、各郵
便配達ポイントを一意に識別します。

UFI

ニュージーランドの Meshblock 識別子を返します。
Meshblock は、ニュージーランド統計局が統計データ
を収集するために作成した最も小さい地理的な単位で
す。Meshblock のサイズは、街区の一部から地方の広
いエリアまでさまざまです。

メッシュ ブ
ロック

ニュージーランドの郊外のエイリアスを返します。正
式に認識されている郊外名の代替名。

郊外のエイ
リアス

元の緯度および経度座標を返します。原点

これらの出力フィールドの詳しい説明については、ニュージーランド
(NZL)の「カスタム出力フィールド」セクションを参照してください。

NZL
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説明国のサ
ポート

オプション名

米国には、リターンフィールドに関する次の追加オプションがありま
す。

結果コードを返します。結果コードは、入力住所と既知
の住所とのマッチングや入力住所への場所の割り当てが
どの程度適切に行われたかを示します。マッチング試行
の全体的なステータスも示します。すべての国について
は、「グローバル結果コード」を参照してください。米
国には追加の結果コードがあります。詳細については、
「米国のマッチ コードとロケーション コード」を参照
してください。

品質記述子

Census 出力フィールドには、住所に関する米国国勢調
査情報が格納されます。

Census

交差点に対するマッチから結果として得られる情報を返
します。

交差

セグメント出力フィールドには、データ プロバイダに
よって識別される通りセグメントに関する情報が格納さ
れます。

セグメント

マッチに関する追加情報を返します。その他

これらの出力フィールドの詳しい説明については、『米国 (USA)』の
「カスタム出力フィールド」セクションを参照してください。

USA

リバース ジオコーディングに使われるデータセット

[データセットの設定] では、一覧にあるそれぞれの国についてインストールされているジオコー
ディングデータセットに関する情報を表示できます。マッチング時や優先する検索順序の設定時
に含めるデータセットと除外するデータセットを選択できます。
[データセットの設定]は、Management Consoleと Enterprise Designerで動作が異なります。こ
れらの違いについては、次のセクションの情報を参照してください。

Management Console でのデータセットの設定

ある国のデータセット構成を設定するには、[Country Filter (国フィルタ)]フィールドでその国を
選択し、[Dataset Configuration (データセットの設定)]タブをクリックして、目的の構成変更を
行います。
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3文字の ISO国コード。列の一番上にある順序コントロール によって、国を
アルファベットの昇順または降順にソートできます。

Country

ジオコーディング データセットのベンダーです。列の一番上にあるソート コ
ントロール を使用して、表示をベンダー別に制限できます。すべてのベン

データソース

ダー データセットを再表示するには、[Clear all (すべてクリア)] を使用
します。
マッチング時にデータセットを含めたり除外したりできます。含める

データセットのタイプです。ジオコーディング データセット (AD) またはカス
タム ユーザ辞書 (UD) のどちらかになります。

Type

ジオコーディング データセットがリリースされた日付です。ヴィンテージ

国を表示する広範囲の領域。例えば、ヨーロッパ、アメリカなどがあります。
列の一番上にあるソート コントロール を使用して、表示を地域別に制限で

地域

きます。すべてのデータセットを再表示するには、[Clear all (すべてクリ
ア)] を使用します。

他に非表示の情報フィールドが 2 つあり、左側の列のデータセットの横にある矢印コントロール
をクリックすることにより表示できます。

ジオコーディング データセットの簡単な説明です。説明

ジオコーディング データセットのインストール場所のパス。Path

Enterprise Designer でのデータセットの設定

ある国のデータセット構成を設定するには、[国] パネルでその国を選択し、[検索順序] パネルで
適切な構成変更を行います。

ジオコーディング データセットのベンダーです。データソース

マッチング時にデータセットを含めたり除外したりできます。含める

データセットのタイプです。ジオコーディング データセット (AD) また
はカスタム ユーザ辞書 (UD) のどちらかになります。

タイプ

ジオコーディング データセットがリリースされた日付です。ヴィンテージ

ジオコーディング データセットの簡単な説明です。説明

ジオコーディング データセットの検索順序を設定するには:

最初の検索順序は、ジオコーディングデータセットがインストールされた順序によって決まりま
す。
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検索順序を設定する国をクリックします。次に、テーブル内のデータセットをクリックし、上下
の矢印を使用してその位置を移動します。先頭行にあるデータセットが検索とマッチングで最初
に使用され、一番下の行にあるものが最後に使用されます。順序を元の検索順序にリセットする

には、[更新] ボタンを使用します。

デフォルト リターン フィールド

以下の表に、デフォルトで返されるフィールドを示します。特に記載のない限り、すべての国で
これらのフィールドが返されます。フィールドに国固有の戻り値がある場合は、注記にあるリン
クを参照してください。

説明出力フィールド名

フォーマット済みのメイン住所行。フォーマット済み通り住所

フォーマット済みの最後の住所行。フォーマット済みロケーション住所
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説明出力フィールド名

精度コード
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説明出力フィールド名

ジオコードの精度を表すコード。
一致カテゴリには、次のものがあります。

郵便番号 1 セントロイドとの郵便番号の一致。Z1

郵便番号 2 セントロイドとの郵便番号の部分的な一致。Z2

郵便番号 2 セントロイドとの郵便番号の一致。Z3

エリア名 1 セントロイドとの地理的な一致。G1

エリア名 2 セントロイドとの地理的な一致。G2

エリア名 3 セントロイドとの地理的な一致。G3

エリア名 4 セントロイドとの地理的な一致。G4

'S' カテゴリの一致は、レコードが単一の住所候補に一致したことを意味し
ます。

交差点に位置するポイント。SX

最も近いセグメントから予測された家レベルに位置するポイン
トと一致。

SC

座標はありませんが、住所の一部がソースデータと一致した可
能性があります。

S0

ジオコードは、通り セントロイドに位置します。S4

ジオコードは、通り住所に位置します。S5

ジオコードは、家の場所のポイント間を補間した通り住所に位
置します。

S7

家の場所に位置するポイントと一致。S8

追加のマッチ情報は、HPNTSCSZAという形式をとります。該当するコンポー
ネントが一致しなかった場合は、その文字の箇所にダッシュ (-) が表示され
ます。

家番号。H

通りの前置方位記号。P

通り名。N

通りタイプ。T

通りの後置方位記号。S

都市の名前。C

郵便番号。Z

ジオコーディング データセット。A
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説明出力フィールド名

U カスタム ユーザ辞書。

注 : 国固有の意味と値の詳細については、「グローバル結果コード
（223ページ）」を参照してください。

ジオコードの精度を表すコード。次のいずれかです。
この候補住所の座標情報はありません。0

補間された通り住所。1

通りセグメントの中間点。2

郵便番号 1 セントロイド。3

部分郵便番号 2 セントロイド。4

郵便番号 2 セントロイド。5

交差点。6

POI (point-of-interest)。(データベースに POI データが含まれる
場合)

7

州/省セントロイド。8

郡セントロイド。9

都市セントロイド。10

地方セントロイド。11

未指定のカスタム項目用に予約されています。12-15

結果は住所ポイント。16

住所ポイントデータを使って候補セグメントデータを修正する
ことによって、結果が生成されています。

17

結果は、中央線オフセット機能を使用して投影された住所ポイ
ント。中央線オフセット機能を使用するには、ポイントと通り
範囲の両方のデータベースが必要です。

18

注 : 米国ではこのフィールドは返されません。米国のジオコーディ
ングの精度情報については、ロケーションコード（206ページ）を
参照してください。

精度レベル

候補情報とデータのソースとなる辞書。ソースの辞書は、設定されているど
の辞書から候補が得られたかを 0 基準の整数値で示します。辞書が 1 つし
かない場合、この値は常に "0" になります。

ソース辞書
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説明出力フィールド名

X (経度) および Y (緯度) 座標として指定された、候補のジオコードです。Point

入力座標に対するマッチを検索するために設定された半径の距離です。検索距離

検索距離に対して設定された距離単位です。検索距離単位

マッチング試行の成功または失敗を報告します。
成功NULL

失敗F

Status

住所を処理できなかった場合、このフィールドはその理由を示します。
• Internal System Error
• No Geocode Found
• Insufficient Input Data

Status.Code

住所を処理できなかった場合、このフィールドは失敗に関する説明を提供し
ます。

Status.Code = Internal System Error の場合にこ
れが返されます。

Problem + explanation

Status.code = No Geocode Found の場合にこれ
が返されます。

Geocoding Failed

Status.code = No Geocode Found の場合にこれ
が返されます。

No location returned

Status.Description
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6 - グローバル インタ
ラクティブジオコード

このセクションの構成

入力、優先設定、および出力フィールド 92



入力、優先設定、および出力フィールド

インタラクティブ ジオコード サービス ステージは、文字の入力により入力文字を受け取り、部
分的な情報に一致すると候補を返します。

グローバル インタラクティブ ジオコードの機能

Global Geocoding モジュール を Spectrum™ Technology Platform アプリケーションに組み込む
と、以下の機能を使用できます。
• 入力中の単一の通り住所または場所の名前のマッチング。複数行サポートを使用すると、フィー
ルドをさらに追加して検索を制限し、より正確な候補を返すことができます。

• マッチ モード: 標準 (デフォルト)、近似、および緩和。
• 特定の X/Y 原点からの距離、行政区域やその他の制限入力値、データ タイプ (通りや場所の名
前) によるフィルタ検索。

• 候補を X/Y 原点からの距離に基づく順序で返す
• 候補とともに返されるマッチングされたフィールド
住所検索と場所の名前検索のどちらの場合も、インタラクティブ ジオコーディングを使用する
Webアプリケーションは、ユーザの入力中に候補を表示できます。入力する文字が増えるほど、
より具体的な情報が明らかになり、結果が絞り込まれて、より関連性の高い候補が表示されます。
候補には、完全な住所、場所の名前のカテゴリとサブカテゴリが含まれ、距離が提供されている
場合は原点からの距離が示されます。

インタラクティブ リクエスト フィールド

[プレビュー]タブでは、Management Consoleでのテスト レコードの入力を手動またはファイル
からのインポートによって行うことができます。MainAddressLineは唯一の必須フィールドです。
マッチングのスコープを制限するには、その他のフィールドを使用します。

説明フィールド名

主要な住所情報。通常は通り住所や交差点を入力します。このフィールドは必
須です。その他のフィールドはすべてオプションです。

MainAddressLine

92Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

グローバル インタラクティブ ジオコード



説明フィールド名

最大の地理的エリアを指定します。通常は、州または省です。このフィールド
の国固有の使用については、付録の項目を確認してください。

AreaName1

都市または町の名前を指定します。AreaName3

各国の標準フォーマットで表記された主要郵便番号。PostCode1

国のコードまたは正規化された名前。このフィールドは、すべてのレコードで
必須です。

Country

POI (ポイント情報) などが含まれているグループ。POI データ (含まれていま
せん) が必要です。

Category

X 座標の原点サポートされる座標系は epsg:4326 です。OriginX

Y 座標の原点サポートされる座標系は epsg:4326 です。OriginY
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マッチングの優先設定

[マッチング] 内のオプションを使用して、マッチ条件および制約を設定できます。これにより、
マッチングを必要に応じて厳しいものにしたり緩いものにしたりできます。

説明オプション

標準 -正確なジオコーディング、誤検出マッチの少なさ、および高パフォーマ
ンスという最適なバランスが得られます。このモードは通り名の近似一致 (必
ずしも完全一致ではない) を必要とします。
近似 - 最も厳しいマッチング ルールを使用し、通り名の完全一致を必要とし
ます。
緩和 -あいまいな一致を許し、生成される一致候補数は最も多くなります。入
力に綴りの間違いや不完全な住所などの問題がないと確信できない場合は、こ
のモードを使用します。

マッチ モード

住所、ポイント情報とカテゴリ、世界の場所で検索するか、[すべて]を選択し
ます。

検索タイプ

都市、町、郵便番号など、行政区画で検索エリアを限定します。入力時に行政
区画を指定します。

管理エリア検索

候補は入力住所番号に一致している必要があります。住所番号の一致

インタラクティブ ジオコーディングの優先設定

優先設定

説明タイプ優先設定

検索中心点からの距離。デフォルトの距離単位はマイルです。Integer検索距離

すべてのポイント データで使用する座標系 (epsg:nnnn形式)。
デフォルト設定は epsg:4326 (WGS 84) です。

文字列座標系

94Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

グローバル インタラクティブ ジオコード



データセットの優先設定

説明優先設定名

マッチングにどちらのデータセットを使用するか指定します。
インストールされているすべてのユーザデータセット
と標準住所データセットを検索します。デフォルト

すべてのデータセッ
トを検索する

カスタムユーザデータセットと標準データセットの両
方がインストールされている場合、標準住所データセッ
トでのみ検索を行います。標準住所データセットがイ
ンストールされていない場合、この設定は無視されま
す。

住所データセットの
みを検索する

カスタムユーザデータセットと標準データセットの両
方がインストールされている場合、カスタム ユーザ
データセットでのみ検索を行います。カスタムユーザ
データセットがインストールされていない場合、この
設定は無視されます。

ユーザデータセット
のみを検索する

住所/ユーザ データセット制約

該当する候補がどちらのタイプのデータセットにも見つかった場合、候補の
マッチ結果でどちらのデータセットを優先するかを指定できます。

データセットマッチのタイプを問わず、最高品質のマッ
チを返します。デフォルト

優先設定なし

該当する候補がユーザデータセットと標準データセット
の両方に見つかった場合は、標準住所データセットの候
補を優先します。ただし、最高品質のマッチ候補は、た
とえ優先されていないデータセットから見つかったもの
であっても返されます。

住所データセット
マッチを優先する

該当する候補がユーザデータセットと標準データセット
の両方に見つかった場合は、ユーザデータセットの候補
を優先します。ただし、最高品質のマッチ候補は、たと
え優先されていないデータセットから見つかったもので
あっても返されます。

ユーザ データセッ
ト マッチを優先す
る

データセット マッチの優先設定
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戻り値の優先設定

説明オプション

有効になっている場合、使用可能なすべてのリターン フィールドとオプショ
ンを返します。

すべての使用可能な情報を返す

デフォルトは 1 です。MaxResults が返ります

出力フィールド

ジオコード サービス 出力フィールドの出力フィールドを参照してください。
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7 - グローバル キー検
索

このセクションの構成

入力、優先設定、および出力フィールド 98



入力、優先設定、および出力フィールド

グローバルキー検索は、ユニークキーが指定された場合にジオコーディングされた候補を返しま
す。キーは住所に対してユニークなので、住所でマッチングを行うよりも効率的です。

グローバル キー検索機能

キー検索サービス は、以下の機能を提供します。
• 住所のユニーク キーを受け取ります。
• サポートされるキーは、米国 (USA)データ、またはオーストラリア (AUS)のGNAFデータのも
のです (例: P0000GL638OL または GAACT715000223)。

• サポートされるキー タイプ: PB_KEY または GNAF_PID
• ジオコーディングされたポイントとそのポイントに関する情報を返します。

キー検索リクエスト フィールド

説明パラメータ

国のコードまたは正規化された名前。country

住所のユニークな識別子。key

検索のキーのタイプ。
米国のデータではPB_KEY、オーストラリアのG-NAFデータではGNAF_PID
です。

type

アプリケーションでキー検索を作成するには、以下のスニペットを使用します。

{
"keys": [

{
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"value": "P0000GL638OL",
"country": "USA"

}
],
"type": "PB_KEY",
"preferences": {
"returnAllCandidateInfo": true

}
}

キー検索優先設定

説明フィールド名

返される候補のジオメトリの座標系。形式は、European Petroleum Survey
Group (EPSG)コードまたは SRIDコードである必要があります。デフォルト
は EPSG:4326 です。

座標系
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戻り値の優先設定

説明オプション

有効になっている場合、使用可能なすべてのリターン フィールドとオプショ
ンを返します。

すべての使用可能な情報を返す

デフォルトは 1 です。MaxResults が返ります

出力フィールド

ジオコード サービス 出力フィールドの出力フィールドを参照してください。
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A - 国固有の優先設定
とフィールド

このセクションの構成

オーストラリア (AUS) 102
カナダ (CAN) 123
フランス (FRA) 126
ドイツ (DEU) 127
英国 (GBR) 128
ニュージーランド (NZL) 129
ポルトガル (PRT) 131
シンガポール (SGP) 132
スウェーデン (SWE) 133
米国 (USA) 134



オーストラリア (AUS)

カスタム優先設定
オーストラリアに対して、次のカスタム優先設定と出力フィールドがサポートされています。

説
明

優先設定
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説
明

優先設定

USE_CENTERLINE_OFFSET

103Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

国固有の優先設定とフィールド



説
明

優先設定

true
に
設
定
す
る
と、
ポ
イ
ン
ト
住
所
の
中
央
線
オ
フ
セッ
ト
を
計
算
し
ま
す。
デ
フォ
ル
ト
は
false
で
す。
フォ
ワー
ド
ジ
オ
コー
ディ
ン
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説
明

優先設定

グ
の
み
で
サ
ポー
ト
さ
れ
ま
す。
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説
明

優先設定

注 :
中
央
線
の
機
能
を
使
用
す
る
に
は、
ポ
イ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
ジ
オ
コー
ディ
ン
グ
デー
タ
セッ
ト
が
イ
ン
ス
トー
ル
さ
れ
て
い
る
必
要
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説
明

優先設定

が
あ
り
ま
す。

中
央
線
ポ
イ
ン
ト
一
致
は、
SC
で
始
ま
る
結
果
コー
ド
に
よっ
て
示
さ
れ
ま
す。
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説
明

優先設定

CENTERLINE_OFFSET
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説
明

優先設定

USE_CENTERLINE_OFFSET
が
有
効
に
なっ
て
い
る
場
合、
中
央
線
か
ら
の
オ
フ
セッ
ト
距
離
を
指
定
し
ま
す。
デ
フォ
ル
ト
は
0
で
す。
フォ
ワー
ド
ジ
オ
コー
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説
明

優先設定

ディ
ン
グ
の
み
で
サ
ポー
ト
さ
れ
ま
す。
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説
明

優先設定

CENTERLINE_OFFSET_UNIT
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説
明

優先設定

USE_CENTERLINE_OFFSET
が
有
効
に
なっ
て
い
る
場
合、
中
央
線
オ
フ
セッ
ト
の
単
位
の
タ
イ
プ
を
指
定
し
ま
す。
有
効
な
値
は、
feet、
meters
で
す。
デ
フォ
ル
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説
明

優先設定

ト
値
は
meters
で
す。
フォ
ワー
ド
ジ
オ
コー
ディ
ン
グ
の
み
で
サ
ポー
ト
さ
れ
ま
す。
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説
明

優先設定

通りの入り口
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説
明

優先設定

GNAF
通
り
の
入
口
ポ
イ
ン
ト
を
返
し
ま
す。
デ
フォ
ル
ト
は
無
効
で
す。
こ
の
オ
プ
ショ
ン
は、
[Global
Geocode]
お
よ
び
[Global
Reverse
Geocode]
ウィ
ン
ド
ウ
の、
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説
明

優先設定

次
の
場
所
に
あ
り
ま
す。
[戻
り
値]>
[通
り
の
入
り
口]
チェッ
ク
ボッ
ク
ス
を
オ
ン
に
し
ま
す。
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説
明

優先設定

都
市/
郊
外
が
一
致
し
な
く
て
も
郵
便
番
号
が
一
致
す
れ
ば
マッ
チ
結
果
が
得
ら
れ
ま
す。
デ
フォ
ル
ト
は
無
効
で
す。

郵便番号一致を強制
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説
明

優先設定

デ
フォ
ル
ト
で
は
完
全
な
ス
ペ
ル
で
記
述
さ
れ
る、
通
り
タ
イ
プ
の
省
略
形
を
返
し
ま
す。

省略形を使用

カスタム出力フィールド

説明[出力フィールド] フィールド

デフォルトでは完全なスペルで記述される、通り タイプの省略形。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [省略形を使用] チェック ボックスをオンにします

StreetTypeAbbreviation
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説明[出力フィールド] フィールド

元の GNAF 緯度。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [原点] チェック ボックスをオンにします。

OriginalLatitude

元の GNAF 経度。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [原点] チェック ボックスをオンにします。

OriginalLongitude

ポイントベースのユーザ辞書からの元の緯度。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [原点] チェック ボックスをオンにします。

UDOriginalLatitude

ポイントベースのユーザ辞書からの元の経度。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [原点] チェック ボックスをオンにします。

UDOriginalLongitude

GNAF 小区画識別子。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [GNAF 識別子] チェック ボックスをオンにします。

GNAFParcelIdentifier

GNAF Persistent Identifier (GNAF PID) は、GNAF の住所を一意に定義する
14 文字の英数字からなる文字列です。PID は GNAF Dictionary の主要な住
所フィールドの組み合わせから構成されています。GNAFPIDは、以下のよ
うな形式です。
GAACT718519668

このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [GNAF 識別子] チェック ボックスをオンにします。

GNAFPersistentPID

主要住所の Persistent Identifier。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [GNAF 識別子] チェック ボックスをオンにします。

GNAFPrincipalPID
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説明[出力フィールド] フィールド

返される候補が住所境界の内側にあるか外側にあるかを指定します。境界内
にある候補の値は YES、境界外にある候補の値は NO です。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [GNAF 識別子] チェック ボックスをオンにします。

Geocontainment

このフィールドは、ジオコードのフィーチャー タイプが他の GNAF フィー
ルドに設定されなかった場合に、ジオコードのフィーチャー タイプを返し
ます。GEOFEATUREは、PSMAData Product Description Version 2.7 (2012
年 8月)に記載されているジオコード タイプ (GEOCODE_TYPE_AUTコー
ド) に対応しています。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [GNAF 識別子] チェック ボックスをオンにします。

GeoFeature

GNAF 住所区分。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [GNAF 識別子] チェック ボックスをオンにします。

GNAFAddressClass

GNAF Statistical Area Level 1 (SA1) 識別子。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [GNAF 識別子] チェック ボックスをオンにします。

GNAFSA1
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説明[出力フィールド] フィールド

多層建築の階またはレベルの番号。例を次に示します。
Floor 2, 17 Jones Street

GNAFデータベースには、オーストラリアの一部の州のレベル情報が含まれ
ています。レベル情報がユニット情報に関連付けられている場合もあります
が、常にこの関連付けがあるわけではありません。GNAF データベースで
は、複数のレコードが同じレベルに含まれます。入力住所に固有のコンテン
ツ (ユニット番号など) がある場合のみ、レベル情報が返されます。GNAF
辞書に住所のレベル情報がある場合は、一致した候補と共にその情報が返さ
れます。
入力住所にレベル情報がない場合、あるいは入力のレベル情報が不正確な場
合でも、正しいレベル情報が返されます。入力住所にレベル情報があるが、
GNAF データベースにはマッチング住所のレベル情報がない場合、GNAF
データによって検証されない情報であるとして入力レベル情報が破棄されま
す。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [レベルおよびロット] チェック ボックスをオンにします。

LevelNumber

多層建築の階に使われるラベル。例えば、"Level"または "Floor"。この例で、
レベル タイプは "Level" です。
Suite 3 Level 7, 17 Jones Street

この例で、Suite 3 はユニットです。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [レベルおよびロット] チェック ボックスをオンにします。

LevelType

敷地番号が GNAF 候補に対して返されるのは、適切な物理的または家番号
情報を持たない地方住所があるためです。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [レベルおよびロット] チェック ボックスをオンにします。

LotNumber

Meshblock は、オーストラリア統計局 (ABS) が統計データを収集するため
に作成した最も小さい地理的な単位です。通常、Meshblockには最低 20か
ら 50 の世帯が含まれています。これは、収集区 (CD: Collection District) の
約 5 分の 1 の大きさです。Meshblock ID を使って、独自のデータに属性を
追加できます。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [GNAF 識別子] チェック ボックスをオンにします。

MeshblockIdentifier
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キー検索サービス

キー検索サービス は、以下の機能を提供します。
• 住所のユニーク キーを受け取ります。
• サポートされるキーは、米国 (USA)データ、またはオーストラリア (AUS)のGNAFデータのも
のです (例: USA データの場合は P0000GL638OL、AUS の場合は GAACT715000223)。

• サポートされるキー タイプ: PB_KEY または GNAF_PID
• ジオコーディングされた一致あり候補を返します。
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カナダ (CAN)

カスタム優先設定
カナダに対して、次のカスタム優先設定と出力フィールドがサポートされています。

説明優先設定

郵便番号の最後の 3 桁は Local Delivery Unit を定義します。
注 : フォワード ジオコーディングのみでサポートされ
ます。

このオプションは、[Global Geocode] ウィンドウの、次の場所
にあります。
[マッチング] > [LDU 一致を強制] チェック ボックスをオンにし
ます。

FORCELDUDEF

小区画ポイントから最も近い通り上のポイントを計算します。デ
フォルトは無効です。ジオコーディング対象ポイントを小区画の
端に近づけたい場合のルーティングなど、一部の使用事例で有効
になる中央線に沿った新しいポイントの設定を行うには、これを
CENTERLIINE_OFFSETと共に使用します。

注 : この機能を利用するには、ポイントレベルのジオ
コーディングデータセットがインストールされている必
要があります。

注 : 中央線マッチの結果コードは SCです。

ポイントの中央線情報を計算
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説明優先設定

中心線マッチングは、ポイント レベルのジオコードを親の通り
セグメントにリンクするためにポイントレベル マッチングと併
用されます。この機能は、ルーティング アプリケーションで役
立ちます。
中央線オフセットは、ポイントを通り中央線から小区画ポイント
に向かって移動させる距離を指定します。デフォルトは0メート
ルです。
距離単位には、フィートまたはメートルを選択できます。

注 : 中央線マッチングを行うには、ポイントレベルのジ
オコーディングデータセットがインストールされている
必要があります。

注 : フォワード ジオコーディングのみでサポートされ
ます。

中央線オフセット

小区画ポイントから最も近い通り上のポイントを計算します。デ
フォルトは無効です。

注 : この機能を利用するには、ポイントレベルのジオ
コーディングデータセットがインストールされている必
要があります。

ポイントの中央線情報を計算

trueに設定すると、ポイント住所の中央線オフセットを計算しま
す。デフォルトは falseです。フォワードジオコーディングのみ
でサポートされます。

注 : 中央線の機能を使用するには、ポイントレベルのジ
オコーディングデータセットがインストールされている
必要があります。

中央線ポイント一致は、SC で始まる結果コードによって示され
ます。

USE_CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中
央線からのオフセット距離を指定します。デフォルトは0です。
フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中
央線オフセットの単位のタイプを指定します。有効な値は、feet、
metersです。デフォルト値はmetersです。フォワードジオコー
ディングのみでサポートされます。

CENTERLINE_OFFSET_UNIT
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カスタム出力フィールド

説明フィールド名

住所がある場所の CD (Census Division)。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [Census] チェック ボックスをオンにします。

Census CD

住所がある場所の CMA (Census Metropolitan Area)。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [Census] チェック ボックスをオンにします。

Census CMA

住所がある場所の CSD (Census Subdivision)。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [Census] チェック ボックスをオンにします。

Census CSD

住所がある場所の CT (Census Tract)。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [Census] チェック ボックスをオンにします。

Census CT

住所がある場所の DA (Dissemination Area)。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [Census] チェック ボックスをオンにします。

Census DA

住所に対する、書式が整えられた範囲データ。このフィールドは、郵便番号セン
トロイド候補に対してのみ返されます。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [フォーマット済み範囲] チェック ボックスをオンにします。

Formatted Street Range
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フランス (FRA)

カスタム優先設定
フランスに対して、次のカスタム優先設定がサポートされています。

説明オプション名

trueに設定すると、住所ポイント補間が有効になります。デフォルトはfalse
です。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 住所ポイント補間機能を使用するには、ポイントレベルのジオ
コーディングデータセットがインストールされている必要がありま
す。

USE_ADDRESS_POINT_INTERPOLATION

trueに設定すると、ポイント住所の中央線オフセットを計算します。デフォ
ルトはfalseです。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 中央線の機能を使用するには、ポイントレベルのジオコーディ
ング データセットがインストールされている必要があります。

中央線ポイント一致は、SC で始まる結果コードによって示されます。

USE_CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線からの
オフセット距離を指定します。デフォルトは 0 です。フォワード ジオコー
ディングのみでサポートされます。

CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線オフ
セットの単位のタイプを指定します。有効な値は、feet、meters です。デ
フォルト値はmetersです。フォワードジオコーディングのみでサポートさ
れます。

CENTERLINE_OFFSET_UNIT

126Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

国固有の優先設定とフィールド



ドイツ (DEU)

カスタム優先設定
ドイツに対して、次のカスタム優先設定がサポートされています。

説明オプション名

trueに設定すると、住所ポイント補間が有効になります。デフォルトはfalse
です。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 住所ポイント補間機能を使用するには、ポイントレベルのジオ
コーディングデータセットがインストールされている必要がありま
す。

USE_ADDRESS_POINT_INTERPOLATION

trueに設定すると、ポイント住所の中央線オフセットを計算します。デフォ
ルトはfalseです。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 中央線の機能を使用するには、ポイントレベルのジオコーディ
ング データセットがインストールされている必要があります。

中央線ポイント一致は、SC で始まる結果コードによって示されます。

USE_CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線からの
オフセット距離を指定します。デフォルトは 0 です。フォワード ジオコー
ディングのみでサポートされます。

CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線オフ
セットの単位のタイプを指定します。有効な値は、feet、meters です。デ
フォルト値はmetersです。フォワードジオコーディングのみでサポートさ
れます。

CENTERLINE_OFFSET_UNIT
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英国 (GBR)

カスタム優先設定
英国に対して次のカスタム優先設定がサポートされています。

説明オプション名

trueに設定すると、住所ポイント補間が有効になります。デフォルトはfalse
です。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 住所ポイント補間機能を使用するには、ポイントレベルのジオ
コーディングデータセットがインストールされている必要がありま
す。

USE_ADDRESS_POINT_INTERPOLATION

trueに設定すると、ポイント住所の中央線オフセットを計算します。デフォ
ルトはfalseです。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 中央線の機能を使用するには、ポイントレベルのジオコーディ
ング データセットがインストールされている必要があります。

中央線ポイント一致は、SC で始まる結果コードによって示されます。

USE_CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線からの
オフセット距離を指定します。デフォルトは 0 です。フォワード ジオコー
ディングのみでサポートされます。

CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線オフ
セットの単位のタイプを指定します。有効な値は、feet、meters です。デ
フォルト値はmetersです。フォワードジオコーディングのみでサポートさ
れます。

CENTERLINE_OFFSET_UNIT
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ニュージーランド (NZL)

カスタム優先設定
ニュージーランドに対して、次のカスタム優先設定と出力フィールドがサポートされています。

カスタム出力フィールド

説明フィールド

ニュージーランドの郊外のエイリアス。正式に認識されている郊外名の代替
名。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [郊外のエイリアス] チェック ボックスをオンにします。

AliasedSuburb

ニュージーランド UFI。この一意識別子 (UFI)は、ジオコーディングされた
住所が属する通りセグメントを識別します。UFI は、New Zealand Post に
よって割り当てられる最大7桁の数字列であり、各郵便配達ポイントを一意
に識別します。利用可能な場合は UFI が常に返されますが、入力には UFI
を使用できません。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [UFI] チェック ボックスをオンにします。

KEYUFI

ニュージーランド Meshblock 識別子。Meshblock は、ニュージーランド統
計局が統計データを収集するために作成した最も小さい地理的な単位です。
Meshblock のサイズは、街区の一部から地方の広いエリアまでさまざまで
す。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [メッシュ ブロック] チェック ボックスをオンにします。

MeshBlockID

元の緯度値。
このフィールドを出力に含めるには、
[戻り値] > [原点] チェック ボックスをオンにします。

OriginalLatitude
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説明フィールド

元の経度値。
[戻り値] > [原点] チェック ボックスをオンにします。

OriginalLongitude
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ポルトガル (PRT)

カスタム優先設定
ポルトガルに対して、次のカスタム優先設定がサポートされています。

説明優先設定

trueに設定すると、ポイント住所の中央線オフセットを計算します。デフォ
ルトはfalseです。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 中央線の機能を使用するには、ポイントレベルのジオコーディ
ング データセットがインストールされている必要があります。

中央線ポイント一致は、SC で始まる結果コードによって示されます。

USE_CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線オフ
セットの単位のタイプを指定します。有効な値は、feet、meters です。デ
フォルト値はmetersです。フォワードジオコーディングのみでサポートさ
れます。

CENTERLINE_OFFSET_UNIT

131Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

国固有の優先設定とフィールド



シンガポール (SGP)

カスタム優先設定
シンガポールに対して、次のカスタム優先設定がサポートされています。

説明オプション名

trueに設定すると、住所ポイント補間が有効になります。デフォルトはfalse
です。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 住所ポイント補間機能を使用するには、ポイントレベルのジオ
コーディングデータセットがインストールされている必要がありま
す。

USE_ADDRESS_POINT_INTERPOLATION

trueに設定すると、ポイント住所の中央線オフセットを計算します。デフォ
ルトはfalseです。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 中央線の機能を使用するには、ポイントレベルのジオコーディ
ング データセットがインストールされている必要があります。

中央線ポイント一致は、SC で始まる結果コードによって示されます。

USE_CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線からの
オフセット距離を指定します。デフォルトは 0 です。フォワード ジオコー
ディングのみでサポートされます。

CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線オフ
セットの単位のタイプを指定します。有効な値は、feet、meters です。デ
フォルト値はmetersです。フォワードジオコーディングのみでサポートさ
れます。

CENTERLINE_OFFSET_UNIT
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スウェーデン (SWE)

カスタム優先設定
スウェーデンに対して、次のカスタム優先設定がサポートされています。

説明オプション名

trueに設定すると、住所ポイント補間が有効になります。デフォルトはfalse
です。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 住所ポイント補間機能を使用するには、ポイントレベルのジオ
コーディングデータセットがインストールされている必要がありま
す。

USE_ADDRESS_POINT_INTERPOLATION

trueに設定すると、ポイント住所の中央線オフセットを計算します。デフォ
ルトはfalseです。フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

注 : 中央線の機能を使用するには、ポイントレベルのジオコーディ
ング データセットがインストールされている必要があります。

中央線ポイント一致は、SC で始まる結果コードによって示されます。

USE_CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線からの
オフセット距離を指定します。デフォルトは 0 です。フォワード ジオコー
ディングのみでサポートされます。

CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中央線オフ
セットの単位のタイプを指定します。有効な値は、feet、meters です。デ
フォルト値はmetersです。フォワードジオコーディングのみでサポートさ
れます。

CENTERLINE_OFFSET_UNIT
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米国 (USA)

カスタム優先設定
米国では、カスタム優先設定とカスタム出力フィールドがサポートされています。
米国ジオコーディングの追加トピックについては、以下のカスタム テーブルを参照してくださ
い。

表 4 : カスタム優先設定

説明優先設定

trueに設定すると、住所ポイント補間が有効になります。デフォ
ルトはfalseです。フォワード ジオコーディングのみでサポート
されます。

注 : 住所ポイント補間機能を使用するには、ポイントレ
ベルのジオコーディングデータセットがインストールさ
れている必要があります。

USE_ADDRESS_POINT_INTERPOLATION

trueに設定すると、ポイント住所の中央線オフセットを計算しま
す。デフォルトはfalseです。フォワード ジオコーディングのみ
でサポートされます。

注 : 中央線の機能を使用するには、ポイントレベルのジ
オコーディングデータセットがインストールされている
必要があります。

中央線ポイント一致は、SC で始まる結果コードによって示され
ます。

USE_CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中
央線からのオフセット距離を指定します。デフォルトは0です。
フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

CENTERLINE_OFFSET

USE_CENTERLINE_OFFSETが有効になっている場合、中
央線オフセットの単位のタイプを指定します。有効な値は、feet、
metersです。デフォルト値はmetersです。フォワードジオコー
ディングのみでサポートされます。

CENTERLINE_OFFSET_UNIT
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カスタム出力フィールド

このセクションには、米国に固有の出力フィールドを示します。特に記載のない限り、これらの
フィールドは、フォワードジオコーディングとリバースジオコーディングの両方で返すことがで
きます。
次のカテゴリの出力フィールドが定義されています。
• 品質記述子
• パース済み住所
• ポイント
• 中心線
• 交差点
• Census
• 郵便番号
• DPV
• Residential Delivery Indicator (RDI)Residential Delivery Indicator (RDI) の出力フィールド
（151ページ）

• LACSLink

• SuiteLink

• 短い住所
• セグメント
• その他

これらのカテゴリの 1 つ以上を出力に含めるには:

• Management Consoleで、[国フィルタ] ドロップダウン メニューを使用して [米国] を選択しま
す。続いて [戻り値] タブで、適切な出力カテゴリ チェック ボックスをオンにします。

すべてのカテゴリ出力フィールドを返すには:

• Management Consoleで、[国フィルタ] ドロップダウン メニューを使用して [米国] を選択しま
す。続いて [戻り値] タブで、[すべての使用可能な情報を返す] チェック ボックスをオンにしま
す。

品質記述子の出力フィールド
品質記述子出力フィールドには、マッチングとジオコーディングの処理結果に関する情報が格納
されます。
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説明フィールド名

米国の候補に対する確信値を、その候補のカスタム出力フィールドとして使
用できます。キーは "CONFIDENCE"です。

信頼性

ロケーション コードは、割り当てられたジオコードの精度を示します。ロ
ケーション コードの説明については、付録の住所のロケーション コード
（206ページ）を参照してください。

LocationCode

マッチコードは、参照ファイルと一致した住所の部分、または一致しなかっ
た住所の部分を示します。マッチ コードの説明については、付録のマッチ
コード（196ページ）を参照してください。

MatchCode

米国のフォールバック候補は、正しい MatchCode と LocationCode を返し
ます。これらは、郵便番号レベルのジオコードを示すコードではなく、郵便
番号へのフォールバックを示しています。

PostalFallback

この候補に対する MapMarker 結果コード。結果コードについては、付録の
「グローバル結果コード（223ページ）」を参照してください。

MMResultCode

パース済み住所出力フィールド
パース済み住所出力フィールドには、ジオコーダによってパースされて正規化された一致住所の
コンポーネントが格納されます。

説明フィールド名

単一行入力住所の住所行。ParsedAddressLine

入力住所または出力住所の最終行からの省略形の都市名。ParsedCityName

または ParsedPreferredCity からの値。
ParsedCity

郡の名前。ParsedCountyName

USPSデータまたは入力企業名からの企業名。交差点マッチングには適用さ
れません。

ParsedFirmName

入力住所または出力住所の家番号。交差点マッチングには適用されません。ParsedHouseNumber

住所の完全な最終行。ParsedLastLine
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説明フィールド名

住所の完全な 1 行目。ParsedMainAddress

通り名。Parsed Name

都市/州レコードからの一致住所の都市名。ParsedCityName

一致した住所の出力 ZIP Code に対する標準都市名。ParsedPreferredCity

州の略語。ParsedState

ユニット番号。交差点マッチングには適用されません。ParsedUnitNumber

ユニット タイプ (APT や STE など)。交差点マッチングには適用されませ
ん。

ParsedUnitType

5 桁の ZIP Code。交差点マッチングには適用されません。ParsedZip

4 桁の拡張 ZIP Code。ParsedZip4

9 桁の ZIP Code (ZIP + 4)。ParsedZip9

ダッシュを区切り文字とする 10 桁の ZIP Code (ZIP + 4)。ParsedZip10

ポイントの出力フィールド
ポイント出力フィールドには、ポイントレベルデータを用いたマッチングによって得られたジオ
コードに関する追加情報が格納されます。

注 : 特に記載がある場合を除き、フォワードジオコーディングでのみサポートされます。

説明フィールド名

Assessor's Parcel Number (APN)識別子。交差点マッチングには適用されま
せん。

APN ID
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説明フィールド名

入力場所から一致した通り セグメント、ポイント住所、または交差点まで
の距離 (フィート単位)。

注 : リバースジオコーディング専用です。

NearestDistance

小区画セントロイドのジオコードの標高。交差点マッチングには適用されま
せん。

Parcen Elevation

Master LocationDatasetを使用して住所がマッチしたときに返される一意の
住所の識別子。pbKey™ unique identifierは、マッチの属性データを返すため
の GeoEnrichment データセットに対する検索キーとして使用されます。

注 : フォワード ジオコーディングとリバース ジオコーディングの
両方に対応します。

注 : このフィールドを返すには、[すべての使用可能な情報を返す]
チェック ボックスをオンにします。

PBKey

ポイントレベル データにマッチした場合の一致レコードの一意のポイント
ID。一致するレコードがポイントレベル データから取得されていない場合
は、空白です。交差点マッチングには適用されません。

Point ID

中心線の出力フィールド
中心線マッチングは、ポイントレベルのジオコードを親の通りセグメントにリンクするためにポ
イントレベルマッチングと併用されます。このタイプのマッチングでは、ポイントレベルマッチ
ング単独では取得できない親の通りセグメントに関する追加情報が入手できます。この出力情報
には、ポイント データ ジオコードから中心線マッチングまでの方位と距離も含まれます。

注 : フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

説明フィールド名

中心線候補の場合、ポイント データ マッチから中心線マッチまでのコンパ
ス方向 (小数度単位)。真北 0 度から時計回りに計測されます。

CenterlineBearing

中心線候補の場合、通り左側からの国勢調査細分区 ID。交差点マッチング
には適用されません。

CenterlineLeftBlock
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説明フィールド名

中心線候補の場合、通り右側からの国勢調査細分区 ID。交差点マッチング
には適用されません。

CenterlineRightBlock

中心線候補の場合、Census 2010Geographyの現在の左のブロック接尾語。
一致するレコードがポイントレベル データから取得されている場合、この
フィールドは空白になります。

CenterlineLeftSFXBlock

中心線候補の場合、Census 2010Geographyの現在の右のブロック接尾語。
一致するレコードがポイントレベル データから取得されている場合、この
フィールドは空白になります。

CenterlineRightSFXBlock

中心線候補の場合、中心線マッチを得るために使用したデータ タイプ。
USPS0

TIGER1

TomTom Streets ジオコーディング データセット2

NAVTEQ Streets ジオコーディング データセット6

TomTom Points ジオコーディング データセット7

Centrus Points ジオコーディング データセット8

補助ファイル9

ユーザ辞書10

HERE Points ジオコーディング データセット11

Master Location Data12

CenterLineDatatype
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説明フィールド名

インデックス エイリアスによって中心線マッチを見つけたことを示す 3 文
字。
最初の文字は、以下のとおりです。

通常の通り マッチN

エイリアス マッチ (建物、エイリアス、企業名などを含む)A

次の 2 文字は、以下のとおりです。
基本インデックス (通常の住所マッチ)01

USPS の通り名エイリアス インデックス02

USPS の建物インデックス03

Statewide Intersection エイリアス (Usw.gsi、Use.gsi、または
Us.gsi ファイルを使用する場合)

05

空間データの通り名エイリアス (Us_pw.gsi、Usw.gsi、
Us_pe.gsi、Use.gsi、Us_ps.gsi、Usp.gsi、Us_psw.gsi、または
Us_pse.gsi ファイルの使用が必要な場合)

06

代替インデックス (ZIP9.gsu、ZIP9E.gsu、および ZIP9W.gsuを
使用する場合)

07

LACSLink08

未使用09

補助ファイルとの一致09

Centrus Alias インデックス (usca.gsi 使用時)10

POI インデックス (poi.gsi 使用時)11

USPS 優先エイリアス12

ZIPMove マッチ (us.gsz 使用時)。
us.gszデータ ファイルには、再編成された ZIP+4コードが含ま
れ、都市名や金融番号が変更されています。具体的には、ZIPMove
で金融エリアの変更が可能になっています。これは、入力された
都市が複数の金融エリアにある場合や ZIPMove データに古い住
所が含まれている場合を除き、CASS検索では金融エリアを変更
できないためです。

13

拡張中心点マッチ (us_cent.gsc または bldgcent.gsc 使用時)14

CenterlineIsAlias

中心線候補の場合、整数値としての緯度 (1/1,000,000 度単位)。CenterLineLatitide

中心線候補の場合、整数値としての経度 (1/1,000,000 度単位)。CenterLineLongitude
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説明フィールド名

中心線候補の場合、主要通り名。CenterlineName

中心線候補の場合、ポイントレベル マッチから中心線マッチまでの距離
(フィート単位)。

CenterlineNearestDistance

中心線候補の場合、通りの後置方位記号。空白、N、S、E、W、NE、NW、
SW、または SE。

CenterlinePostDirectional

中心線候補の場合、通りの前置方位記号。空白、N、S、E、W、NE、NW、
SW、または SE。

CenterlinePreDirectional

中心線候補の場合、州、都市、または Finance Number。CenterlineQCity

中心線候補の場合、道路クラス コード。
補助道路、メイン データ ファイル0

幹線道路、メイン データ ファイル1

補助道路、補足ファイル10

幹線道路、補足データ ファイル11

CenterlineRoadClass

中心線候補の場合、セグメントに含まれる家番号の最大値。CenterlineSegmentHiRange

中心線候補の場合、セグメントに含まれる家番号の最小値。CenterlineSegmentLoRange

中心線候補の場合、セグメントの向き。
番号は順方向です。F

番号は逆方向です。R

CenterlineSegmentDirection

中心線候補の場合、データ ベンダーからの一意のセグメント ID。CenterlineSegmentID
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説明フィールド名

中心線候補の場合、セグメントの奇偶性。奇偶性とは、セグメントの奇数番
号が通りのどちら側にあるかを示すものです。

通りの左側L

通りの右側R

通りの両側B

不明U

CenterlineSegmentParity

中心線候補の場合、通り タイプ。CenterlineType

交差点の出力フィールド
交差点出力フィールドには、交差点マッチングにおける 2 つめのセグメントに関するデータが格
納されます。

説明フィールド名

交差点一致の場合、交差点の2つめのセグメントの通り左側からの国勢調査
細分区 ID。

BlockLeft2

交差点一致の場合、交差点の2つめのセグメントの通り右側からの国勢調査
細分区 ID。

BlockRight2

交差点一致の場合、交差点の 2つめのセグメントのCensus 2010Geography
の現在の左のブロック接尾語。

BlockSFXLeft2

交差点一致の場合、交差点の 2つめのセグメントのCensus 2010Geography
の現在の右のブロック接尾語。

BlockSFXRight2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの Core Based Statistical
Area (CBSA) 区分名。

CBSADivisionName2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの Core Based Statistical
Area (CBSA) 区分番号。

CBSADivisionNumber2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの Core Based Statistical
Area (CBSA) 名。

CBSAName2
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説明フィールド名

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの Core Based Statistical
Area (CBSA) 番号。

CBSANumber2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの郡名。CountyName2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの FIPS 郡コード。County2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの Combined Statistical
Area (CSA) 名。

CSAName2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの Combined Statistical
Area (CSA) 番号。

CSANumber2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントのマッチングに使用した
データのタイプ。

USPS0

TIGER1

TomTom Streets ジオコーディング データセット2

HERE Streets ジオコーディング データセット6

TomTom Points ジオコーディング データセット7

Centrus Points ジオコーディング データセット8

補助ファイル9

ユーザ辞書10

HERE Points ジオコーディング データセット11

Master Location Data12

DataType2

住所がある Core Based Statistical Area (CBSA) が大都市圏か小都市圏かを
示します。次のいずれかです。

住所はMetropolitan Statistical Area (大都市統計圏)にあります。
大都市圏の人口は 50,000 人以上です。

Y

住所は大都市統計圏内にありません。小都市圏内にあります。
小都市圏の人口は 10,000 ～ 49,999 人です。

N

空白です (郡は CBSA を含みません)。空白

MetroFlag2

143Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

国固有の優先設定とフィールド



説明フィールド名

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの通り名。Name2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめの通りの後置方位記号。空白、N、S、
E、W、NE、NW、SW、または SE。

PostDirectional2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめの通りの前置方位記号。空白、N、S、
E、W、NE、NW、SW、または SE。

PreDirectional2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの道路クラス コード。
補助道路、メイン データ ファイル0

幹線道路、メイン データ ファイル1

補助道路、補足ファイル10

幹線道路、補足データ ファイル11

RoadClass2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの家番号の最大値。SegHiRange2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの家番号の最小値。SegLoRange2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの方向。
番号は順方向です。F

番号は逆方向です。R

SegmentDirection2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの、プレミアム データ ベ
ンダーによるセグメント ID (TLID) またはユニーク ID。

SegmentID2

交差点一致の場合、交差点の2つめのセグメントの奇偶性。奇偶性とは、セ
グメントの奇数番号が通りのどちら側にあるかを示すものです。

通りの左側L

通りの右側R

通りの両側B

不明U

SegmentParity2

交差点一致の場合、交差点の 2 つめのセグメントの通り タイプ。Type2
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Census の出力フィールド
Census 出力フィールドには、住所に関する米国国勢調査情報が格納されます。

説明フィールド名

15桁の国勢調査細分区 ID/国勢調査 FIPSコード。sscccttttttgbbbとい
う構文を使用します。ここで、

• ss— 2 桁の FIPS 州コード
• ccc— 3 桁の FIPS 郡コード
• tttttt— 6 桁の FIPS 国勢統計区コード (ピリオドを除く)
• g— 1 桁の FIPS ブロック コード
• bbb— FIPS ブロック コード

交差点マッチングには適用されません。

Block

FIPS 郡コード。County

FIPS 州コード。StateFIPS

郵便の出力フィールド
郵便出力フィールドには、住所の詳細な郵便情報が格納されます。

注 : フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

説明フィールド名

代替/基本レコードのインジケータ。
AlternateA

基本B

AltFlag

配達ルート ID。交差点マッチングには適用されません。CART

郵便ラベルのバーコードの末尾の 1 桁のコード。CheckDigit

USPS都市/州キー (USPS都市/州製品におけるロケールを一意に識別する英
数字の値)。

CountyStateKey
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説明フィールド名

Highrise DFLT または Rural Routes のリターン ステータスを示しま
す。

Highrise DFLTと Rural Routesの一方が Yを返したこと
を示します。

Y

Highrise DFLTと Rural Routesの両方がNまたは空白を
返したことを示します。

空白

DFLT

配達ポイント バーコード。DPBCCode

EWS マッチングが行われたかどうかを次のように示します。
EWS データに一致したため、一致が拒否されました。Y

入力レコードが EWS データに一致しませんでした。空白

EWSMatch

政府機関の建物のインジケータ。
市政府の建物A

連邦政府の建物B

州政府の建物C

会社専用D

市政府の建物で会社専用E

連邦政府の建物で会社専用F

州政府の建物で会社専用G

A、B、C、E、F、および G は、代替レコードにのみ有効です
(ALT_FLAG=A)。Dは、ベースレコードと代替レコードの両方に有効です。

Govt Flag

高層レコードにマッチしたかどうかを示します。
高層レコードまたは通り レコードに完全一致しました。N

レコードに完全には一致しませんでした。USPS のデフォルト高
層レコードまたは通りレコードに一致しました。入力住所が正し
く完全であるかを確認してください。

Y

入力住所に該当しない (PO Box や局留めの住所など) か、一致す
るものが見つかりませんでした。

空白

HighriseDFLT
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説明フィールド名

LOT の昇順および降順値。正規化可能な住所に対してのみ使用できます。
CASSモードで実行中で、DPVを初期化していないか、出力住所がDPVで
確認されていない場合は、空白です。

昇順A

降順D

LotCode

4 桁の eLot 番号。正規化可能な入力住所が必要です。CASS モードで実行
中で、DPVを初期化していないか、出力住所がDPVで確認されていない場
合は、空白です。

LotNumber

郵便物集配所を指定する語 (MSC、MS、MAILSTOP、MAILSTOP、ATTN、
ATTENTION) の後に現れる住所情報を返します。

MailStop

PMB 指定子。PMBDesignator

PMB 番号。PMBNumber

地方配送路のマッチ インジケータ。
地方配送路レコードに完全一致しました。N

完全に一致するレコードは見つかりませんでした。USPSのデフォ
ルト地方配送路レコードに一致しました。入力住所が正しく完全
であるかを確認してください。

Y

入力住所に該当しない (通り住所、P.O.Box、局留めの住所など)
か、一致するものが見つかりませんでした。

空白

RuralRoutes

プエルトリコの都市化名。URBName

許可されているカート ソートのタイプを示します。
自動化カート、オプションのカートのマージともに許可されていま
す。

A

自動化カートは許可されていますが、オプションのカートのマージ
は許可されていません。

B

自動化カートは許可されていませんが、オプションのカートのマー
ジは許可されています。

C

自動化カート、オプションのカートのマージともに許可されていま
せん。

D

ZipCarrtSort
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説明フィールド名

ZIP 分類コード。
標準 ZIP Code空白

軍施設の ZIP CodeM

ZIP Code は私書箱専用P

ユニーク ZIP Code(ユニーク ZIP Code は、独自の ZIP Code
を与えられるのに十分な量の郵便物がある会社、機関、または
事業体に割り当てられる ZIP Code です)。

U

ZipClass

USPS の都市/州名の施設コードを返します。
Airport Mail Facility (AMF、空港の郵便施設)A

支店B

Community Post Office (CPO、コミュニティの郵便局)C

Area Distribution Center (ADC、エリア流通センター)D

Sectional Center Facility (SCF、部門センター施設)E

Delivery Distribution Center (DDC、配達流通センター)F

General Mail Facility (GMF、一般の郵便施設)G

Bulk Mail Center (BMC、大口郵便センター)k

郵便為替部門M

非郵便コミュニティ名、以前の郵便施設、または場所名N

郵便局P

駅S

UrbanizationU

ZipFacility

DPV の出力フィールド
DPVデータ出力フィールドには、DPVデータを使用して検出されたマッチに関する情報が格納さ
れます。

注 : フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。
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説明フィールド名

Delivery Point Validation CMRA のインジケータ。
CMRA テーブルで住所が検出されたことを示します。Y

CMRA テーブルで住所が検出されなかったことを示します。N

DPV がロードされていません。空白

DPVCMRA

DPV データと一致したかどうかを示します。
何も確認されませんでした。N

すべて確認済み (ZIP+4、プライマリ、およびセカンダリ)Y

ZIP+4 およびプライマリ (家番号) が確認済み。S

ZIP+4およびプライマリ (家番号)が確認済みで、デフォルトマッ
チ (HI_RISE_DFLT = Y)、セカンダリは確認されませんでした。

D

USPS ZIP+4 データに一致しない入力住所であるか、DPV デー
タがロードされていません。

空白

DPVConfirm

DPV 誤検出インジケータ。
誤検出マッチがありました。Y

誤検出マッチはありません。空白

DPVFalsePOS

一致した DPV レコードに関する情報。
ZIP+4 が一致しています。AA

ZIP+4 が一致していません。A1

住所がハッシュ テーブルに存在しないか、DPV データが
ロードされていません。

空白

DPVFootNote1
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説明フィールド名

一致した DPV レコードに関する情報。
すべての DPV カテゴリが一致しています。BB

プライマリ/家番号は DPV に一致しましたが、セカンダリ/ユ
ニット番号は一致しませんでした (存在しますが無効です)。

CC

プライマリ/家番号が欠落しています。M1

プライマリ/家番号が無効です。M3

プライマリ/家番号がDPVと一致しましたが、セカンダリ番号
が欠落しています。

N1

PS、RR、または HC Box 番号が欠落しています。P1

PS、RR、または HC Box 番号が無効です。P3

すべて軍施設住所です。F1

すべて局留め住所です。G1

すべて一意の ZIP Code 住所です。U1

住所がハッシュ テーブルに存在しないか、DPVデータがロー
ドされていません。

空白

注 : ユニーク ZIP Code は、独自の ZIP Code を与えられるのに十
分な量の郵便物がある会社、機関、または事業体に割り当てられる
ZIP Code です。

DPVFootNote2

一致した DPV レコードに関する情報。
CMRA に一致しましたが、PMB の指定がありません。R1

CMRAに一致し、PMBが指定されています (PMB 123または
#123)。

R2

住所がハッシュ テーブルに存在しないか、DPVデータがロー
ドされていません。

空白

DPVFootNote3

住所は、CDS 前処理に対して有効です。Y

住所は、CDS 前処理に対して有効ではありません。N

DPV がロードされていないか、DPV が確認されませんでし
た。

空白

DPVNoSTAT
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説明フィールド名

住所は、誤検出テーブルにありました。Y

住所は、誤検出テーブルにありませんでした。N

住所がハッシュ テーブルに存在しないか、DPV データがロー
ドされていません。

空白

DPVShutdown

住所は空家です。Y

住所は空家ではありません。N

DPVがロードされていないか、DPVが確認されませんでした
(したがって、空家かどうかはわかりません)。

空白

DPVVacant

Residential Delivery Indicator (RDI) の出力フィールド
Residential Delivery Indicator (RDI™) は、米国郵政公社 (USPS®) のデータ製品です。これによ
り、配達の種類が、居住用と事業用のどちらに分類されるかを特定できます。居住地に発送する
場合、その郵政公社を利用して発送するとコストを削減できるとともに、通常その他の宅配業者
から請求される追加料金がかからずに済みます。
注: RDI を使用するには、Delivery Point Validation (DPV) も有効になっており、米国通りデータ
セットが読み込まれている必要があります。

説明フィールド名

Residential Delivery Indicator (RDI) のリターン コード
• Y = 居住用
• N = 事業用
• 空白 = RDI による処理なし

RDIRetCode

LACSLink の出力フィールド
LACSLinkデータ出力フィールドには、LACSLinkデータセットを使用して検出されたマッチに関す
る情報が格納されます。

注 : フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。
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説明フィールド名

住所に変換フラグが付けられているかどうかを示します。
住所に LACS 変換フラグが付けられています。L

住所に LACS 変換フラグは付けられていません。空白

LACSLinkFlag

LACSLink インジケータ。

一致した LACSLink レコード。Y

LACSLink マッチが見つかりませんでした。N

誤検出の LACSLink レコード。F

LACSLink マッチを得るためにセカンダリ情報 (ユニット番号)
が除去されました。

S

LACSLink によって処理されていません。空白

LACSLinkIND

LACSLink リターン コード。

一致した LACSLink レコード。A

LACSLink マッチが見つかりませんでした。00

高層のデフォルトに一致しましたが、LACSLink変換は行われま
せんでした。

09

LACSLink マッチが見つかりましたが、LACSLink 変換は行われ
ませんでした。

14

LACSLink マッチを得るためにセカンダリ情報 (ユニット番号)
が除去されました。

92

LACSLink によって処理されていません。空白

LACSLinkRetCode

誤検出が生じ、LACSLinkライブラリがシャットダウンしました。Y

LACSLinkライブラリはシャットダウンしていないか、ロードされ
ていません。

N

LACSLinkShutdown

SuiteLink の出力フィールド
SuiteLink 出力フィールドには、SuiteLink データセットを使用して検出されたマッチに関する情報
が格納されます。
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注 : フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

説明フィールド名

SuiteLink レコードに一致しました。A

SuiteLink に一致しませんでした。00

この住所は SuiteLink によって処理されていません。空白

SuiteLink_Ret_Code

短い住所の出力フィールド
短い住所出力フィールドには、一致住所の省略形要素が格納されます。

注 : フォワード ジオコーディングのみでサポートされます。

説明フィールド名

使用可能な短い通り名とその他の住所行コンポーネントで構成可能な、最短
の住所行。

ShortAddressline

LASTLINE_SHORTに表示される出力都市名。この値は、CITYに似たロジッ
クによって決まります。可能な限り、この都市名は 13 文字以下です。
この出力都市名は、CASS ルールによって決まります。都市/州名、都市/州
名の略語、標準の最終行都市/州名のいずれかになります。

ShortCityName

住所の最終行。可能な限り、このフィールドは 29 文字以下です。

• 13 文字の都市名
• 2 文字 (カンマと空白)
• 2 文字の州の略語
• 2 文字の空白
• 10 桁の ZIP Code

ShortLastline

短い住所行を構成するために使用する短い通り名。
USPS が「30 Character Abbreviation - Cycle M Flow Chart」で定める処理
に基づいて、この名前を略記することが試みられます。住所が 30 文字以下
に短縮できなかった場合、このフィールドには、NAMEフィールドが返す値
と同じ通り名が含まれます。

ShortStreetName
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説明フィールド名

ADDRLINE_SHORT フィールドからの後置方位記号。ShortPostDirectional

ADDRLINE_SHORT フィールドからの前置方位記号。ShortPreDirectional

ADDRLINE_SHORT フィールドからの通りタイプ。ShortStreetType

セグメントの出力フィールド
セグメント出力フィールドには、データプロバイダによって識別される通りセグメントに関する
情報が格納されます。

説明フィールド名

通り左側からの国勢調査細分区 ID。交差点マッチングには適用されません。LeftBlockID

通り右側からの国勢調査細分区 ID。交差点マッチングには適用されません。RightBlockID

Census 2010 Geography の現在の左のブロック接尾語。一致するレコード
がポイントレベル データから取得されている場合、このフィールドは空白
になります。

LeftSFXBlock

Census 2010 Geography の現在の右のブロック接尾語。一致するレコード
がポイントレベル データから取得されている場合、このフィールドは空白
になります。

RightSFXBlock
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説明フィールド名

マッチを得るために使用したデータのタイプ。
USPS0

TIGER1

TomTom Streets ジオコーディング データセット2

HERE Streets ジオコーディング データセット6

TomTom Points ジオコーディング データセット7

Centrus Points ジオコーディング データセット8

補助ファイル9

ユーザ辞書10

HERE Points ジオコーディング データセット11

Master Location Data12

DataType

候補マッチングのためのソース データ ベンダー。DataTypeName

範囲内の家番号の最大値。交差点マッチングには適用されません。HiRange

範囲内のユニット番号の最大値。交差点マッチングには適用されません。HighUnit

範囲内の ZIP+4 の最大値。交差点マッチングには適用されません。HiZip4
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説明フィールド名

最初の文字は、以下のとおりです。
通常の通り マッチN

エイリアス マッチ (建物、エイリアス、企業名などを含む)A

次の 2 文字は、以下のとおりです。
基本インデックス (通常の住所マッチ)01

USPS の通り名エイリアス インデックス02

USPS の建物インデックス03

Statewide Intersection エイリアス (Usw.gsi、Use.gsi、または
Us.gsi ファイルを使用する場合)

05

空間データの通り名エイリアス (Us_pw.gsi、Usw.gsi、
Us_pe.gsi、Use.gsi、Us_ps.gsi、Usp.gsi、Us_psw.gsi、または
Us_pse.gsi ファイルの使用が必要な場合)

06

代替インデックス (ZIP9.gsu、ZIP9E.gsu、および ZIP9W.gsuを
使用する場合)

07

LACSLink08

未使用09

補助ファイルとの一致09

Centrus Alias インデックス (usca.gsi 使用時)10

POI インデックス (poi.gsi 使用時)11

USPS 優先エイリアス12

ZIPMove マッチ (us.gsz 使用時)。
us.gszデータ ファイルには、再編成された ZIP+4コードが含ま
れ、都市名や金融番号が変更されています。具体的には、ZIPMove
で金融エリアの変更が可能になっています。これは、入力された
都市が複数の金融エリアにある場合や ZIPMove データに古い住
所が含まれている場合を除き、CASS検索では金融エリアを変更
できないためです。

13

拡張中心点マッチ (us_cent.gsc または bldgcent.gsc 使用時)14

IsStreetAlias

範囲内の家番号の最小値。交差点マッチングには適用されません。LoRange

ユニット番号の最小値。交差点マッチングには適用されません。LowUnit

この範囲内の ZIP+4 の最小値。交差点マッチングには適用されません。LoZip4

156Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

国固有の優先設定とフィールド



説明フィールド名

入力場所から一致した通り セグメント、ポイント住所、または交差点まで
の距離 (フィート単位)。

注 : リバースジオコーディング専用です。

NearestDistance

後置方位記号。空白、N、S、E、W、NE、NW、SW、または SE。StreetPostDirectional

前置方位記号。空白、N、S、E、W、NE、NW、SW、または SE。StreetPreDirectional

州、都市、金融番号。QCity

住所範囲での家番号の奇偶性を示します。
偶数E

奇数O

両方B

RangeParity

範囲レコード タイプを表します。
補助ファイルA

FirmF

General DeliveryG

HighriseH

郵便局/PO BoxP

Rural RouteR

StreetS

TIGER レコードと一致T

ユーザ辞書U

交差点マッチングには適用されません。

RecType
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説明フィールド名

道路クラス コード。
補助道路、メイン データ ファイル0

幹線道路、メイン データ ファイル1

補助道路、補足ファイル10

幹線道路、補足データ ファイル11

交差点マッチングには適用されません。

RoadClass

セグメントに含まれる家番号の最大値。SegmentHighRange

セグメントに含まれる家番号の最小値。SegmentLowRange

セグメントの方向。
番号は順方向です。F

番号は逆方向です。R

SegmentDirection

プレミアムデータベンダーからのセグメント ID (TLID)またはユニーク ID。
交差点マッチングには適用されません。

SegmentID

セグメントの奇偶性。奇偶性とは、セグメントの奇数番号が通りのどちら側
にあるかを示すものです。

通りの左側L

通りの右側R

通りの両側B

不明U

SegmentParity

一致した住所は、通りの以下の側に面しています。
通りの左側。L

通りの右側。R

通りの両側。B

どちら側か不明。U

ここでいう左右とは、セグメントの両端とセグメントの方向
(SEGMENT_DIRECTION) を基準にしたものです。

StreetSide
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説明フィールド名

通りタイプ。ThoroughfareType

その他の出力フィールド
その他の出力フィールドには、マッチングに関するその他の情報が格納されます。

説明フィールド名

補助ファイルから得られるユーザ データ。補助ファイルがない場合は空白
です。

AUXUserData

Core Based Statistical Area (CBSA) 区分名。CBSADivisionName

Core Based Statistical Area (CBSA) 区分番号。CBSADivisionNumber

住所がある Core Based Statistical Area (CBSA) の名前。
CBSA は、大都市圏と小都市圏の両方を指す総称です。大都市圏は人口が
50,000 人以上で、小都市圏は人口が 10,000 ～ 49,999 人です。詳細につい
ては、「Metropolitan andMicropolitan Statistical Areas」セクション (米国国
勢調査局 Web サイト) を参照してください。
http://www.census.gov/population/www/metroareas/metroarea.html

CBSAName

Core Based Statistical Area (CBSA) 番号。CBSANumber

Combined Statistical Area (CSA) 名。CSAName

Combined Statistical Area (CSA) 番号。CSANumber

住所の緯度。LAT

住所の経度。LON

マッチしたレコードを表すジオコーディングデータセットのインデックス。MatchedDB

補助ファイルから得られた MCD (Minor Civil Division) 名。補助ファイルと
の一致がない場合は空白です。

MCDName
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説明フィールド名

補助ファイルから得られた MCD (Minor Civil Division) 番号。補助ファイル
との一致がない場合は空白です。

MCDNumber

住所がある Core Based Statistical Area (CBSA) が大都市圏か小都市圏かを
示します。次のいずれかです。

住所はMetropolitan Statistical Area (大都市統計圏)にあります。
大都市圏の人口は 50,000 人以上です。

Y

住所は大都市統計圏内にありません。小都市圏内にあります。
小都市圏の人口は 10,000 ～ 49,999 人です。

N

空白です (郡は CBSA を含みません)。空白

MetroFlag

2 行にわたる住所でどちらの行が住所の解決に使用されたかを示します。ResolvedLine
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米国ジオコーディングの追加トピック

APN と標高を含む MLD 拡張属性

(米国) この機能により、pbKey を持つ住所指定可能な場所に関連付けられた拡張属性を利用でき
ます。住所が、Master Location Data (MLD)と一致すると、Global Geocodingモジュール から、
その住所に関連付けられたその他のプロパティ情報が返ります。こうした情報の例として、
Assessor's Parcel Number (APN)、標高、住所タイプ、ロット サイズが挙げられます。APNを使
用すると、小区画を特定して、Parcel IDを、資産や保険リスクの属性といった、保険業界のその
他の情報にリンクさせることができます。詳細については、出力フィールドをすべて示した次の
リストを参照してください。

必要条件
MLD 拡張属性が返るようにするには、以下が必要です。
• Master Location Data データセット
• 通りデータセット
• MLD 拡張属性データセット
• MLDデータセットとMLD拡張属性データセットのヴィンテージは、互いに、4か月以内である
ことを推奨します。

設定
• MLD拡張属性は、Spectrumのジオコーディングモジュールとも、GlobalGeocodingSDK (GGS)
による Global Geocoding API (JAVA または REST) とも併用可能です。
• EGM-USA: Management Console で、[出力] または [出力データ] タブを確認して、[MLD 拡
張属性] オプションを選択します。出力フィールドが、[プレビュー] タブに表示されます。ま
たは、ステージから、Enterprise Designer 経由で返ります。
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MLD 拡張属性の出力フィールド (オプション)

説明フィールド

ユニット数に関する住所タイプ:

S – 単一のユニット
M – 複数のユニット
P – 私書箱
X – 不明

AddressType

Assessor's Parcel Number。APN

自治体として認可された場所インジケータ。
I – 自治体として認可された場所
N – 自治体として認可されていない場所
X – 不明

IncorpPlaceInd

小区画のロット サイズ (平方フィート単位)。存在しなければ 0。LotSize

L小区画のロット サイズ (平方メートル単位)。存在しなければ 0。LotSizeMeters

最小内包円の緯度を小数点以下 6 桁まで小数点省略で表記。存在しなければ 0。MECLatitude

最小内包円の経度を小数点以下 6 桁まで小数点省略で表記。存在しなければ 0。MECLongitude

最小内包円の半径 (平方フィート単位)を整数で表記。例: 1234は 1,234フィートを示
しています。

MECRadius

最小内包円の半径 (メートル単位) を小数点以下 1 桁まで表記。MECRadiusMeters

フィート単位の海抜を小数点以下 1 桁まで表記。例: 12.5 フィート標高
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説明フィールド

使用状況のインジケータ:

R – 個人使用
B – 企業使用
M – 混在使用 - 個人および企業
X – 不明な使用

ResidentialBusiness

TIGER Face 識別子。このフィールドは、外部データを使用した、すべての Census
ジオコードとの照合に使用可能です。存在しなければ 0。

TigerFaceID

TIGER Place コード。存在しなければ 0。TigerPlace

TIGER 都市部識別子。都市部を定義する識別子。存在しなければ 0。UrbanAreaID

都市部の Census 人口。存在しなければ 0。UrbanAreaPop

都市部インジケータ。Censusに従い、TIGERUACEコードを使用して住所の都市分
類を定義するインジケータ。

Urbanicity

PBKey ZIP 中心点の位置

ジオコーダのデフォルト動作は、住所レベルのジオコードがある住所指定可能な場所に対し、
Master Location Dataからの一致を返すことです。PBKey ZIP中心点機能により、MLDに対する
マッチング時に ZIP中心点を返すことができます。高品質の場所情報がない住所の場合、このオ
プションにより pbKeyTM unique identifier を利用できるようになります。この識別子により、
GeoEnrichment データを使用して追加の住所情報を解読できるだけでなく、運用処理の効率化を
実現します。ジオコーディングにおいて、住所の対象範囲と整合性を最大化できます。これらの
住所を含めることにより、一致率を高め、一致の誤検出率を低下させます。また、米国の既知の
住所すべてで pbKeyTM ユニーク ID を利用できるようにします。デフォルトでは無効になってい
ます。有効にするには、適切な CLI コマンドを使用します。詳細については、「setting コマン
ド」を参照してください。

注 : この機能は Master Location Data でのみ使用できます。
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POI (ポイント情報) マッチング

Master Location Dataおよび HERE Point Addressesに付属するオプションの POI (ポイント情報)
インデックス ファイル (poi.gsi) は、エイリアス名マッチングの拡張サポートを提供します。
POI マッチングを有効にするには:

1. MLD または HERE Point Addresses データをデータベース リソースとして追加します。
2. [住所行で建物検索] チェック ボックスがオンになっていることを確認します。このオプショ

ンを有効にし、会社、建物、または POI名が mainAddress入力フィールドに指定されてい
ると、POI インデックス ファイルが自動的に検索されます。

3. POIインデックスファイルとのエイリアス一致が得られた場合はIsStreetAlias出力フィー
ルドにより、中央線一致の場合はCenterlineIsAliasフィールドにより、A11が返されま
す。これらのフィールドの戻り値を有効にするには、[返す値]で [セグメント]および [中央線]
のオプションを選択します。

Expanded Centroids

Master Location Data (MLD) で一致した住所に対して複数のポイントレベル ジオコードが有効に
なることがあります。さまざまなタイプのポイントレベルジオコードの詳細については、住所の
ロケーション コード（206ページ） の "APnn"の定義を参照してください。MLDデータで複数の
ポイントレベルジオコードが有効なときは、マッチした住所データとともに最も品質の高いジオ
コードが返されます。
Expanded Centroidsマッチとして返されるロケーション コードは、値が "APnn"で、データ型が
"MASTER LOCATION" になります。
拡張中心点マッチは、IsAlias リターン フィールドの "A14" という値で示されます。拡張中心点
マッチで返されるロケーションコードは、値が "APnn"で、データタイプが "MASTERLOCATION"
になります。

拡張マッチ コード

拡張マッチコードにより、家番号、ユニット番号、ユニットタイプの各フィールドにおけるすべ
ての変更に関する追加情報が返されます。また、無視された住所情報があったかどうかも示しま
す。拡張マッチ コードが返るのは、住所レベル マッチ (A、G、H、J、Q、R、S、T または U で
始まるマッチコード)のみです。その場合、3桁目の 16進数がマッチコードに追加されています
(「マッチ コード（196ページ）」を参照)。
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注 : 典型的なマッチ コードは最大 4 文字から成り、最初の英字 1 文字に 2 または 3 桁の
16 進数が続きます。3 桁目の 16 進数は、交差点マッチ、または拡張マッチ コードの一部
用に設定されます。
以下は、3 桁目の 16 進数の値についての情報です。
• 交差点マッチについては、「一致に関する16進数（199ページ）」を参照してください。
• マッチ コードについては、「Definitions for Extended Match Code (3rd hex digit
values)」を参照してください。

拡張マッチ コードの戻り値は、デフォルトで有効になっており、変更できません。

拡張マッチ コードの戻り値
次のいずれかの条件の適用時には、"Address information ignored" が指定されます。
• 入力住所が住所を二重に含む (入力住所に 2 つの完全な住所がある) 。例: 4750 Walnut St.P.O
Box 50

• 入力の最終行の余計な情報 (都市、州、郵便番号以外) が無視された。例えば、"Boulder, CO
80301 USA" の場合、"USA" がマッチング時に無視されます。

以下のテーブルで、拡張マッチ コードの 3 桁目の 16 進数が返す値について説明します。

説明拡張コー
ド

出力住所行入力住所行

ユニット番号およびユニット タイプが含まれる場
合、行のすべての住所がそれらを含めて一致してい
ます。

04750 WALNUT ST STE
200

4750 WALNUT ST STE
200

ユニット番号およびユニット タイプが含まれる場
合、それらが一致しています。住所行の余分な情報
が無視されています。マッチングで考慮されない余
計な情報は返されません。

14750 WALNUT ST4750 WALNUT ST C/O
JOE SMITH

ユニット番号が一致しています。ユニットタイプが
変更されています。

24750 WALNUT ST STE
200

4750 WALNUT ST UNIT
200

ユニット番号が一致しています。ユニットタイプが
変更されています。住所行の余分な情報が無視され
ています。マッチングで考慮されない余計な情報は
返されません。

34750 WALNUT ST STE
200

4750 WALNUT ST UNIT
200 C/O JOE SMITH
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説明拡張コー
ド

出力住所行入力住所行

ユニット番号が、変更または無視されています。44750 WALNUT ST STE
200

4750 WALNUT ST STE
2-00

ユニット番号が、変更または無視されています。住
所行の余分な情報が無視されています。マッチング
で考慮されない余計な情報は返されません。

54750 WALNUT ST STE
200

4750 WALNUT ST STE
2-00 C/O JOE SMITH

ユニット番号が、変更または無視されています。ユ
ニットタイプが、変更または無視されています。こ
の例では、Suite 400 は入力住所として有効ではあ
りませんが、無効なユニット番号が原因で住所マッ
チが妨げられません。

64750 WALNUT ST STE
400

4750 WALNUT ST STE
400

ユニット番号が、変更または無視されています。ユ
ニットタイプが、変更または無視されています。住
所行の余分な情報が無視されています。マッチング
で考慮されない余計な情報は返されません。

74750 WALNUT ST STE
200

4750 WALNUT ST UNIT
2-00 C/O JOE SMITH

ユニット番号およびユニット タイプが含まれる場
合、それらが一致しています。家番号が、変更また
は無視されています。

84750 WALNUT ST STE
200

47-50 WALNUT ST STE
200

ユニット番号およびユニット タイプが含まれる場
合、それらが一致しています。家番号が、変更また
は無視されています。マッチングで考慮されない余
計な情報は返されません。

94750 WALNUT ST STE
200

47-50 WALNUT ST STE
200 C/O JOE SMITH

ユニット番号が一致しています。ユニットタイプが
変更されています。家番号が、変更または無視され
ています。

A4750 WALNUT ST STE
200

47-50 WALNUT ST UNIT
200

ユニット番号が一致しています。ユニットタイプが
変更されています。家番号が、変更または無視され
ています。住所行の余分な情報が無視されていま
す。マッチングで考慮されない余計な情報は返され
ません。

B4750 WALNUT ST STE
200

47-50 WALNUT ST UNIT
200 C/O JOE SMITH

家番号が、変更または無視されています。ユニット
番号が、変更または無視されています。

C4750 WALNUT ST STE
200

47-50 WALNUT ST STE
20-0
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説明拡張コー
ド

出力住所行入力住所行

家番号が、変更または無視されています。ユニット
番号が、変更または無視されています。住所行の余
分な情報が無視されています。マッチングで考慮さ
れない余計な情報は返されません。

D4750 WALNUT ST STE
200

47-50 WALNUT ST STE
20-0 C/O JOE SMITH

家番号が、変更または無視されています。ユニット
番号が、変更または無視されています。ユニットタ
イプが、変更または無視されています。

E4750 WALNUT ST STE
200

47-50 WALNUT ST UNIT
20-0

家番号が、変更または無視されています。ユニット
番号が、変更または無視されています。ユニットタ
イプが、変更または無視されています。住所行の余
分な情報が無視されています。マッチングで考慮さ
れない余計な情報は返されません。

F4750 WALNUT ST STE
200

47-50 WALNUT ST UNIT
2-00 C/O JOE SMITH

都市のみの最終行マッチング

都市のみの最終行マッチングは、最終行に都市のみが入力された場合の住所マッチングを可能に
する機能です。都市名は、mainAddress (単一行住所入力の場合)、LastLine、またはareaName3

のいずれかのフィールドに入力されている必要があります。
最終行に都市のみが入力されている場合は、入力された都市が存在するすべての州が検索されま
す。そのため、最終行に都市と州が入力されている場合と比べて、マッチ件数 (マッチ コード
E023 または E030 が返されるケース) は多くなる可能性があります。
制約:

• 都市のみの最終行マッチング機能は、CASS モードではサポートされていません。
• 都市のみの最終行マッチング機能は、ユーザ辞書に対するマッチングではサポートされていま
せん。

• 都市のみの最終行に対してマッチングを行う際には、[都市名よりも郵便番号を優先]のマッチン
グ オプション設定は無視されます。

• 都市のみの最終行マッチングは、誤検出マッチが返されることを防ぐために、緩和マッチ モー
ドでは実行しないことを強く推奨します。

最終行の修正

[最後の行を修正して出力] が有効になっている場合は、住所が一致しなかったり存在しなかった
りした場合でも、出力の最終行の要素が修正されて、適切な ZIP Codeまたは Soundexによる近
似一致が提供されます。この機能はデフォルトで無効になっています。
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最終行の修正が有効になっている場合は、以下の要素が修正されます。
• 都市の修正 -都市の修正は、入力された ZIP Codeに基づいて行われます。ただし、都市と州に
対する一致が存在する場合は、両方の検索エリアが保持されます。ZIP Codeが入力されていな
いときは、入力された州が正しいか、正式名で正しく表記されている必要があります。返され
るロケーション コードと座標は、出力 ZIP Code に基づいて設定されます。
• 入力された都市が誤っている場合:

HAUDENVILLE MA 01039
戻り値: LASTLINE=HAYDENVILLE, MA 01039 LAT= 42396500 LON= -72689100

• 州の修正 - 州は、正式名で正しく表記されているときは省略形になり、ZIP Code が存在すると
きは修正されます。州の入力にはいくつかのバリエーションがあり、ILL、ILLI、CAL は認識さ
れますが、MASS は認識されません。米国のジオコーダはバリエーションの省略形を変更と見
なさないので、ILLから ILはマッチコードで変更として識別されません。さらに、ZIP Codeが
1 つしかない都市の ZIP Code の出力は変更と見なされません。
• 入力された都市が存在する場合:

Bronx NT, 10451
戻り値: LASTLINE= BRONX, NY 10451

Bronx NT
戻り値: LASTLINE= BRONX NT
修正に必要な ZIP Code がない。

• 入力された都市が存在しない場合 - ZIP Code に対応する都市が返される:

60515
戻り値: LASTLINE=DOWNERS GROVE, IL 60515
MATCH_CODE=E622

ILLINOIS 60515 (または ILL 60515 または IL 60515 または ILLI 60515)
戻り値: LASTLINE=DOWNERS GROVE, IL 60515
MATCH_CODE=E222

• ZIP Code の修正 - ZIP Code は、有効な都市/州が特定され、その都市に ZIP Code が 1 つしか
ない場合にのみ修正されます。
• 入力されている場合:

HAUDENVILLE MA 01039
戻り値: LASTLINE=HAYDENVILLE, MA 01039

• 入力が誤っている場合 - ZIP Code の修正は行われず、両方の検索エリアが保持される:
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HAUDENVILLE MA 01030
戻り値: LASTLINE=HAYDENVILLE, MA 01030
都市と ZIP Code が対応していない。

• 入力されていない場合:

DOWNRS GROVE, IL
戻り値: LASTLINE=DOWNERS GROVE, IL
都市に複数の ZIP Code がある。
LILSE IL
戻り値: LASTLINE=LISLE, IL 60532
都市に ZIP Code が 1 つしかない。
DOWNERS GROVE LL
戻り値: LASTLINE=DOWNERS GROVE LL,
修正に必要な ZIP Code がない。
DOWNRS GROVE, LL
戻り値: LASTLINE=DOWNRS GROVE, LL
修正に必要な ZIP Code がない。
LILSE ILLINOIS
戻り値: LASTLINE= LISLE, IL 60532
州が正式名で正しく表記されている。
LISLE ILLINOS
戻り値: LASTLINE= LISLE ILLINOS
州の正式名が誤っており、修正に必要な ZIP Code がない。

注 : 返されるマッチ コードについては、最終行の修正マッチ コード（202ページ）を参照
してください。

住所範囲マッチング

一部の事業拠点は、住所範囲によって識別されます。例えば、ショッピングプラザの住所が10-12
Front St. となる場合があります。一般的に、ビジネス郵便の宛先にはこのような事業拠点が指定
されます。このような住所範囲は、補間された範囲の中間点にジオコーディングすることができ
ます。
住所範囲は、一部の大都市圏に見られるハイフン (ダッシュ) で結ばれた住所とは異なります。例
えば、Queens County (New York City) にハイフンで結ばれた 243-20 147 Ave という住所がある
とします。これは (住所範囲ではなく) 単一の住宅を表しており、単一の住所としてジオコーディ
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ングされます。ハイフンで結ばれた住所が完全一致として返される場合、Spectrum™Technology
Platform住所範囲マッチの取得は行われません。
住所範囲は実際の配達可能な USPS® 住所ではないため、住所範囲マッチングは Exact モードま
たは CASSモードでは利用できません。以下のフィールドは、住所範囲ジオコーディングによっ
て返されません。
• ZIP + 4® (複数セグメントの場合)
• 配達ポイント
• チェック ディジット
• 配達ルート
• レコード タイプ
• 複数ユニット
• デフォルト フラグ
住所範囲マッチングは、以下のガイドラインに従って機能します。
• ハイフンで区切られた 2 つの番号が必要です。
• 最初の番号は 2 つめの番号よりも小さくなくてはいけません。
• 2 つの番号の奇偶性 (奇数か偶数か) は同じでなければなりません。ただし、住所範囲そのもの
に奇数番号の住所と偶数番号の住所が混在している場合を除きます。

• 2つの番号は、同じ通りセグメント上にあっても、2つの異なるセグメント上にあってもかまい
ません。セグメントは連続していなくてもかまいません。

• 2つの番号が同じ通りセグメント上にある場合、ジオコーディング後のポイントは、住所範囲の
ほぼ中間点に補間されます。

• 2つの番号が異なるセグメント上にある場合、ジオコーディング後のポイントは、最初のセグメ
ント上の有効な最後の家番号に基づきます。ZIP Code と FIPS コードは、最初のセグメントに
基づきます。

• すべての場合において、ポイントを通りの正しい側に配置するために奇偶性が評価されます。

サポートされていないオプション

• [カスタム モードの必須一致フィールド] 設定を使用したマッチング時には、 [都市/町の下位区
分] および [州/省の下位区分] オプションがサポートされません。
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カスタム データセット ビルダ

Pitney Bowesのカスタムデータセットビルダは、スタンドアロンのコマンドラインユーティリ
ティで、ユーザがカスタムのデータセットを作成し、住所データを Spectrum Global Geocoding
モジュール (GGM) と統合するために使用できます。このように作成されたカスタム データセッ
トは、GGMの標準のデータセットの補足として使用できます。また、特定のデータセットに固有
の機能を満たすため、ジオコーディングの動作を強化し、最適化する目的にも利用できます。

カスタム データセット ビルダのワークフロー
• パッケージを展開します。ソース データが要件を満たしていることを確認します。
• サポートされている国と言語を確認します。1ケ国用またはサポートされているすべての国に対
応するサンプルのジオコーディング設定を作成します。ジオコーディング設定をカスタマイズ
します。

• カスタム データセットを構築します。データセットを Spectrum と統合します。

フィーチャ

カスタム データセット ビルダは、次の機能をサポートしています。
• 特定のデータセットに固有のデータを含む、サポートされている国の通りおよび住所ポイント
のフォワード ジオコーディング。

• 米国を除く、サポートされているすべての国でのリバース ジオコーディング。
• Global Geocoding モジュールでサポートされている 100 を超える国と言語でのデータ統合。
「カスタム データセット ビルダのサポート対象国」を参照してください。

• MapInfo TAB のソース ファイル入力形式 (Native および NativeX) がサポートされています。

制限事項

カスタム データセット ビルダを使う前に、以下の点を考慮してください。
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• カスタムデータセットビルダは、特殊文字 ( , # $%など)が含まれる TABファイル名をサポー
トしていません。カスタム データセット ビルダで使う TAB ファイルの名前に特殊文字が使わ
れている場合は、名前を変更する必要があります。

• カスタム データセット ビルダは、バイト オーダー マーク (BOM) Unicode文字をサポートして
いません。メモ帳など、一部のエディタでは、テキストを UTF-8 形式で保存すると BOM が追
加されるため、JSONファイルを編集するときはBOMを追加しないエディタ (Notepad++など)
を使う必要があります。

• 複数の TAB ファイルを使用する国のデータの作成はサポートされていません。
• オプションのパラメータ -usePackagedLib は、Spectrum バージョン 2019.1 以降、および
SPD バンドル OCT2019 以降でのみ動作します。

ソース データの必要条件

ソース データは、次の条件を満たす必要があります。
• ソース ファイルは MapInfo TAB (Native または NativeX) でなければなりません。
• データのソース レコードは、ポイント ジオメトリまたはライン ジオメトリ (セグメントで構成
されたデータ) を含んでいる必要があります。TAB ファイルで緯度と経度を表形式で (個別の列
で) 使用できる場合は、それらの列を使用してジオメトリを生成する必要があります。

• データは、すべての必須のフィールドが含まれるスキーマに納められている必要があります。
これらのフィールドは、データセットのビルドプロセス中にマッピングされます。特定のレコー
ドで必須のフィールドの値が空白の場合、そのレコードはデータセットにインポートされませ
ん。

• 検索エリアコード (SAC)フィールドは郵便番号にマッピングされるのが理想的です。これは、
ほとんどのケースで最も論理的なグループ分けです。ただし、米国、ドイツ、およびカナダで
は必要ありません。

• Spectrum 2019.1 以降が必要です。また、SPD バンドルのヴィンテージは OCT2019 以降でな
ければなりません。

カスタム データセット ビルダを使用する前に

カスタム データセット ビルダは、Spectrum Technology Platform および Global Geocoding モ
ジュールをインストールすると使用できるようになります。場所は
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server\modules\GlobalGeocode\customdatasetbuilder.です。ドキュメント (このド
キュメント) はそのディレクトリにあります。

カスタム データセット ビルダのコマンド

注 : カスタムデータセットビルダのコマンドを使う前に、インストールされているすべて
の Global Geocoding モジュール データセットへのパスを調べる必要があります。

カスタム データセット ビルダのコマンドは、コマンド ラインを使用して、ツールのインストー
ル場所のルートから実行されます。各コマンドの先頭には - (ハイフン) を付加します。使用でき
るコマンド
• help: カスタム データセット ビルダが提供しているコマンドの一覧をユーザに表示するととも
に、コマンドを使用してユーザのデータを効果的に取り込む方法について示します。

java -Xmx512m -jar cdb-<version>.jar –help

• findCountryWithLanguage:このコマンドを使用すると、カスタムデータセットビルダでのカ
スタム データ作成でサポートされている国を把握できます。さらに、データの言語についての
情報も提供されます。いずれの情報もテキストファイルに書き出されます (cdb-<バージョン>.jar
と同じ場所に配置されます)。ユーザは後でこのテキストファイルを使用して、国およびサポー
トされる言語ごとの初期設定を生成できます。

java -Xmx512m -jar cdb<version>.jar
-findCountryWithLanguage-folderLocation="$folderLocation" -usePackagedLib

findCountryWithLanguage コマンドのパラメータは以下のとおりです。
• folderLocation: この値は、すべての SPD が抽出形式で配置される、親フォルダの場所です。
• usePackagedLib: SPDのライブラリではなく、カスタムデータセットビルダツールにバンド
ルされているライブラリを使用するオプションのパラメータ (米国では必須)。

• createConfig:このコマンドを使用すると、ユーザは国固有の設定 (JSONファイル)を作成でき
ます。これには、ユーザデータを取り込むためのユーザデータ情報の詳細なマッピングが含ま
れています。

java -Xmx512m -jar cdb<version>.jar–createConfig
-folderLocation="$folderLocation"
-country="$country_code"-dataType="$data_type" -language="$language_code"
-userProfile="basic/advance"-usePackagedLib
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createConfig コマンドのパラメータは以下のとおりです。
• folderLocation: この値は、すべての SPD が抽出形式で配置される、親フォルダの場所です。
• country:ユーザが提供する必要がある設定を生成する場合に必要な必須の情報で、設定ファイ
ルを作成する国です。国情報は、3 文字の ISO コードでのみ指定できます。

• language: ユーザが取り込むデータの言語を指定するためのオプションのフィールドです。こ
のフィールドは、Pitney Bowes ジオコーディング ソフトウェアの現在のオファリングと一致
している必要があります。このフィールドの値は、デフォルトで "en" (ラテンまたはプレーン
な英語) に設定されています。

• datatype: 取り込むデータのタイプを指定するオプションのパラメータです。範囲データは
"Street"にマッピングされ、ポイントデータは "AP"にマッピングされます。例: datatype=Street

• userProfile:オプションのパラメータです。ユーザの技術的能力に応じて、basicまたはadvanced
を指定します。デフォルト値はbasicです。basicを指定すると、高度な設定を含まないデフォ
ルトの JSON が作成されます。
ユーザ プロファイルとして advancedを指定すると、basicで提供されるすべての設定に加え
て、追加の設定要素が提供されます。DEU、CAN、および USA ではサポートされません。

• usePackagedLib: SPDのライブラリではなく、カスタムデータセットビルダツールにバンド
ルされているライブラリを使用するオプションのパラメータ (米国では必須)。

• buildAll: buildAllコマンドを使用すると、createConfigコマンドと同様に、サポートされている
すべての国および言語の設定を一度に作成できます。

java -Xmx512m -jar cdb-^<version>.jar -buildAll -folderLocation=
"$folderLocation" -userProfile="basic/advance" -usePackagedLib

buildAll コマンドのパラメータは以下のとおりです。
• folderLocation: この値は、すべての SPD が抽出形式で配置される、親フォルダの場所です。
• userProfile:オプションのパラメータです。ユーザの技術的能力に応じて、basicまたはadvanced
を指定します。デフォルト値はbasicです。basicを指定すると、高度な設定を含まないデフォ
ルトの JSON が作成されます。
ユーザ プロファイルとして advancedを指定すると、basicで提供されるすべての設定に加え
て、追加の設定要素が提供されます。DEU、CAN、および USA ではサポートされません。

• usePackagedLib: SPDのライブラリではなく、カスタムデータセットビルダツールにバンド
ルされているライブラリを使用するオプションのパラメータ (米国では必須)。
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• createDictionary: ユーザは、createConfig コマンドに説明されているすべての関連する設定を
完了した後、このコマンドを使用して、ユーザ データを Pitney Bowes ジオコーディング ソフ
トウェアで利用可能な形式に取り込むビルド処理を開始できます。

java -Xmx512m -jar cdb<version>.jar -createDictionary
-folderLocation="$folderLocation"
-configFilePath="$configFilePath" -usePackagedLib

createDictionary コマンドのパラメータは以下のとおりです。
• configFilePath: 引数は、JSON ファイルの絶対パスです。
• folderLocation: この値は、すべての SPD が抽出形式で配置される、親フォルダの場所です。
• usePackagedLib: SPDのライブラリではなく、カスタムデータセットビルダツールにバンド
ルされているライブラリを使用するオプションのパラメータ (米国では必須)。

カスタム データセットの構築

カスタム データセットの構築では、カスタマイズされた JSON ファイルを入力として使用しま
す。また、ビルドコマンドを実行して、出力としてデータセットを構成するバイナリファイルを
作成します。
カスタム データセットを構築するには、コマンド プロンプトから次のコマンドを実行します。

java -Xmx512m -jar cdb-<version>.jar -createDictionary
-configFilePath="$configFilePath"

カスタム データセット ビルダは、データセットを構築し、指定されたフォルダに配置します。

Spectrum との統合

カスタムデータセットをビルドし、適用する国のインストール先フォルダに配置した後で、この
データセットを選択して Spectrum Management Console で使用できます。
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1 ケ国用の設定ファイルの作成

1 ケ国用のサンプル設定ファイルを作成すると、デフォルトの JSON ファイルが用意されます。
このファイルを変更して、カスタム データセットの構築に使用できます。
1 ケ国用のサンプル設定ファイルを作成するには、コマント プロンプトで次のコマンドを実行し
ます。

java -Xmx512m -jar cdb-&version>.jar -createConfig
-folderLocation="$folderLocation" -country="$country_code"
-dataType="$data_type" -language="$language_code"
-userProfile="basic/advance"

個別のパラメータの詳細については、「カスタムデータセットビルダのコマンド」を参照してく
ださい。
カスタム データセット ビルダにより、その国用の JSON ファイルが作成されます。

フランスの設定

カスタムデータセットビルダは、他の国で使用するのと同様のコマンドを使用した、フランス、
フランスの海外領土であるグアドループ (GLP)、フランス領ギアナ (GUF)、マルティニーク (MTQ)、
マヨット (MYT)、レユニオン (REU)、およびモナコ公国 (MCO)のデータの作成をサポートしてい
ます。
これらの領土の住所をジオコーディングする場合は、フランスの住所と同様に、関連するすべて
の設定を指定します (領土のコードではなく国コード FRAを指定するなど)。親の国コード (FRA)
とともに、これらの領土の一致候補が返ります。
必要条件

• データは TAB 形式 (Native または NativeX) にする必要があります。
結果:

• 通りジオコーディングのカスタムデータセットを使用する場合、結果コードには、ユーザデー
タセットを表す "U" が含まれており、候補が標準住所データセットから作成された場合に付け
られる "A" と区別されます。例えば、S5HPNTSCZA の代わりに S5HPNTSCZU となります。

制限:
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• カスタム データセット ビルダで作成されたデータは、現時点ではインタラクティブ ジオコー
ディングをサポートしていません。

米国の設定

米国のデータによってカスタム データセットを作成する場合は、
USA_DataManagerSettings.propertiesに特定の値を指定する必要があります。このプロパ
ティ ファイルは、cdb-<バージョン>.jar ファイルと同じ場所にあります

java -Xmx512m -jar cdb-<version>.jar -createDictionary
-folderLocation="$folderLocation" -configFilePath="$configFilePath"
-usePackagedLib

注 : 米国のデータを作成するには、通りデータセットのインストールが必要です。さらに、
-usePackagedLibパラメータを使用する必要があります。このためには、Spectrum2019.1
以降、および SPD バンドルのヴィンテージ OCT2019 以降が必要です。

DICTIONARY_PATH1:この値は、米国の住所辞書が展開された形式で存在するフォルダのパスに
なります。
LIB_PATH: この値は、GGM モジュールの bin で使用可能な OS 固有 DLL のパスになります。
例: LIB_PATH="..\Spectrum\server\modules\GlobalGeocode\bin"

usePackagedLib: 米国のデータを作成するには、このパラメータが必須です。このパラメータを
指定すると、SPD のライブラリではなく、カスタム データセット ビルダ ツールにバンドルされ
ているライブラリが使用されます。
必要条件

• Spectrum 2019.1 以降が必要です。
• SPD バンドルのヴィンテージ OCT2019 以降が必要です。
• 通りデータセットが既にインストールされている必要があります。
• データは TAB 形式 (Native または NativeX) にする必要があります。
結果:

• 通りジオコーディングのカスタムデータセットを使用する場合、結果コードには、ユーザデー
タセットを表す "U" が含まれており、候補が標準住所データセットから作成された場合に付け
られる "A" と区別されます。例えば、S5HPNTSCZA の代わりに S5HPNTSCZU となります。

制限:

• カスタム データセット ビルダで作成されたデータは、現時点ではインタラクティブ ジオコー
ディングをサポートしていません。
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サポートされているすべての国に対応する設定ファイル
の作成

すべての国用のサンプル設定ファイルを作成すると、デフォルトの JSON ファイルが用意されま
す。このファイルを変更して、カスタム データセットの構築に使用できます。
サポートされているすべての国に対応するサンプル設定ファイルを作成するには、コマントプロ
ンプトで次のコマンドを実行します。

java -Xmx512m -jar cdb-<version>.jar -buildAll -folderLocation=
"$folderLocation" -userProfile="basic/advance"

ジオコーディング設定のカスタマイズ

ジオコーディング設定をカスタマイズするには、サンプルの JSON ファイルで指定されている設
定のプロパティを変更します。JSON ファイルでは、次の 2 種類のプロパティが利用されます。
• ビルド時プロパティは、データ作成とジオコーディングの両方に使用されます。
• 実行時プロパティは、ジオコーディングでのみ利用可能です。

注 : カスタムのジオコーディング設定は、特定のデータセットにのみ適用されます。それ
以外のデータセットの動作には影響しません。

ジオコーディング設定をカスタマイズするには、次の手順を実行します。
1. 編集する JSON ファイルをテキスト ファイル エディタで開きます。
2. 必要なプロパティ キー値を変更します。
3. ファイルを閉じます。
次の一連のプロパティを確認して、データセットの JSON ファイルをカスタマイズできるかどう
かを検討してください。
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configuration

このビルド時プロパティセットは、データセットの設定を定義します。プロパティは次のとおり
です。
• country – このプロパティは、データセットが適用される国を指定します。値は 3 文字の ISO
国コード (すべて大文字) です。例: AUT。

• dataName –このプロパティは、データセットの名前を指定します。使用できる値は、APおよ
び STREET (大文字) です。AP は住所ポイントを表します。STREET は通り データを表しま
す。

• dataProviderName–このプロパティは、データを提供するベンダーを指定します。このプロ
パティは変更しないことをお勧めします。

• dataReader –このプロパティは、データ リーダーを指定します。値は Tabです。このプロパ
ティは変更しないことをお勧めします。

• dictionaryType–このプロパティは、データセットタイプを指定します。値はStreetです。
このプロパティは変更しないことをお勧めします。

• dataLanguage – このプロパティは、データセットで使用する言語を指定します。値は 2 文字
の略語です。例: enこの値は変更しないことをお勧めします。

設定プロパティの例を以下に示します。

"Configuration": {
"country": "AUT",
"dataName": "STREET",
"dataProviderName": "TA",
"dataReader": "Tab",
"dictionaryType": "Street",
"dataLanguage": "en"
}

注 : プロパティと値はどちらも引用符で囲みます。

field

このビルド時プロパティセットは、データセットのフィールド形式を定義します。プロパティは
次のとおりです。
• StreetName: 通り フィールドを指定します。
• PostCode: 郵便番号フィールドを指定します。
• AreaName1: このプロパティは、州/省フィールドを指定します。
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• AreaName1 (米国固有): 州の略語のフィールドにマッピングされます。
• AreaName2: このプロパティは、郡フィールドを指定します。
• AreaName3 : このプロパティは、都市フィールドを指定します。
• AreaName4: このプロパティは、地方フィールドを指定します。
• StartingAddressNumber : このプロパティは、道路の左側と右側に割り振られた住所番号範
囲の最初の番号を指定します。

• EndingAddressNumber: このプロパティは、道路の左側と右側に割り振られた住所番号範囲
の最後の番号を指定します。

• StreetSideIndicator: このプロパティは、道路の左側と右側に割り振られた偶数や奇数の
住所番号構造を指定します。マッピングされるフィールドには、以下の表に示すいずれかの値
が含まれている必要があります。それ以外の値がマッピングされると、データ作成エラーが発
生することがあります。

例説明フィールドの値

住所番号範囲がない0 または 1

2、4、6､8、10偶数の範囲
From Left – To Left (2-10)

2

1、3、5、7、9奇数の範囲
From Left – To Left (1-9)

3

1、2、3、4、5、6、7、8、9、10混在
From Left – To Left (1-10)

4

• geometry_name: このプロパティは、キー GeometryName と値 “GEOM” をペアにします。
• StreetAdditionalFields:このプロパティは、追加の通り候補情報が必要かどうかを指定し
ます。

• RangeAdditionalFields:このプロパティは、追加の範囲情報が必要かどうかを指定します。
• UnitAdditionalFields:このプロパティは、追加のフィールドをユニットレベルで指定しま
す。

• PostalAdditionalFields:このプロパティは、追加のフィールドを行政区画レベルで指定し
ます。
次のプロパティは、上記のプロパティに従属します。
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• Comments: プロパティに関する説明。
• keys:このプロパティは、特定のフィールドの1つまたは複数のキーを指定します。上記のい
ずれかのプロパティにネストします。既存のキーは生成時のまま変更しないことをお勧めしま
す。レベルの異なる追加のフィールドについては、追加してもかまいません。

• values :このプロパティは、カスタムデータソース内でフィールドがマッピングされるフィー
ルドの名前を指定します。上記のいずれかのプロパティにネストします。

• altValues: オプションのフィールド。マッピングされるキーの代替値を指定します。

カナダ固有の altValue:カナダの郵便番号は 6桁です。この 6桁のうち、前半の 3桁は values

にマッピングされ、後半の 3 桁は altValues にマッピングされます。

"PostCode" : {
"keys": ["LeftPostCode", "RightPostCode"],
"values": ["PostalCode", "PostalCode"],
"altValues”: ["PostalCode_AddOn", PostalCode_AddOn"]
}

"PostCode" : {
"keys": ["LeftPostCode", "RightPostCode"],
"values": ["PostalCode", "PostalCode"],
"altValues”: ["PostalCode_AddOn", PostalCode_AddOn"]
}

"PostCode" : {
"Comments" : "Mapping for Post Code and Extended Post Code from

source data.",
"keys" : [ "LeftPostCode", "RightPostCode" ],
"values" : [ "Left_postalcode_5", "Right_postalcode_5" ],

"altValues" : [ "Left_postalcode_3", "Right_postalcode_3" ]
},

シンガポール:郵便番号は2つのフィールドでマッピングされます。最初のフィールドには先頭の
2 桁の郵便番号が入ります。2 番目のフィールドには残りの 4 桁が入ります。
住所ポイントの場合、value と altValue は postcode2、postcode4 になります。
通り データの場合: l_postcode2/l_postcode4/r_postcode2/r_postcode4

"PostCode" : {
"Comments" : "Mapping for Post Code and Extended Post Code from

source data.",
"keys" : [ "LeftPostCode", "RightPostCode" ],
"values" : ["l_postcode2", "r_postcode2"],
"altValues" : ["l_postcode4", "r_postcode4"]

},
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フィールド プロパティの例を以下に示します。

"field": {
"StreetName": {

"Comments" : "Mapping for Street Name and Street Name Alias from source
data.",

"keys" : "StreetName",
"values" : "STRASSE",

"altValues" : ""
},
"PostCode" : {

"Comments" : "Mapping for Post Code and Extended Post Code from source
data.",

"keys" : [ "LeftPostCode", "RightPostCode" ],
"values" : [ "PLZ", "PLZ" ],
"altValues" : [ "", "" ]

},
"AreaName3" : {
"keys" : [ "LeftAreaName3", "RightAreaName3" ],
"values" : [ "ORT", "ORT" ],
"altValues" : [ "", "" ]

},
"AreaName4" : {
"keys" : [ "LeftAreaName4", "RightAreaName4" ],
"values" : [ "ORTSTEIL", "ORTSTEIL" ],
"altValues" : [ "", "" ]

},
"StreetSideIndicator" : {
"Comments" : "Mapping for Street Side Indicator from source data.",

"keys" : [ "LeftStreetSideIndicator", "RightStreetSideIndicator"
],

"values" : [ "", "" ]
},
"StartingAddressNumber" : {

"Comments" : "Mapping for Starting Address Number from source data.",

"keys" : [ "FromLeftStartingAddressNumber",
"FromRightStartingAddressNumber" ],

"values" : [ "HAUSNR_VON", "HAUSNR_VON" ]
},
"EndingAddressNumber" : {
"Comments" : "Mapping for Ending Address Number from source data.",

"keys" : [ "ToLeftEndingAddressNumber",
"ToRightEndingAddressNumber" ],

"values" : [ "HAUSNR_VON", "HAUSNR_VON" ]
},

"StreetAdditionalFields" : {
"Comments" : "Mapping for Additional Fields at Street level from

source data.",
"keys" : [ "sub_locality", "sub_town" ],
"values" : [ "ORTSTEIL", "ORT" ]

},
"RangeAdditionalFields" : {
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"Comments" : "Mapping for Additional Fields at Range level from source
data.",

"keys" : [ "RangeIdentifier" ],
"values" : [ "ORTSTEIL" ]

},
"UnitAdditionalFields" : {
"Comments" : "Mapping for Additional Fields at Unit level from source

data.",
"keys" : [ "UnitIdentifier" ],
"values" : [ "ORTSTEIL" ]

},
"PostalAdditionalFields" : {
"Comments" : "Mapping for Additional Fields at Postal level from

source data.",
"keys" : [ "PostalIdentifier" ],
"values" : [ "ORTSTEIL" ]

},
"geometry_name" : {
"Comments" : "Mapping for Geometry from source data.",

"keys" : "GeometryName",
"values" : ""

}
}

dataReader

このビルド時プロパティ セットは、データセットのデータ リーダー プロパティを定義します。
プロパティは次のとおりです。
• tab: このプロパティは、リーダーが TAB ファイル リーダーであることを示します。
次のプロパティは、上記のプロパティに従属します。
• TABFile:このプロパティは、TABファイルを指定します。これは tabプロパティにネストし
ます。

• inputPath: このプロパティは、カスタム ソース データへのパスを指定します。tab プロパ
ティの場合、これは完全なファイル パスです。

dataReader プロパティの例を以下に示します。

"dataReader": {
"Comments": "Mapping for input file path and TAB file name."

"tab" : {
"inputPath" : "<InputTabFileFolder>/AUT_TAB",
"TABFile" : "AT_scheme_dummy_sample1"

}
}
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出力

このビルド時プロパティは、カスタム データセットの出力パスを定義します。例:

"output" : {
"outputPath" : "<FolderLocation>/AUT_UD"

}

errata

このビルド時プロパティは、検索エリアコード (Sac)を作成するためのフィールドマッピングを
定義します。
例:

"errata" : {
"SacFromFile" : [ "PostalCode", "PostalCode" ]
}

SacFromFile JSON では数値でなければなりません。郵便番号はほとんどの国で数値であり、
SacFromFileの定義に使用できます。郵便番号が数値でない国の場合、カスタムデータセットビ
ルダでは論理的なグループ化が可能なフィールドが必要になります。

advancedConfigs

この実行時プロパティセットは、カスタム設定値を定義します。Abbreviations、Post_StreetTypes、
Pre_StreetTypes の各サブセットを含んでおり、それらはキーと編集可能な値を含んでいます。
この設定は、userProfile=”Advance” の場合にのみ使用できます。
Abbreviations

このプロパティを使用すると、国固有の略語を設定できます。
例:

"Abbreviations" : [ "Wien:Wien", "Freih:Frh", "LIMITED:LTD",
"INDUSTRIES:IND", "FOOTBALL:F", "OÖ:Oberösterreich", "haus:hs",
"Hauptbahnhof:Hbf", "Sankt%:St", "European+Economic+Interest+Group:EEIG",
"Dekan:Dek", "BUILDING:BLD", "NÖ:Niederösterreich"]
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SacFromFile JSON では数値でなければなりません。郵便番号はほとんどの国で数値であり、
SacFromFileの定義に使用できます。郵便番号が数値でない国の場合、カスタムデータセットビ
ルダでは論理的なグループ化が可能なフィールドが必要になります。
Post_StreetType

このプロパティを使用すると、通り名の後に記述されることが多い国固有の通りタイプを設定で
きます。
例:

"Post_StreetTypes" : [
"CHAUSEE:chaussee,CHAUSSEE,CHAUSSEE.,CHAUSSE,CHAUSSE.,CHAUSE,CH.,CHAUSS.,CHAUS.,CHAUS,CHAUSS",
"PROM:PROM,promenade,Prom.", "WEG:WEG,weg,Weg.", "DAMM:DAM,damm,Damm.",
"RING:RNG,ring,Ring.", "BOULEVARD:BD,boulevard,boulevard.,BD.",
"GASSE:GA,gasse,Gasse.,g.", "PLATZ:PL,platz,platz.,PL.",
"PROMENADE:PROM,promenade",
"STRAßE:STR,STRAßE,STRASSE,STRASS,STRASE,STRABE,STREET" ]

Pre_StreetTypes

このプロパティを使用すると、通り名の前に記述されることが多い国固有の通りタイプを設定で
きます。

"Pre_StreetTypes" : [ "Rue:R." ]

以下は advancedConfigs プロパティを示しています。

"advancedConfigs" : {
"Post_StreetTypes" : [

"CHAUSEE:chaussee,CHAUSSEE,CHAUSSEE.,CHAUSSE,CHAUSSE.,CHAUSE,CH.,CHAUSS.,CHAUS.,CHAUS,CHAUSS",
"PROM:PROM,promenade,Prom.", "WEG:WEG,weg,Weg.", "DAMM:DAM,damm,Damm.",
"RING:RNG,ring,Ring.", "BOULEVARD:BD,boulevard,boulevard.,BD.",
"GASSE:GA,gasse,Gasse.,g.", "PLATZ:PL,platz,platz.,PL.",
"PROMENADE:PROM,promenade",
"STRAßE:STR,STRAßE,STRASSE,STRASS,STRASE,STRABE,STREET" ],

"Abbreviations" : [ "Wien:Wien", "Freih:Frh", "LIMITED:LTD",
"INDUSTRIES:IND", "FOOTBALL:F", "OÖ:Oberösterreich", "haus:hs",
"Hauptbahnhof:Hbf", "Sankt%:St", "European+Economic+Interest+Group:EEIG",
"Dekan:Dek", "BUILDING:BLD", "NÖ:Niederösterreich" ],

"Pre_StreetTypes" : [ "Rue:R." ]
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ユーザ定義フィールドへのアクセス方法

設定 JSONファイルに追加のフィールドをマッピングし、Global Geocodingモジュールを通して
ジオコーディングを行うときに利用できます。
ユーザ定義フィールドにアクセスするには、次の手順を実行します。
1. Enterprise Designer で、GlobalGeocode ステージを使用してデータフローを作成します。
2. [Write to File オプション] の [フィールド] タブで、[追加] ボタンを使用してフィールドを追加

します。JSON で定義されているのと同じ名前を使用してください。
3. データフローを保存して、住所をジオコードします。出力にユーザ定義フィールドが含まれ

ます。

カスタム データセット ビルダのサポート対象国

ISO 国コードCountry

ALBアルバニア

DZAアルジェリア

AGOAngola

ARGアルゼンチン

ABWAruba

AUSオーストラリア

AUTオーストリア

BHSバハマ
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ISO 国コードCountry

BHRBahrain

BRBBarbados

BLRBelarus

BELベルギー、ルクセンブルク

BLZBelize

BENBenin

BMUBermuda

BOLボリビア

BIHボスニア・ヘルツェゴビナ

BWABotswana

BRAブラジル

BRNBrunei Darussalam

BGRBulgaria

BFABurkina Faso

BDIBurundi

CMRCameroon

CANカナダ

CHLチリ

CHN中国
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ISO 国コードCountry

COLコロンビア

COGコンゴ-ブラザビル

CODコンゴ-キンシャサ

CRIコスタリカ

HRVCroatia

CUBCuba

CYPキプロス

CZEチェコ共和国

DNKデンマーク

DOMDominican Republic

ECUEcuador

EGYEgypt

SLVEl Salvador

ESTEstonia

FINフィンランド

FRA、GLP、GUF、MCO、MTQ、MYT、REUフランス、フランス領ギアナ、グアドループ、マルティニー
ク、マヨット、モナコ、レユニオン

GABGabon

DEUドイツ

GHAGhana
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ISO 国コードCountry

GRCGreece

GTMGuatemala

GUYGuyana

HNDHonduras

HKGHong Kong

HUNハンガリー

ISLアイスランド

INDインド

IDNIndonesia

IRQイラク

IRLアイルランド

ITA、VAT、SMRイタリア、バチカン市国、サンマリノ

JAMJamaica

JPN日本

JORヨルダン

KENKenya

KORKorea

XKXコソボ

KWTKuwait
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ISO 国コードCountry

LVALatvia

LBNLebanon

LSOLesotho

LTULithuania

MACMacau

MKDMacedonia

MWIMalawi

MYSマレーシア

MLIMali

MLTマルタ

MRTMauritania

MUSMauritius

MEXメキシコ

MNEモンテネグロ

MARMorocco

MOZMozambique

NAMNamibia

NLDNetherlands

NZLニュージーランド
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ISO 国コードCountry

NICNicaragua

NERNiger

NGANigeria

NORノルウェー

OMNOman

PANPanama

PRYParaguay

PERPeru

PHLPhilippines

POLポーランド

PRTポルトガル

QATQatar

ROUルーマニア

RUSロシア

RWARwanda

KNASaint Kitts and Nevis

SAUSaudi Arabia

SENSenegal

SRBセルビア
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ISO 国コードCountry

SGPシンガポール

SVKSlovakia

SVNSlovenia

ZAFSouth Africa

ESP AND GIBスペイン、アンドラ、ジブラルタル

SURSuriname

SWZSwaziland

SWEスウェーデン

CHE LIEスイス、リヒテンシュタイン

TWN台湾

TZATanzania

THAThailand

TGOTogo

TTOTrinidad and Tobago

TUNTunisia

TURTurkey

UGAUganda

UKRUkraine

AREUnited Arab Emirates
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ISO 国コードCountry

GBR英国

USA米国

URYウルグアイ

VENベネズエラ

VNMViet Nam

YEMイエメン

ZMBZambia

ZWEZimbabwe
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C - 結果コード

このセクションの構成

米国のマッチ コードとロケーション コード 196
グローバル結果コード 223



米国のマッチ コードとロケーション コード

マッチ コード

ジオコーダは、データベースと一致した住所の部分、または一致しなかった住所の部分を示すマッ
チ コードを返します。
ジオコーダがマッチングを行うことができない場合、マッチ コードは "E" で始まり、残りの数字
は住所が一致しなかった理由を示します。"Ennn"コードの説明については、一致しなかった場合
の "Ennn"マッチ コード（201ページ）を参照してください。こうした ->この数字が示している
のは、一致しなかった特定の住所要素ではなく、住所が一致しなかった理由です。
次の表には、マッチ コードの値が記されています。マッチ コードの 16 進数の説明については、
一致に関する 16 進数（199ページ）を参照してください。

説明コード

"Shh"と同じですが、エイリアス名レコードまたは代替レ
コードに対する一致を示します。

Ahh

通りの住所は一致しませんでしたが、入力されたZIPCode
または都市に基づく通り セグメントが特定されました。

Chh

一致したのは私書箱または局留めの配達のみが扱われてい
る小さな町です。

D00

補助ファイルに一致しました。Gxx

家番号が変更されました。Hhh

ユーザ定義辞書に一致しました。Jhh
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説明コード

最も近い住所に一致しました。リバース ジオコーディン
グで使用されます。以下に、Nでのみ使用される値を示し
ます。

最も近い通り中央一致 (補間された最も近い
通りセグメント)

NS0

最も近い番号なし通りセグメントNS1

最も近いポイント住所NP0

最も近い交差点NX0

Nxx

Reverse APN Lookup に成功しました。P

固有の ZIP Codeを持つUSPS範囲レコードに一致しまし
た。固有の ZIP Code値に一致する場合は、CASSルール
によって入力 ZIP の変更が禁止されています。

Qhh

住所範囲に一致しました。Rhh

USPS データに一致しました。住所の USPS リストに直
接一致したという理由で、最良の住所一致と見なされま
す。"S" は、一致した住所が空白の ZIP + 4 を持つ場合に
少数の住所に対して返されます。

Shh

通りセグメント レコードに一致しました。Thh

USPSデータに一致しましたが、社名またはその他の情報
なしには ZIP + 4コードを解決できません。CASSモード
では "E023" (複数一致) エラー コードが返されます。

Uhh

2つの通りの交差点 (例えば、"Clay St & Michigan Ave")に
一致しました。1 桁目の 16 進数は最終行の情報を、2 桁
目の 16進数は交差点の最初の通りを、3桁目の 16進数は
交差点の 2 番目の通りを参照しています。

注 : USPSでは、交差点を配達可能な住所として
使用できません。

Xhhh

"Xhhh" と同じですが、エイリアス名レコードは 1 つまた
は両方の通りで使用されました。

Yhhh
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説明コード

住所は与えられませんが、提供された ZIP Codeを検証し
ました。

Z
1

1 [最後の行を修正して出力] が有効になっている場合は、
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一致に関する 16 進数

次の表に、マッチ コード値の 16 進数の説明を示します。

2 桁目と 3 桁目の 16 進数の意
味:

1 桁目の 16 進数の意味:コード

住所行に変更はありません。最終行に変更はありません。0

通りタイプが変更されました。ZIP Code が変更されました。1

前置方位記号が変更されました。都市が変更されました。2

通りタイプおよび前置方位記号が変更
されました。

都市および ZIP Code が変更されまし
た。

3

後置方位記号が変更されました。州が変更されました。4

通りタイプおよび後置方位記号が変更
されました。

州およびZIPCodeが変更されました。5

前置方位記号および後置方位記号が変
更されました。

州および都市が変更されました。6

通りタイプ、前置方位記号、および後
置方位記号が変更されました。

州、都市、および ZIP Code が変更さ
れました。

7

通り名が変更されました。ZIP + 4 が変更されました。8

通り名および通りタイプが変更されま
した。

ZIPおよびZIP+ 4が変更されました。9
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2 桁目と 3 桁目の 16 進数の意
味:

1 桁目の 16 進数の意味:コード

通り名および前置方位記号が変更され
ました。

都市および ZIP + 4 が変更されまし
た。

A

通り名、通りタイプ、および前置方位
記号が変更されました。

都市、ZIP、およびZIP + 4が変更され
ました。

B

通り名および後置方位記号が変更され
ました。

州および ZIP + 4 が変更されました。C

通り名、通りタイプ、および後置方位
記号が変更されました。

州、ZIP、およびZIP + 4が変更されま
した。

D

通り名、前置方位記号、および後置方
位記号が変更されました。

州、都市、および ZIP + 4 が変更され
ました。

E

通り名、通りタイプ、前置方位記号、
および後置方位記号が変更されまし
た。

州、都市、ZIP、およびZIP + 4が変更
されました。

F
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一致しなかった場合の "Ennn" マッチ コード

次の表は、アプリケーションで一致が見つからなかった場合、またはエラーが発生した場合に返
される値を説明したものです。

説明"nnn" の値コード

エラー、つまり一致しなかったことを示します。この状況が起
こり得るのは、入力された住所がデータベース内に存在しない
か、形式に誤りがあって正しくパースできない場合です。エ
ラー コードの最後の 3 桁は、アプリケーションがデータベー
スと照合できなかった住所の部分を示します。

Ennn
2

まったく一致しませんでした。nnn = 000

低レベルのエラーです。nnn = 001

データ ファイルが見つかりませんでした。nnn = 002

GSD ファイルの署名またはバージョン ID が正しくありませ
ん。

nnn = 003

古い GSD ファイルです。CASS モードでのみ発生します。nnn = 004

都市および州、または ZIP Code が見つかりません。nnn = 010

入力 ZIP がディレクトリ内にありません。nnn = 011

入力都市がディレクトリ内にありません。nnn = 012

入力都市がディレクトリ内で一意ではありません。nnn = 013

ライセンス対象エリア外です。Group1 ライセンス テクノロ
ジーを使用している場合にのみ発生します。

nnn = 014

レコード数を使い果たし、ライセンスが無効になっています。nnn = 015

マッチングする通りがディレクトリ内に見つかりません。nnn = 020

交差点マッチング用の交差する通りがありません。nnn = 021
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説明"nnn" の値コード

マッチングするセグメントがありませんnnn = 022

未解決の一致です。nnn = 023

マッチングするセグメントがありません(022 と同じ)。nnn = 024

交差点マッチングに使用する交差する通りの候補が多すぎま
す。

nnn = 025

複数行マッチングの試行時に住所が見つかりませんでした。nnn = 026

無効な方向指示が試行されました。nnn = 027

レコードが EWSデータにも一致したので、アプリケーション
によって一致が拒否されました。

nnn = 028

範囲は一致せず、単一の通りセグメントが見つかりました。nnn = 029

範囲は一致せず、複数の通りセグメントが見つかりました。nnn = 030

最終行の修正マッチ コード

最終行の修正（167ページ）で述べたように、[最後の行を修正して出力]が有効になっている場合
は、住所が一致しなかったり存在しなかったりした場合でも、出力の最終行の要素が修正されて、
適切な ZIP Code または Soundex による近似一致が提供されます。

説明値コード

住所は入力されませんでしたが、指定された ZIP Code を検証
しました。

Zh

最終行に変更はありません。h = 0

ZIP Code が変更されました。h = 1

2 [最後の行を修正して出力] が有効になっている場合は、詳細については、「 最終行の修正マッチ
コード（202ページ）」を参照してください。
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説明値コード

都市が変更されました。h = 2

都市および ZIP Code が変更されました。h = 3

州が変更されました。h = 4

州および ZIP Code が変更されました。h = 5

州および都市が変更されました。h = 6

州、都市、および ZIP Code が変更されました。h = 7

ZIP + 4 が変更されました。h = 8

ZIP および ZIP + 4 が変更されました。h = 9

都市および ZIP + 4 が変更されました。h = A

都市、ZIP、および ZIP + 4 が変更されました。h = B

州および ZIP + 4 が変更されました。h = C

州、ZIP、および ZIP + 4 が変更されました。h = D

州、都市、および ZIP + 4 が変更されました。h = E

エラー、つまり一致しなかったことを示します。この状況が起
こり得るのは、入力された住所がデータベース内に存在しない
か、形式に誤りがあって正しくパースできない場合です。エ
ラー コードの 2 桁目は、最終行を修正するために最後の行の
情報に対して行われた変更の詳細を示す 16 進数です。エラー
コードの最後の2桁は、アプリケーションがデータベースと照
合できなかった住所の部分を示します。

Ehnn

最終行に変更はありません。h = 0

ZIP Code が変更されました。h = 1
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説明値コード

都市が変更されました。h = 2

レコードが EWSデータにも一致したので、アプリケーション
によって一致が拒否されました。

h = 3

州が変更されました。h = 4

州および ZIP Code が変更されました。h = 5

州および都市が変更されました。h = 6

州、都市、および ZIP Code が変更されました。h = 7

ZIP + 4 が変更されました。h = 8

ZIP および ZIP + 4 が変更されました。h = 9

都市および ZIP + 4 が変更されました。h = A

都市、ZIP、および ZIP + 4 が変更されました。h = B

州および ZIP + 4 が変更されました。h = C

州、ZIP、および ZIP + 4 が変更されました。h = D

州、都市、および ZIP + 4 が変更されました。h = E

まったく一致しませんでした。nn = 00

低レベルのエラーです。nn = 01

データ ファイルが見つかりませんでした。nn = 02

GSD ファイルの署名またはバージョン ID が正しくありませ
ん。

nn = 03

古い GSD ファイルです。CASS モードでのみ発生します。nn = 04
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説明値コード

都市および州、または ZIP Code が見つかりません。nn = 10

入力 ZIP Code がディレクトリ内にありません。nn = 11

入力都市がディレクトリ内にありません。nn = 12

入力都市がディレクトリ内で一意ではありません。nn = 13

ライセンス対象エリア外です。Group1 ライセンス テクノロ
ジーを使用している場合にのみ発生します。

nn = 14

レコード数を使い果たし、ライセンスが無効になっています。nn = 15

マッチングする通りがディレクトリ内に見つかりません。nn = 20

交差点マッチング用の交差する通りがありません。nn = 21

マッチングするセグメントがありませんnn = 22

未解決の一致です。nn = 23

マッチングするセグメントがありません(022 と同じ)。nn = 24

交差点マッチングに使用する交差する通りの候補が多すぎま
す。

nn = 25

複数行マッチングの試行時に住所が見つかりませんでした。nn = 26

無効な方向指示が試行されました。nn = 27

レコードが EWSデータにも一致したので、アプリケーション
によって一致が拒否されました。

nn = 28

範囲は一致せず、単一の通りセグメントが見つかりました。nn = 29

範囲は一致せず、複数の通りセグメントが見つかりました。nn = 30
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ロケーション コード

ロケーションコードは、割り当てられたジオコードの場所の精度を示します。正確に位置付けら
れた候補が必ずしも理想的な候補とならないことに注意してください。候補の全体的な品質の最
適な評価を行うには、ロケーション コードだけでなく、マッチ コードや結果コードも調査しま
す。

住所のロケーション コード

"A"で始まるロケーションコードは、住所のロケーションコードです。住所のロケーションコー
ドは、道路網セグメント (交差点の場合は ２ つのセグメント) に対して直接作成されたジオコー
ドを示しています。
住所のロケーション コードには、次の文字が含まれます。

常に、住所の場所を示す "A" です。1 番目の文字

次のいずれかになります。2 番目の文字

補間された住所ポイントの場所C

補助ファイル データの場所G

アプリケーションは候補レコードから
適切なセグメントを推定します

I

ポイントレベルのデータの場所P

場所は住所範囲を表しますR

通り範囲上の場所S

2 つの通りの交差点上の場所X

場所に関するその他の品質を示す数字です。3 番目および 4 番目の文字
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住所ロケーション コードの説明

説明コード

ジオコード マッチング用の補助ファイルを示しま
す。"n" は次のいずれかの値です。

AGn

ジオコードは小区画または建物の中心を表します。n = 0

ジオコードはセグメント沿いの補間された住所で
す。

n = 1

ジオコードはセグメント沿いの補間された住所であ
すが、通りのどちら側かは補助ファイルのレコード
に指定されたデータからは決定できません。

n = 2

ジオコードは通りセグメントの中間ポイントです。n = 3

小区画または建物の中心を表すポイントレベルのジ
オコード一致を示します。"nn"は次のいずれかの値
です。

APnn

ユーザ辞書セントロイドです。ユーザ辞書によって
返されるジオコードです。

nn = 00

小区画セントロイド
アクセサの小区画 (区域または用地)ポリゴンの中心
を示します。不整形な小区画の中心がポリゴンの外
側に位置する場合、セントロイドはポリゴン内ので
きるだけ実際の中心に近い場所に手動で配置し直さ
れます。

nn = 02

住所ポイント
現地で収集された住所データを伴う現地収集のGPS
ポイントを表します。

nn = 04
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説明コード

建物ポイント
一致した住所に関連付けられている建物の敷地ポリ
ゴン内の場所を示します。
通常、個人宅の住所は1つの建物で構成されます。
離れに建物 (車庫、納屋、物置など) がある家屋で
は、通常、構造ポイントがプライマリ構造にありま
す。
共同住宅や二世帯住宅には複数の個別の住所があ
り、建物ごとに複数の構造ポイントを持つことがあ
ります。マルチユニット形態の建物は、通常、ユ
ニットごとの別々の構造ポイントではなく、プライ
マリ/基本住所に関連付けられた 1 つの構造ポイン
トで表されます。
ショッピングモール、工業団地、および学術機関や
医療センターの構内は、一般に複合施設全体のプラ
イマリ/基本住所に関連付けられた 1 つの構造ポイ
ントで表されます。1つの複合施設内の複数の建物
に複数の住所が割り当てられている場合、同じ複合
施設内で複数の構造ポイントが表されることがあり
ます。

nn = 05

手動で配置
住所ポイントは、小区画の通りに面していて中心線
からは離れた部分の中間ポイントに重なるように手
動で配置されます。

nn = 07

正面玄関ポイント
建物への指定された正式な入口を表します。建物に
複数の入口があり、正式な入口が指定されていない
か容易には決定できない場合は、メイン通りへのア
クセスのしやすさと駐車場の有無に基づいて正式な
入口が選択されます。

nn = 08

私道オフセット ポイント
メイン車道からの垂直距離が 33～ 98フィート (10
～30メートル)の範囲内にある主要進入路上に位置
するポイントを表します。

nn = 09
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説明コード

通りアクセス ポイント
道路網からの主要アクセスポイントを表します。こ
の住所ポイントタイプは、私道などの進入路がメイ
ン車道と交差する場所に位置します。

nn = 10

基本小区画ポイント
入力ユニット番号とのマッチングができない場合、
または複数のユニットがある住所の場所からユニッ
ト番号が欠落している場合、「基本」小区画の情報
が返され、ユニット番号に対する住所の正規化は行
われないので、査定官の割り当てた区画番号などの
追加情報は返されません。

nn = 21

バックフィル住所ポイント
正確な小区画セントロイドは不明です。割り当てら
れた住所ロケーションは、2つの既知の小区画セン
トロイドに基づきます。

nn = 22

仮想住所ポイント
正確な小区画セントロイドは不明です。割り当てら
れた住所ロケーションは、既知の小区画セントロイ
ドと通り セグメント終点からの相対位置です。

nn = 23

補間住所ポイント
正確な小区画セントロイドは不明です。割り当てら
れた住所ロケーションは、通りセグメントの終点に
基づきます。

nn = 24

適切なセグメントはマッチング時に候補レコードか
ら推定されています。

AIn

家屋範囲住所ジオコードこれは利用できる最高精度
のジオコードです。

ASn

AIn と ASn、および ACnh では、次のように 3 番目の文字 "n" に共通の値が入ります。

最良の場所です。n = 0
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説明コード

通りのどちら側かは不明です。CensusFIPSブロッ
ク ID は左側から割り当てられています。ただし、
割り当てられたオフセットはなく、ポイントは通り
上に直接配置されます。

n = 1

次のどちらかまたは両方を示します。

• 住所は補間されて住所範囲にはもともと含まれて
いなかったTIGERセグメント上に配置されます。

• 元のセグメント名はUSPSの綴りに一致するよう
に変更されました。これは具体的には通りタイ
プ、前置方位記号、および後置方位記号を参照し
ています。

注 : セグメント範囲の補間は TIGER デー
タ向けに完成されたものなので、非TIGER
データでは 2番目のケースのみに該当しま
す。

n = 2

1 と 2 の両方に該当します。n = 3

プレースホルダです。セグメントの始点と終点に同
じ値が含まれていて形状データが利用できない場合
に使用されます。

n = 7

2つの小区画セントロイド (ポイント)の間、小区画
セントロイドと通り セグメント終点の間、または
2つの通りセグメント終点の間が補間された、ポイ
ントレベルのジオコードを示します。

ACnh

ACnh の 4 番目の文字 "h" の値は次のとおりです。

どちらもユーザ辞書から得られた2つのポイント間
の補間を表します。

h = 0

2つのポイント間の補間を表します。下限はユーザ
辞書から、上限はユーザ辞書以外から得られたもの
です。

h = 1
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説明コード

どちらもユーザ辞書から得られた、1つのポイント
と 1 つの通りセグメント終点の間の補間を表しま
す。

h = 2

1つのポイント (下限)と 1つの通りセグメント終点
(上限)の間の補間を表します。下限はユーザ辞書か
ら、上限はユーザ辞書以外から得られたものです。

h = 3

2つのポイント間の補間を表します。下限はユーザ
辞書以外から、上限はユーザ辞書から得られたもの
です。

h = 4

どちらもユーザ辞書以外から得られた2つのポイン
ト間の補間を表します。

h = 5

1つのポイント (下限)と 1つの通りセグメント終点
(上限)の間の補間を表します。下限はユーザ辞書以
外から、上限はユーザ辞書から得られたものです。

h = 6

どちらもユーザ辞書以外から得られた、1つのポイ
ントと1つの通りセグメント終点の間の補間を表し
ます。

h = 7

どちらもユーザ辞書から得られた、1つの通りセグ
メント終点と1つのポイント間の補間を表します。

h = 8

1つの通りセグメント終点 (下限)と 1つのポイント
(上限) 間の補間を表します。下限はユーザ辞書か
ら、上限はユーザ辞書以外から得られたものです。

h = 9

どちらもユーザ辞書から得られた、2つの通りセグ
メント終点間の補間を表します。

h = A

2つの通りセグメント終点間の補間を表します。下
限はユーザ辞書から、上限はユーザ辞書以外から得
られたものです。

h = B

1つの通りセグメント終点 (下限)と 1つのポイント
(上限)間の補間を表します。下限はユーザ辞書以外
から、上限はユーザ辞書から得られたものです。

h = C
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説明コード

どちらもユーザ辞書以外から得られた、1つの通り
セグメント終点と1つのポイント間の補間を表しま
す。

h = D

2つの通りセグメント終点間の補間を表します。下
限はユーザ辞書以外から、上限はユーザ辞書から得
られたものです。

h = E

どちらもユーザ辞書以外から得られた、2つの通り
セグメント終点間の補間を表します。

h = F

住所範囲ジオコードです。"n"は次のいずれかです。ARn

ジオコードは、単一の通りセグメント沿いであって
範囲内の 1番目および 2番目の入力家番号の補間さ
れた場所の中間に位置します。

n = 1

ジオコードは、単一の通りセグメント沿いであって
範囲内の 1番目および 2番目の入力家番号の補間さ
れた場所の中間に位置しますが、通りのどちら側か
は不明です。Census FIPS ブロック ID は左側から
割り当てられています。ただし、割り当てられたオ
フセットはなく、ポイントは通り上に直接配置され
ます。

n = 2

入力範囲は複数のUSPSセグメントにまたがってい
ます。ジオコードは、1番目の入力家番号に対応す
るセグメントの終点上であって2番目の入力家番号
に最も近い端に接している部分に位置します。

n = 4

プレースホルダです。一致したセグメントの始点と
終点に同じ値が含まれていて形状データが利用でき
ない場合に使用されます。

n = 7

交差点ジオコードです。"n" は次のいずれかです。AXn

通りセグメントの中心線から計算された標準的な単
一ポイント交差点です。

n = 3
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説明コード

補間された (分割道路)交差点ジオコードです。交差
点のセントロイドを返すことを試みます。

n = 8
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通りセントロイドのロケーション コード

"C"で始まるロケーション コードは、通りセントロイドのロケーション コードです。通りセント
ロイドのロケーション コードは、Census ID の精度と、返される通りセグメントでのジオコード
の位置を示します。通りセントロイドの代替オプションが有効であって住所レベルのジオコード
が決定できなかった場合には、通りセントロイドが返される可能性があります。
通りセントロイドのロケーション コードには、次の文字が含まれます。

常に "C"です。この文字は、通りセグメントから得られる
場所であることを示します。

1 番目の文字

一致する通りセグメントを取得するために使用される、検
索エリアに基づく Census ID 精度です。

2 番目の文字

返される通りセグメント上のジオコードの場所です。3 番目の文字

次の表に、ロケーション コードの値と説明を示します。

説明コード文字の位置

2 番目の文字

ブロック グループの精度 (最高精度)
です。入力 ZIP Code に基づいていま
す。

B

国勢統計区の精度です。入力ZIPCode
に基づいています。

T

未分類の Census 精度です。通常、少
なくとも郡レベルの精度があります。
入力 ZIP Code に基づいています。

C

不明な Census 精度です。金融エリア
に基づいています。

F

不明な Census 精度です。入力都市に
基づいています。

P
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説明コード文字の位置

3 番目の文字

セグメント セントロイドです。C

セグメントの低範囲の終点です。L

セグメントの高範囲の終点です。H
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ZIP + 4 セントロイドのロケーション コード

"Z" で始まるロケーション コードは、ZIP + 4 セントロイドのロケーション コードです。ZIP + 4
セントロイドは、住所に対して決定できなかったジオコードを示します。そのため、その住所の
ZIP + 4 の中心の場所が代わりに返されます。ZIP + 4 セントロイドのロケーション コードは、2
つの場所属性、Census ID 精度と位置的精度の質を示します。
ZIP + 4 セントロイドのロケーション コードには、次の文字が含まれます。

常に "Z" です。この文字は、ZIP セントロイドから得られ
る場所であることを示します。

1 番目の文字

Census ID の精度です。2 番目の文字

場所タイプです。3 番目の文字

場所およびCensus IDがどのように定義されたかを示しま
す。完全性のために提供されていますが、おそらくほとん
どのアプリケーションでは役に立ちません。

4 番目の文字

説明コード文字の位置

2 番目の文字

ブロック グループの精度 (最高精度)
です。

B

国勢統計区の精度です。T

未分類の Census 精度です。通常、少
なくとも郡レベルの精度があります。

C

3 番目の文字
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説明コード文字の位置

その住所に郵便物を届ける郵便局の場
所、5 桁の ZIP Code セントロイド、
またはロケール (都市)に基づいた場所
です。場所の精度の正確な表示につい
ては、4 番目の文字を参照してくださ
い。

5

ZIP + 2 セントロイドに基づいた場所
です。これらの場所は、都市部では複
数ブロックエリア、また地方の設定で
はもう少し大きなエリアを表すことが
できます。

7

ZIP + 4 セントロイドに基づいた場所
です。これらは非常に精度の高いセン
トロイドであり、通常、その場所を適
切なブロック面上に配置します。レ
コードが少数の場合、この場所は ZIP
+ 4 が位置する通り全体の中心になる
可能性があります。場所の精度の正確
な表示については、4 番目の文字を参
照してください。

9

4 番目の文字

単一のセグメントに一致する住所で
す。一致する通りセグメントの中央に
割り当てられた場所であり、通りの適
切な側にオフセットされます。

A

単一のセグメントに一致する住所です
が、通りのどちら側が適切であるかは
不明です。一致する通りセグメントの
中央に割り当てられた場所であり、住
所範囲が大きくなると、通りの左側に
オフセットされます。

a
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説明コード文字の位置

すべて同じブロックグループを持つ複
数のセグメントに一致する住所です。
この ZIP + 4 内に家番号の最大範囲を
持つ一致する通りセグメントの中央に
割り当てられた場所です。通りの適切
な側にオフセットされた場所です。

B

通りのどちら側が適切かが不明な点を
除き、方法論 "B" と同じです。一致す
る通りセグメントの中央に割り当てら
れた場所であり、住所範囲が大きくな
ると、通りの左側にオフセットされま
す。

b

すべて同じ国勢統計区を持つ複数のセ
グメントに一致する住所です。この
ZIP + 4 で最大の世帯数を表すブロッ
ク グループを返します。この ZIP + 4
内に家番号の最大範囲を持つ一致する
通りセグメントの中央に割り当てられ
た場所です。通りの適切な側にオフ
セットされた場所です。

C

通りのどちら側が適切かが不明な点を
除き、方法論 "C"と同じです。一致す
る通りセグメントの中央に割り当てら
れた場所であり、住所範囲が大きくな
ると、通りの左側にオフセットされま
す。

c

すべて同じ郡を持つ複数のセグメント
に一致する住所です。この ZIP + 4 で
最大の世帯数を表すブロックグループ
を返します。この ZIP + 4 内に家番号
の最大範囲を持つ一致する通りセグメ
ントの中央に割り当てられた場所で
す。通りの適切な側にオフセットされ
た場所です。

D
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説明コード文字の位置

通りのどちら側が適切かが不明な点を
除き、方法論 "D"と同じです。一致す
る通りセグメントの中央に割り当てら
れた場所であり、住所範囲が大きくな
ると、通りの左側にオフセットされま
す。

d

一致する通り名です。家の範囲は使用
できません。一致するすべてのセグメ
ントには同じブロックグループがあり
ます。一致するセグメントの中心に最
も近いセグメント上に位置する場所で
す。ほとんどの場合、通り全体の中間
ポイント上にあります。

E

一致する通り名です。家の範囲は使用
できません。一致するすべてのセグメ
ントには同じ国勢統計区があります。
一致するセグメントの中心に最も近い
セグメント上に位置する場所です。ほ
とんどの場合、通り全体の中間ポイン
ト上にあります。

F

一致する通り名です (家の範囲は使用
できません)。一致するすべてのセグメ
ントには同じ郡があります。一致する
セグメントの中心に最も近いセグメン
ト上に位置する場所です。ほとんどの
場合、通り全体の中間ポイント上にあ
ります。

G

方法論 "G"と同じですが、一部のセグ
メントは同じ郡にはありません。
0.05％未満のセントロイドで使用され
ます。

H
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説明コード文字の位置

方法論 "A"、"a"、"B"、および "b" に
よって定義される形で作成される ZIP
+ 2クラスタ セントロイドです。この
ZIP + 2 クラスタ内のすべてのセント
ロイドは同じブロックグループを持ち
ます。ZIP + 2 セントロイドに割り当
てられる場所です。

I

方法論 "A"、"a"、"B"、"b"、"C"、およ
び "c" によって定義される形で作成さ
れる ZIP + 2クラスタセントロイドで
す。この ZIP + 2 クラスタ内のすべて
のセントロイドは同じ国勢統計区を持
ちます。ZIP + 2 セントロイドに割り
当てられる場所です。

J

方法論
"A"、"a"、"B"、"b"、"C"、"c"、"D"、お
よび "d" によって定義される形で作成
される ZIP + 2クラスタセントロイド
です。ZIP + 2 セントロイドに割り当
てられる場所です。

K

方法論 "E" によって定義される形で作
成される ZIP + 2クラスタセントロイ
ドです。この ZIP + 2 クラスタ内のす
べてのセントロイドは同じブロックグ
ループを持ちます。ZIP + 2 セントロ
イドに割り当てられる場所です。

L

方法論 "E" および "F" によって定義さ
れる形で作成される ZIP + 2 クラスタ
セントロイドです。この ZIP + 2 クラ
スタ内のすべてのセントロイドは同じ
国勢統計区を持ちます。ZIP + 2 セン
トロイドに割り当てられる場所です。

M

方法論 "E"、"F"、"G"、および "H" に
よって定義される形で作成される ZIP
+ 2 クラスタ セントロイドです。ZIP
+ 2 セントロイドに割り当てられる場
所です。

N

220Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

結果コード



説明コード文字の位置

ZIP Code は廃止されており、USPS
で現在使用されていません。史跡が割
り当てられています。

O

この ZIP Code 内の 95% 以上の住所
は、単一の国勢統計区内にあります。
ZIP Code セントロイドに割り当てら
れる場所です。

V

この ZIP Code 内の 80% 以上の住所
は、単一の国勢統計区内にあります。
適度な国勢統計区の精度です。ZIP
Code セントロイドに割り当てられる
場所です。

W

この ZIP Code内の 80%未満の住所が
単一の国勢統計区内にあります。
Census IDは不明確です。ZIPCodeセ
ントロイドに割り当てられる場所で
す。

X

地方または人口が少ない地域です。
Census コードは不明確です。USGS
場所ファイルに基づいた場所です。

Y

P.O.箱または局留めの住所です。
Census コードは不明確です。その住
所に郵便物を届ける郵便局の場所に基
づいた場所です。

Z

221Spectrum™ Technology Platform 2019.1.0 Global Geocoding モジュール ガイド

結果コード



地理的セントロイドのロケーション コード

"G"で始まるロケーションコードは、地理的セントロイドのロケーションコードです。通りセン
トロイドの代替オプションが有効であって住所レベルのジオコードが決定できなかった場合には、
地理的セントロイドが返される可能性があります。地理的セントロイドのロケーション コード
は、都市、郡、または州のセントロイドの品質を示します。
地理的セントロイドのロケーション コードには、次の文字が含まれます。

常に "G"です。この文字は、地理的セントロイドから得ら
れる場所であることを示します。

1 番目の文字

地理的エリアのタイプです。次のいずれかです。
地方自治体 (都市など)M

CountyC

州S

2 番目の文字
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グローバル結果コード

フォワード ジオコーディングの結果コード

結果コードの全般的な説明
次の表に、返される結果コードの全般的な説明を示します。

説明結果コード

通りレベルでジオコーディングされた候補は、文字 Sで始まる結果コードを返します。コードの 2番目の位置は、ジ
オコーディングされたレコードの結果ポイントの位置的な精度を示します。それぞれの国でサポートされる具体的な
S 結果コードについては、単一一致の 'S' 結果コード（227ページ）を参照してください。

住所ポイント候補に関連付けられた単一ポイント、または家番号が同一の住所ポイント候補
にポイントが位置付けられた単一一致。補間は必要ありません。

S8

通り セグメント沿いの補間ポイントに位置付けられた単一一致。ポイント辞書と通り セグ
メント辞書の両方が使用可能でなければなりません。既知のポイントデータを使用できるた
め、S7補間の精度は S5 結果よりも高くなります。

S7

ZIP セントロイドの位置にポイントが位置付けられた単一一致。S6

通り住所の位置にポイントが位置付けられた単一一致。通り セグメント データしか使用で
きないため、この補間の精度は S7で返される結果ほど高くはありません。S5コードの後に
は、一致の精度を示す文字とダッシュが続きます。

S5

通り セントロイドにポイントが位置付けられた単一一致。S4

ZIP+4®セントロイドにポイントが位置付けられた単一一致。Z3の結果と同じ品質の一致で
す。

S3

ZIP + 2 セントロイドにポイントが位置付けられた単一一致。Z2の結果と同じ品質の一致で
す。

S2
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説明結果コード

郵便番号セントロイドにポイントが位置付けられた単一一致。Z1の結果と同じ品質の一致で
す。

S1

一切の座標が利用できない単一一致 (きわめてまれにしか発生しません)。S0

交差点にポイントが位置付けられた単一一致。SX

元のポイントが関連通り セグメントに向かう方向またはそのセグメントから離れる方向に
(通常は垂線に沿って) 指定の距離だけ移動された単一一致。この結果コードを返すことがで
きるのは、ポイント辞書と通りセグメント辞書の両方が使用可能で、かつ中央線オフセット
機能が使用されている場合に限られます。

SC

結果コード S (通りジオコーディング)は、追加の 8文字により、住所がデータベース内の住所にどの程度一致するか
を示します。これらの文字は、以下の表に示す順序で並びます。一致しないコンポーネントはダッシュで表わされま
す。
例えば、S5--N-SCZAという結果コードは、通り名、後置方位記号、都市名、および郵便番号が一致する単一一致を
意味します。ダッシュは、家番号、前置方位記号、および大通りタイプにマッチングがないことを示します。一致す
る候補は、通り範囲住所データベースに見つかりました。このレコードは、見つかった候補の通り住所の位置にジオ
コーディングされます。

家番号の一致。H

通りの前置方位記号。
Pは、次の条件が 1 つでも満たされた場合に示されます。

• 候補の前置方位記号が、入力の前置方位記号と一致する。
• 前置方位記号と後置方位記号を入れ替えると、候補の後置方位記号と入力の前置方位記号
が一致する。

• 入力に前置方位記号が含まれない。

P

通り名の一致。N

通り/大通り タイプの一致。T
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説明結果コード

通りの後置方位記号。
結果コードの Sは、次の条件が 1 つでも満たされた場合に示されます。

• 候補の後置方位記号が、入力の後置方位記号に一致する。
• 前置方位記号と後置方位記号を入れ替えると、候補の前置方位記号と入力の後置方位記号
が一致する。

• 入力に後置方位記号が含まれない。

S

areaName3の一致 (通常は都市または町)。C

郵便番号の一致。Z

住所辞書またはユーザ辞書に対する一致。Aまたは U

Z カテゴリの一致は、マッチングが郵便番号レベルで成立したことを示します。郵便番号一致が返されるのは、次の
どちらかの場合です。

• 郵便番号セントロイドへのマッチングを指定した。結果のポイントは、以下の精度レベルをとり得る郵便番号セン
トロイドに位置付けられます。

• 通り レベルの一致が見つからず、郵便番号セントロイドへの代替が指定されていました。
注 : postCode1 & 2の具体的な意味については、該当する国のセクションを参照してください。

Z6の結果は、ポイント ZIP セントロイドに一致したものです。ポイント ZIP は 5 桁です。
Z6コードは、こうした特別なZIPがエリアではなく、実際のポイントの位置であることを示
します。Point ZIP には、一意の単一サイト、建物、または組織が含まれます。

Z6

Z3の結果は、ZIP + 4 または postCode2セントロイドの位置に一致したものです。Z3

Z2の結果は、ZIP + 2 または部分的に postCode2セントロイドの位置に一致したもので
す。

Z2

Z1の結果は、ZIP Code または (postCode1) セントロイドの位置に一致したものです。Z1

地理的レベルでジオコーディングされた候補は、文字 Gで始まる結果コードを返します。Gの後に続く結果コード内
の数値は、その候補の精度に関するより詳細な情報を提供します。

注 : areaName1-4の具体的な意味については、該当する国のセクションを参照してください。
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説明結果コード

州セントロイドにポイントが位置付けられた、州/省 (areaName1) の一致。G1

郡セントロイドにポイントが位置付けられた、郡/地域 (areaName2) の一致。G2

都市セントロイドにポイントが位置付けられた、都市/町 (areaName3) の一致。G3

郊外/村セントロイドにポイントが位置付けられた、郊外/村 (areaName4) の一致。G4
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単一一致の 'S' 結果コード

以下の表に、国別のSカテゴリ結果コードのサポート状況を示します。‘S' 結果コードの詳細につ
いては、フォワードジオコーディングの結果コード（223ページ）を参照してください。こうした
説明は大多数の国に当てはまります。例外については、次のテーブルの後のセクションで列挙お
よび説明します。
• オーストラリア
• カナダ
• 米国

黒丸 "•" はSコードがサポートされていることを示します。空欄は Sコードがサポートされていな
いことを示します。

SGSCSXS0S1S2S3S4S5S6S7S8国名

••••••オーストラリア
(AUS)

••••••••カナダ (CAN)

•••••デンマーク (DNK)

•••••ドイツ (DEU)

••••••英国
(GBR)

•••••ニュージーランド
(NZL)

•••••••••••米国 (USA)

•••••••その他すべての
国々
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米国 — 'S' 精度コードの説明

以下の表に、米国の 'S' 精度コードの説明を示します。

説明精度コード

通りレベルでジオコーディングされた候補は、文字 Sで始まる精度コードを返します。コードの 2番目の位置は、ジ
オコーディングされたレコードの結果ポイントの位置的な精度を示します。

住所ポイント候補に関連付けられた単一ポイント、または家番号が同一の住所ポイント候補
にポイントが位置付けられた単一一致。補間は必要ありません。

S8

通り セグメント沿いの補間ポイントに位置付けられた単一一致。ポイント/小区画辞書と通
り セグメント辞書の両方が使用可能でなければなりません。既知のポイント データを使用
できるため、S7の補間の精度は S5 の結果よりも高くなります。

S7

ZIP セントロイドの位置にポイントが位置付けられた単一一致。S6

通り住所の位置にポイントが位置付けられた単一一致。通り セグメント データしか使用で
きないため、この補間の精度は S7で返される結果ほど高くはありません。

S5

通り セントロイドにポイントが位置付けられた単一一致。S4

ZIP + 4® にポイントが位置付けられた単一一致。Z3の結果と同じ品質の一致です。S3

ZIP+2 セントロイドにポイントが位置付けられた単一一致。ZIP+2 セントロイドにポイント
が位置付けられた単一一致。Z2の結果と同じ品質の一致です。

S2

ZIP Code セントロイドにポイントが位置付けられた単一一致。Z1の結果と同じ品質の一致
です。

S1

一切の座標が利用できない単一一致 (きわめてまれにしか発生しません)。S0

交差点にポイントが位置付けられた単一一致。SX

元のポイントが関連通り セグメントに向かう方向またはそのセグメントから離れる方向に
(通常は垂線に沿って) 指定の距離だけ移動された単一一致。この結果コードを返すことがで
きるのは、ポイント ジオコーディング データセットと通り セグメント ジオコーディング
データセットの両方が使用可能、かつ中央線オフセット機能が使用されている場合に限られ
ます。

SC
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オーストラリア — 'S' 結果コードの説明

以下の表は、オーストラリアの 'S' 結果コードを説明したものです。

説明結果コード

通りレベルでジオコーディングされた候補は、文字 Sで始まる結果コードを返します。コードの 2番目の位置は、ジ
オコーディングされたレコードの結果ポイントの位置的な精度を示します。

住所ポイント候補に関連付けられた単一ポイント、または家番号が同一の住所ポイント候補
にポイントが位置付けられた単一一致。補間は必要ありません。

S8

S8.......G結果コードは GNAF信頼レベル 1または 2 (最高レベルの GNAF信頼度)の単
一一致を表すために使用されます。

S8.......G

候補の通りセグメント沿いの補間ポイントに位置付けられた単一一致。潜在的な候補が住所
ポイント候補ではなく、他の住所ポイント候補には家番号が正確に一致するものがない場
合、S7 の結果コードが住所ポイント補間を使って返されます。

S7

S7.......G 結果コードは GNAF 信頼レベル 3 の単一一致を表すために使用されます。S7.......G

通り住所の位置にポイントが位置付けられた単一一致。S5

形状ポイント パスの中心にポイントが位置付けられた、単一一致 (形状ポイントによって通
りのポリラインの形状が定義されます)。

S4

S4.......G 結果コードは、独自の道路特性に基づく GNAF 信頼レベル 4 での単一一致を
表すために使用されます。

S4.......G

一切の座標が利用できない単一一致 (きわめてまれにしか発生しません)。S0

交差点にポイントが位置付けられた単一一致。SX

元のポイントが関連通り セグメントに向かう方向またはそのセグメントから離れる方向に
(通常は垂線に沿って) 指定の距離だけ移動された単一一致。この結果コードを返すことがで
きるのは、ポイント ジオコーディング データセットと通り セグメント ジオコーディング
データセットの両方が使用可能、かつ中心線オフセット機能が使用されている場合に限られ
ます。

SC
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説明結果コード

地方 (areaName3) の中心部、または地形特性から導き出された地方レベルのジオコード
にポイントが位置付けられた単一致。SG結果コードは、GNAF信頼レベル 5 (地方または地
区) またはレベル 6 (特定の地域) に関連付けられます。

SG
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カナダ — 'S' 結果コードの説明

以下の表に、カナダの 'S' 結果コードの説明を示します。

説明結果コード

通りレベルでジオコーディングされた候補は、文字 Sで始まる結果コードを返します。コードの 2番目の位置は、ジ
オコーディングされたレコードの結果ポイントの位置的な精度を示します。

住所ポイント候補に関連付けられた単一ポイント、または家番号が同一の住所ポイント候補
にポイントが位置付けられた単一一致。補間は必要ありません。

S8

候補の通りセグメント沿いの補間ポイントに位置付けられた単一一致。潜在的な候補が住所
ポイント候補ではなく、他の住所ポイント候補には家番号が正確に一致するものがない場
合、S7 の結果コードが住所ポイント補間を使って返されます。

S7

通り住所の位置にポイントが位置付けられた単一一致。S5

形状ポイント パスの中心にポイントが位置付けられた、単一一致 (形状ポイントによって通
りのポリラインの形状が定義されます)。

S4

FSALDU の郵便セントロイドにポイントが位置付けられた単一一致。S3

FSA の郵便セントロイドにポイントが位置付けられた単一一致。S1

一切の座標が利用できない単一一致 (きわめてまれにしか発生しません)。S0

元のポイントが関連通り セグメントに向かう方向またはそのセグメントから離れる方向に
(通常は垂線に沿って) 指定の距離だけ移動された単一一致。この結果コードを返すことがで
きるのは、ポイント ジオコーディング データセットと通り セグメント ジオコーディング
データセットの両方が使用可能、かつ中心線オフセット機能が使用されている場合に限られ
ます。

SC
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リバース ジオコーディングの 'R' 結果コード

R カテゴリの一致は、レコードがリバース ジオコーディングで一致したことを意味します。R 結
果コードの最初の 3 文字は、見つかった一致のタイプを示します。R のジオコード結果には、一
致が得られた辞書を示す追加の文字が含まれます。これは常に、住所辞書を示す A になります。
リバース ジオコーディングは (ユーザ辞書ではなく) 住所辞書でのみサポートされます。

リバース ジオコーディングの 'R' 結果コードの説明

説明リバース ジオコーディング
コード

地理的レベル: 国レベル (通常は、他の行政区分がデータに存在しない小さな島国
にのみ使用されます)。

RG0

地理的レベル: 州または省レベル。（日本では県）フォワード ジオコーディング
の G1 に対応します。

RG1

地理的レベル:県 (州または省の下位区分)レベル。（日本では市区町村）フォワー
ド ジオコーディングの G2 に対応します。

RG2

地理的レベル:都市または町レベル。フォワードジオコーディングのG3に対応し
ます。（日本では町大字）

RG3

地理的レベル: 地方 (都市/町の下位区分)。フォワード ジオコーディングの G4 に
対応します。（日本では丁目小字）

RG4

地理的レベル: 地方の下位区分。RG5

リバース ジオコーディングの通りセントロイド候補。住所辞書から返された候補
です。

RS4A

リバースジオコーディングの補間後の通り候補。住所辞書から返された候補です。RS5A
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説明リバース ジオコーディング
コード

オーストラリアのみ: GNAF 信頼レベル 3 のオーストラリア GNAF 辞書から返さ
れた候補です。

RS7G

リバースジオコーディングのポイント/小区画レベルの精度。住所辞書から返され
た候補です。

RS8A

オーストラリアのみ: ポイント/小区画レベルの精度。GNAF 信頼レベル 1 または
2 のオーストラリア GNAF 辞書から返された候補です。

RS8G

郵便番号レベル: World Boundary Reverseの郵便番号レベルリバースジオコード
は適合率コード “RZ” を返します。

RZ
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D - ISO 3166-1 国コー
ド

このセクションの構成

国参照一覧と ISO 3166-1 国コード 235



国参照一覧と ISO 3166-1 国コード

ISO 3166-1
Alpha-3 国
コード

ISO 3166-1
Alpha-2 国
コード

セクション リンク国名

ALBALアルバニア共和国 (ALB)ALBANIA

DZADZアルジェリア (DZA)ALGERIA

USAUS米国 (USA)AMERICAN SAMOA

ANDADアンドラ (AND)ANDORRA

AGOAOアンゴラ (AGO)ANGOLA

ARGARアルゼンチン (ARG)ARGENTINA

ABWAWアルバ (ABW)ARUBA

AUSAUオーストラリア (AUS)（102ページ）AUSTRALIA

AUTATオーストリア (AUT)AUSTRIA

BHSBSバハマ (BHS)BAHAMAS

BHRBHバーレーン (BHR)BAHRAIN

BRBBBバルバドス (BRB)BARBADOS

BELBEベルギー (BEL)BELGIUM

BLZBZベリーズ (BLZ)BELIZE

BENBJベナン (BEN)BENIN
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ISO 3166-1
Alpha-3 国
コード

ISO 3166-1
Alpha-2 国
コード

セクション リンク国名

BMUBMバミューダ (BMU)BERMUDA

BOLBOボリビア (BOL)BOLIVIA

BWABWボツワナ (BWA)BOTSWANA

BIHBAボスニア・ヘルツェゴビナ (BIH)ボスニア・ヘルツェゴビナ

BRABRブラジル (BRA)BRAZIL

BRNBNブルネイ・ダルサラーム (BRN)BRUNEI DARUSSALAM

BFABFブルキナファソ (BFA)BURKINA FASO

BDIBIブルンジ (BDI)BURUNDI

CMRCMカメルーン (CMR)CAMEROON

CANCAカナダ (CAN)（123ページ）CANADA

CHLCLチリ (CHL)CHILE

CHNCN中国 (CHN)CHINA

COGCGコンゴ共和国 (COG)CONGO

CODCDコンゴ民主共和国 (COD)CONGO, DEMOCRATIC
REPUBLIC OF THE

CRICRコスタリカ (CRI)COSTA RICA

HRVHRクロアチア (HRV)クロアチア (現地名: HRVATSKA)

CUBCUキューバ (CUB)CUBA

CYPCYキプロス (CYP)CYPRUS
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ISO 3166-1
Alpha-3 国
コード

ISO 3166-1
Alpha-2 国
コード

セクション リンク国名

CZECZチェコ共和国 (CZE)CZECH REPUBLIC

DNKDKデンマーク (DNK)DENMARK

DOMDOドミニカ共和国 (DOM)DOMINICAN REPUBLIC

ECUECエクアドル (ECU)ECUADOR

EGYEGエジプト (EGY)EGYPT

SLVSVエルサルバドル (SLV)EL SALVADOR

ESTEEエストニア (EST)ESTONIA

FINFIフィンランド (FIN)FINLAND

FRAFRフランス (FRA)（126ページ）FRANCE

GUFGFフランス (FRA)（126ページ）フランス領ギアナ

GABGAガボン (GAB)GABON

DEUDEドイツ (DEU)（127ページ）GERMANY

GHAGHガーナ (GHA)GHANA

GBRGB英国 (GBR)（128ページ）GREAT BRITAIN

GRCGRギリシャ (GRC)GREECE

GLPGPフランス (FRA)（126ページ）GUADELOUPE

USAUS米国 (USA)GUAM

GTMGTグアテマラ (GTM)GUATEMALA
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ISO 3166-1
Alpha-3 国
コード

ISO 3166-1
Alpha-2 国
コード

セクション リンク国名

GUYGYガイアナ (GUY)GUYANA

HNDHNホンジュラス (HND)HONDURAS

HKGHK香港 (HKG)HONG KONG

HUNHUハンガリー (HUN)HUNGARY

ISLISアイスランド (ISL)ICELAND

INDINインド (IND)INDIA

IDNIDインドネシア (IDN)INDONESIA

IRQIQイラク (IRQ)IRAQ

IRLIEアイルランド (IRL)IRELAND

ITAITイタリア (ITA)ITALY

JAMJMジャマイカ (JAM)JAMAICA

JPNJP日本 (JPN)JAPAN

JORJOヨルダン (JOR)JORDAN

KENKEケニア (KEN)KENYA

XKXXKコソボ (XKX)コソボ

KWTKWクウェート (KWT)KUWAIT

LVALVラトビア (LVA)LATVIA

LBNLBレバノン共和国 (LBN)LEBANON
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ISO 3166-1
Alpha-3 国
コード

ISO 3166-1
Alpha-2 国
コード

セクション リンク国名

LSOLSレソト (LSO)LESOTHO

LIELIスイス (CHE) を参照してください。LIECHTENSTEIN

LTULTリトアニア (LTU)LITHUANIA

LUXLUベルギー (BEL) を参照してください。LUXEMBOURG

MACMOマカオ (MAC)MACAO

MKDMKマケドニア共和国 (MKD)マケドニア共和国

MWIMWマラウィ (MWI)MALAWI

MYSMYマレーシア (MYS)MALAYSIA

MLIMLマリ (MLI)MALI

MLTMLマルタ共和国 (MLT)MALTA

MTQMQフランス (FRA)（126ページ）を参照してくだ
さい。

MARTINIQUE

MRTMRモーリタニア (MRT)MAURITANIA

MUSMUモーリシャス (MUS)MAURITIUS

MYTYTフランス (FRA)（126ページ）を参照してくだ
さい。

MAYOTTE

MEXMXメキシコ (MEX)MEXICO

MCOMCフランス (FRA)（126ページ）を参照してくだ
さい。

MONACO

MNEMEモンテネグロ (MNE)MONTENEGRO
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ISO 3166-1
Alpha-3 国
コード

ISO 3166-1
Alpha-2 国
コード

セクション リンク国名

MARMAモロッコ (MAR)MOROCCO

MOZMZモザンビーク (MOZ)MOZAMBIQUE

NAMNAナミビア (NAM)NAMIBIA

NLDNLオランダ (NLD)NETHERLANDS

NZLNZニュージーランド (NZL)（129ページ）NEW ZEALAND

NICNIニカラグア (NIC)NICARAGUA

NERNEニジェール (NER)NIGER

NGANGナイジェリア (NGA)NIGERIA

USAUS米国 (USA)北マリアナ諸島

NORNOノルウェー (NOR)NORWAY

OMNOMオマーン (OMN)OMAN

USAUS米国 (USA)PALAU

PANPAパナマ (PAN)PANAMA

PRYPYパラグアイ (PRY)PARAGUAY

PERPEペルー (PER)PERU

PHLPHフィリピン (PHL)PHILIPPINES

POLPLポーランド (POL)POLAND

PRTPTポルトガル (PRT)（131ページ）PORTUGAL
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ISO 3166-1
Alpha-3 国
コード

ISO 3166-1
Alpha-2 国
コード

セクション リンク国名

USAUS米国 (USA)PUERTO RICO

QATQAカタール (QAT)QATAR

REUREフランス (FRA)（126ページ）を参照してくだ
さい。

REUNION

ROUROルーマニア (ROU)ROMANIA

RUSRUロシア連邦 (RUS)RUSSIAN FEDERATION

RWARWルワンダ (RWA)RWANDA

KNAKNセントクリストファー・ネイビス (KNA)SAINT KITTS AND NEVIS

SAUSAサウジアラビア (SAU)SAUDI ARABIA

SENSNセネガル (SEN)SENEGAL

SRBRSセルビア共和国 (SRB)SERBIA

SGPSGシンガポール (SGP)（132ページ）SINGAPORE

SVKSKスロバキア (SVK)SLOVAKIA (SLOVAK REPUBLIC)

SVNSIスロベニア (SVN)SLOVENIA

ZAFZA南アフリカ (ZAF)SOUTH AFRICA

ESPESスペイン (ESP)SPAIN

SURSRスリナム共和国 (SUR)SURINAME

SWZSZスワジランド (SWZ)SWAZILAND

SWESEスウェーデン (SWE)（133ページ）SWEDEN
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ISO 3166-1
Alpha-3 国
コード

ISO 3166-1
Alpha-2 国
コード

セクション リンク国名

CHECHスイス (CHE)SWITZERLAND

TWNTW台湾 (TWN)台湾

TZATZタンザニア連合共和国 (TZA)TANZANIA, UNITED REPUBLIC
OF

THATHタイ (THA)THAILAND

TGOTGトーゴ (TGO)TOGO

TTOTTトリニダード・トバゴ (TTO)TRINIDAD AND TOBAGO

TUNTNチュニジア (TUN)TUNISIA

TURTRトルコ (TUR)TURKEY

UGAUGウガンダ (UGA)UGANDA

UKRUAウクライナ (UKR)UKRAINE

AREAEアラブ首長国連邦 (ARE)UNITED ARAB EMIRATES

GBRGB英国 (GBR)（128ページ） を参照してくださ
い。

UNITED KINGDOM

USAUS米国 (USA)UNITED STATES

URYUYウルグアイ (URY)URUGUAY

VENVEベネズエラ (VEN)ベネズエラ

USAUS米国 (USA)バージン諸島

XWGXWWorld Geocoder (XWG)WORLD GEOCODER
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ISO 3166-1
Alpha-3 国
コード

ISO 3166-1
Alpha-2 国
コード

セクション リンク国名

YEMYEイエメン共和国 (YEM)YEMEN

ZMBZMザンビア (ZMB)ZAMBIA

ZWEZWジンバブエ (ZWE)ZIMBABWE
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著作権に関する通知



© 2019 Pitney Bowes.All rights reserved.MapInfoおよびGroup 1 SoftwareはPitney Bowes Software
Inc. の商標です。その他のマークおよび商標はすべて、それぞれの所有者の資産です。

USPS® 情報
Pitney Bowes Inc. は、ZIP + 4® データベースを光学および磁気媒体に発行および販売する非独占
的ライセンスを所有しています。CASS、CASS 認定、DPV、eLOT、FASTforward、First-Class
Mail、IntelligentMail、LACSLink、NCOALink、PAVE、PLANETCode、Postal Service、POSTNET、
Post Office、RDI、SuiteLink、United States Postal Service、Standard Mail、United States Post
Office、USPS、ZIP Code、および ZIP + 4 の各商標は United States Postal Service が所有しま
す。United States Postal Service に帰属する商標はこれに限りません。
Pitney Bowes Inc.は、NCOALink®処理に対するUSPS® の非独占的ライセンスを所有しています。
Pitney Bowes Software の製品、オプション、およびサービスの価格は、USPS® または米国政府
によって規定、制御、または承認されるものではありません。RDI™データを利用して郵便送料を
判定する場合に、使用する郵便配送業者の選定に関するビジネス上の意思決定が USPS® または
米国政府によって行われることはありません。

データ プロバイダおよび関連情報
このメディアに含まれて、Pitney Bowes Software アプリケーション内で使用されるデータ製品
は、各種商標によって、および次の 1 つ以上の著作権によって保護されています。
© Copyright United States Postal Service.All rights reserved.

© 2014 TomTom.All rights reserved.TomTom および TomTom ロゴは TomTom N.V の登録商標で
す。
© 2016 HERE

Fuente: INEGI (Instituto Nacional de Estadística y Geografía)

電子データに基づいています。© National Land Survey Sweden.
© Copyright United States Census Bureau
© Copyright Nova Marketing Group, Inc.

このプログラムの一部は著作権で保護されています。© Copyright 1993-2007 by Nova Marketing
Group Inc. All Rights Reserved
© Copyright Second Decimal, LLC
© Copyright Canada Post Corporation

この CD-ROM には、Canada Post Corporation が著作権を所有している編集物からのデータが収
録されています。
© 2007 Claritas, Inc.
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Geocode Address World データ セットには、
http://creativecommons.org/licenses/by/3.0/legalcodeに存在するクリエイティブ コモンズ ア
トリビューション ライセンス (「アトリビューション ライセンス」) の下に提供されている
GeoNames Project (www.geonames.org) からライセンス供与されたデータが含まれています。
お客様による GeoNames データ (Spectrum™ Technology Platform ユーザ マニュアルに記載) の
使用は、アトリビューションライセンスの条件に従う必要があり、お客様とPitneyBowesSoftware,
Inc. との契約と、アトリビューション ライセンスの間に矛盾が生じる場合は、アトリビューショ
ン ライセンスのみに基づいてそれを解決する必要があります。お客様による GeoNames データ
の使用に関しては、アトリビューション ライセンスが適用されるためです。
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